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例言

l 本書は、島田市金谷地区における第二東名建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査のうち、静岡県島田

市牛尾1174他に所在する駿河山遺跡の発掘調査報告書(縄文時代編)である。

2 第二東名建設事業に伴って実施した埋蔵文化財発掘調査においては、それぞれ地点名が付されてい

る。本書は、 N0.91地点に相当するものである。

3 第二東名建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書の作成は、地区(市町村)単位で実施している。島

田市域では本書が第4冊目であるため「島田市-4J とした。

4 駿河山遺跡の資料整理は、平成17年12月から実施し平成24年3月までの予定である。報告書は、平

成19年度に図版編が刊行されており、続いて縄文時代編、弥生・古墳・歴史時代編が編集・刊行され

る。本書は、当遺跡の報告書第2分冊であるため「駿河山遺跡II (縄文時代編)J とした。

5 調査は第二東名建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査として、中日本高速道路株式会社(旧日本道路

公団静岡建設局)の委託を受け、静岡県教育委員会文化課の指導のもと、島田市(旧金谷町)の協力

を得て、財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所が実施した。

6 現地調査・資料整理の期間と当研究所の担当者は以下のとおりである。

確認調査:平成10年8月'"10月 足立順司、河合修、川上努

本調査:平成10年10月~平成11年3月 足立順司、河合修、川上努

平成11年4月~平成12年3月 及川司、飯塚晴夫、諸星雅一、河合修、石田勉、

木崎道昭、大林元

平成12年4月~平成13年3月 及川司、飯塚晴夫、諸星雅一、河合修、中田出、大畑要

平成13年4月~平成14年3月 及)11司、加藤埋文、河合修、桶田光俊

資料整理・報告書作成:平成17年12月~平成19年3月 河合修、鈴木淑子

平成19年4月~平成20年3月 河合修(4"'6月、 12月"'3月)、鈴木淑子

平成20年4月~平成21年3月 松川淑子(旧姓鈴木)

平成21年4月~平成22年3月 河合修

7 当研究所の担当者とともに梅川光隆(平成II年4月'"12年 3月)、高山正久(平成12年4月"'5月)、

真鍋治(5月~平成13年 8月)が本調査の一部を分担した。

8 本書の執筆分担は以下のとおりである。

河合(第 I章、第II章、 第田章第 l節 l、第田章第2節のうち遺構、第W章のうち遺構)

松川(第田章第 l節2、第皿章第2節のうち石器・石製品)

溢谷昌彦(当研究所準調査員:第皿章第2節のうち土器)

9 調査における協力者等は、文末に記載した。整理作業では、縄文土器については戸田哲也氏(玉川

文化財研究所)にご指導いただいた。石器石材については 伊藤通玄氏、黒曜石の産地分類について

は望月明彦氏(元独立行政法人沼津工業高等専門学校教授)に同定いただいた。

10 現地での基準点測量、空中写真撮影及び遺構測量の一部は株式会社フジヤマに委託した。

11 本書で使用した遺物写真図版は、すべて当研究所写真室が撮影した。

12 調査の概要は、当研究所の出版物で一部公表されているが、内容において本書と相違がある場合は

本報告をもって訂正する。

13 本書の編集は財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所があたった。

14 発掘調査の資料は、静岡県教育委員会が保管している。



凡例

l 座標は平面直角座標第四系を用いた国土座標、日本測地系(改正前)を使用している。

2 グリッドは、 lの座標を用い l辺10mの方眼を設定している。また、方位も lの座標による方位

(座標北)を基準としているc

3 本書に使用した図表は主に調査によって測量・実測した図を基に作成している。これ以外の図につ

いては各図中に出典等を示している。

4 本書で使用した遺構の表記は次の通りである。

例) S K 19543 (S K :遺構の種別 19543 :遺跡内の全遺構通し番号)

SH:竪穴住居 SP:柱穴・小穴 SK:土坑墓 ・土坑 SX:風倒木痕

5 遺構図、遺物実測図の縮尺はそれぞれの図版に明記した。

6 遺構図には遺構と撹乱を同時に表記しである。これらのうち、撹乱に付いては下端線を破線として

落ち込みの記号を遺構とは別のものに替えた上、 トーンを落と した。

7 遺物番号は、挿図掲載遺物について種類・挿図の別にかかわらず、通し番号を付した。

8 本文中に用いる色彩に関する用語・記号は、新版『標準土色帖Jl(農林水産省農林水産技術会議事務

局監修 1992)を使用した。

9 本書の図中に用いたスクリーントーン等の使い分けは、必要なものを各図の中で表記した他、遺物

については次のように統ーした。

被熱範囲
ロ巳

石器・石製品摩耗範囲

ι/ 

。

… 
島田市金谷地区¥;;ア ¥ 

一一一一一一一一一一一一J」一一

島田市金谷地区の位置
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第 I章遺跡の位置と環境

第 l節遺跡の位置と地理的環境

島田市西部 (以下「金谷地区」という)は、北緯34度50分、東経138度 7分30秒付近の静岡県中部に位

置し、北側は榛原郡川根本町や周智郡森町、東は大井川をはさみ島田市東部(島田地区)や藤枝市、西

は掛川市や菊川市、南は牧之原市に接している。金谷地区は、島田市のうちでも大井川の西岸地域北側

にあたり、平成17年 5月の島田市との合併以前は、金谷町であった。金谷地区の面積は64.35kniを測か

島田市の面積195.39kniのおよそ30%を占める。

金谷地区は、南アルフ。スの南端に当たる丘陵と、大井川が主体となって形成した沖積平野から構成さ

れている。丘陵は市域の北側~西側に広く分布し、平野部は横岡・相賀付近から急激に幅を広げ、市域

の南東側を占める。この丘陵は、地区の北部で、は中生界白亜系の四万十層群、半ばでは古第三系の瀬戸

川層群、南部では新第三系の倉間層群などに属する。これらのうち、四万十層群・瀬戸川層群には頁岩

や砂岩を含む層位が発達している。大井川の河床にも流出した転石が多く含まれており、流域の縄文時

代遺跡から頁岩製・砂岩製の石器が多く出土することにも反映している。これら丘陵部は白亜紀末以降

の造山運動によって隆起したものと言われるが、現在では大井川や白光川、大代川など丘陵部一帯の雨

水を集める河川によって開析された急峻な谷地形により、大きく 3つの山塊に分けられる。

最も北側が八高山(標高832.1m)と裾部に広がる尾根である。この山塊は、北は川根町家山から切山

にかけての大きな谷によって、南は島田市福用から西へ入る谷に区切られる。西側は掛川市域の大尾山

(標高661m)との間にある掛川市黒俣付近から北に入る谷が境となる。中ほどが経塚山(標高669.9m)

と裾部に広がる尾根である。北は金谷町福用から西へ入る谷に区切られ、南と西は大代川とその源流部

が開析した谷部で区切られる。この丘陵の、特に南東部の尾根上は台地上の平坦面が発達する。最も南

側が粟ケ岳(標高532.1m)と裾部に広がる尾根である。この山塊の南側は漸移的に牧之原台地の北縁に

つながる。これらの丘陵の東縁となるのは、大井川である。特に島田市高熊・鍋島・神尾付近では丘陵

の張り出しに遮られて S字状の蛇行を繰り返す。また、同地域と島田市横岡付近の丘陵端部には、大井

川の影響による河岸段丘が発達する。これら丘陵部には、高位においては杉や檎の人工林や広葉樹の自

然林がモザイク状に入り組んで、いる。低位においては、等高線に沿って茶の栽培が盛んに行われ、静岡

県中西部における特徴的な景観を醸し出している。

大井川が沖積平野に放たれる付近には、駿河山遺跡が営まれた牛尾山 (駿河山)がある。牛尾山は頂

部がほぼ平らで現在では独立丘となっているが、かつては島田市相賀の丘陵部と牛尾山の先端部(山鼻

という)が低い尾根によってつながっていたと言われる。斜面部はおよそすべての個所で急峻な崖状を

呈している。頻繁に地滑りを起こ しているようで、特に木竹の少ない西側斜面には小さな谷状の地形が

幾筋も観察できる(U'駿河山遺跡 1.!l図版 1-2)。山の頂部は全面茶園に開発されているc

主に大井川の堆積物による沖積平野は、島田市横岡付近から金谷河原付近にかけて発達する。この平

野部は、中村一氏が天正18年 (1590)に牛尾山と横岡の聞に堤を築き、相賀・牛尾山聞を掘り割って大

井川の本流を西側に導いたため、耕作域として安定したと言われる。つま りそれ以前は、「島」地名に見

えるような中州が点在する大井川の氾濫原であった。

この平野部の堆積作用には、大井川のみならず経塚山から流出する大代川も大きく影響している。大

代川は今なお大量の土砂を運びながら平野部を南下し、牧ノ原台地の北縁で東へ流れを変えて大井川に

合流する。なお、この地域の地質図は『上ノ山遺跡』に記載しである。併せてご参照いただきたい。
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第2節歴史的環境と調査歴

駿河山遺跡のある大井川流域は、縄文時代遺跡が比較的多く営まれている地域としても知られている。

上・中流域には、沼ノ平・久保尾遺跡。11根本町)、柿間・長者原・安田原(島田市)のように大井川か

らやや離れた標高の高い位置に営まれる遺跡が若干あるが、多くは大井川を望む安定した河岸段丘上に

営まれる傾向がある。

ここでは地形的な特徴から、静岡市葵区小河内から川根本町千頭付近までを上流域、千頭付近から島

田市神尾付近までを中流域、これより下流を下流域と して所在する縄文時代の遺跡について概観する。

1 上流域の遺跡

上流部では遺跡の分布がかなり希薄で、偏っている。これは、 川岸まで急峻な崖地形がせり出して、河岸

段丘が発達する部分が限られていることに起因する。最も上流部に位置するのは、八木尾又・割田原・松

山段遺跡である。割田原遺跡は井川ダムの建設に先立って昭和29・30年に発掘調査が行われ、縄文時代

中期前半~後半の遺跡であることが判明している。現在は割田原遺跡が井川ダムにより水没し、八木尾

又・松山段遺跡は水面に程近い場所にあるが、いずれも元来は河床から隔たった上位の段丘上にある。

ここから下流側には直線距離で11回隔てた川根本町奥泉に至るまで遺跡が確認されていない。奥泉に

は東に傾斜する河岸段丘上に森ノ平・池ノ谷・下関土遺跡がある。これらの遺跡は昭和26年 (1951)に

藤枝東高校郷土研究部の踏査によって発見された遺跡である(藤枝東高等学校郷土研究部1954)。同高郷

土研究部は昭和32年に至るまで下関土遺跡で複数回の発掘調査を実施し、この遺跡が縄文時代前期から

弥生時代中期に至る遺跡であることを明らかにした。その後、平成5年(1993)と翌年に発掘調査が行

われ、遺跡の内容が明らかになっている(佐藤・河合1995、佐藤・関野・中村1996)。現在遺跡の中心部

は駅前広場とロータリ ーになっているが、中央に当時の生活をイメージしたモニュメン トが作られて遺

跡の存在を明らかにしている。

2 中流域の遺跡

奥泉から直線距離でおよそ3.51，叩の聞にも遺跡が確認されていない。この付近も上流域と同様な険し

い地形が生活域として適さなかったことを示唆しているのだろう。川根本町千頭から徳山にかけての地

域はこの前後と比べて遺跡が盛んに営まれる。千頭周辺では大井川の東岸に、徳山周辺では西岸に遺跡

が多くみられる。これは湾曲した大井川の攻撃面にあたる部分に、より河岸段丘が発達しているからで

ある。また、かつての本川根町・中川根町の中心部はこの地域にあり、現在でも旧 2町の人口のおよそ

43%が居住していることが依然居住の適地であることを示している。

千頭付近では高千山・郷平 ・新員平・山王遺跡が知られる。山王遺跡は昭和8年(1933)、発電所建設

の軌道建設に際して発見された縄文中期から晩期にかけての遺跡で、町道建設に伴う調査により後・晩

期が主体であることが明らかとなった。ここから出土した石剣は、町指定文化財となっている。 また、

台形様石器等が採集されていた高千山遺跡では平成12年に確認調査が行われ、旧石器時代と考えられる

遺物が出土している。

千頭の対岸にあたる東藤川~小長谷には、大島・井戸口・下井戸などの遺跡がある。大島遺跡は平成

5年に調査が行われ、当地域では類例の少ない縄文晩期後半の条痕文系土器が出土している。これより

南におよそ 21∞隔てた高位の段丘上にはぬたぶら遺跡がある。平成6"-'16年にかけて断続的に発掘調査

が行われ、縄文時代の層位の下位からナイフ型石器が出土したことが注目されている。

藤川 ・徳山周辺は遺跡が多いが、調査が実施され内容の判明する例は少ない。徳山の大井川沿いにあ

る下村 I遺跡では昭和46年(1971)に発掘調査が行われている。徳山の南端に位置する釜ノ口遺跡は昭

12 
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l 割田原

2 松山段

3 奥泉・森ノ谷

4 奥泉・下関戸

5 高千山

6 神具平

7 大島

8 井戸口

9 郷平

10 山王

11 下井戸

12 森平

13 中ノ筋

14 小山

15 復平

16 中平

17 ぬたぶら

18 中島C

19 中島D

20 小井平

21 出草

22 中島B

23 中島A

24 沢闘原

25 照尾

26 西村

27 高村

28 下員戸

29 下村 I

30 森ノ段

31 釜ノ口

32 下村H

33 平溝

34 田野口 I

35 田野口E

36 田野口 H

37 惣金地

38 智満寺前

39 上長尾

40 天王原

41 高手山

42 沼ノ平

43 久保尾

44 下長尾東

45 下泉原

46 平谷

47 地名原

48 沢谷平

49 石風目

50 抜里原II

51 抜里原 1

52 絵下原 I

53 上ノ原

54 道場原

55 家山原

56 天王山

57 原八坂

58 見成原

59 柿間

60 神尾

61 鵜網

62 大段

63 竹ノ尾

64 広段

65 尾川平

66 安田原

67 長者原

68 釜谷1

69 宮ノ段

70 駿河山

71 八幡社製

72 八幡社前

73 大鳥

74 天神原

75 旗指 1

76 旗指 2

77 旗指4

78 悶ノ谷

79 山王前

80 落合

81 神谷東

82 管ヶ谷

83・84 波田

85 二俣

86 傑段

87 岸

88 馬平

89 中山奥

90 中山

91 唐沢

92 唐沢原

93 吹木原

94 西原

95 双川

96 御小屋原 I

97 御小屋原H

98 屋敷原

99 風西

100 東鎌塚原

101 木村原

102 半段

103 原ノ平

104 東照宮

105 尼沢

106 谷口原

107 宮上

108 色尾原

109 大原

110 えびす森

111 沼伏神社
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第2図 駿河山遺跡と周辺の遺跡

l 神座A地点古祭、 2 神座B地点古窯、 3 大沢、 4 相賀古窯、 5 大津山、 6 竹ノ尾、 7 天徳山山門、 8 広段、

9 尾川平、 10 立合、 11 大津城、 12 山王前、 13 神谷東、 14・15 管ヶ谷、 16 落合、 17 スモウダン、 18 管ヶ谷B地

点古紫、 19 落合菌、 20 鳥羽美、 21 八幡社製、 22 八幡社前、 23 東川根上、 24 東川根 I古索、 25 中村上 26 中村II、

27 中村地政司事前古窯、 28 中村町、 29 大鳥、 30 天神原、 31天神原古墳群、 32 東川根 II古祭、 33 東川根回古祭、 34

伊太ロ古察、 35伊太口古墳群、 36 旗指古窯、 37 静居寺磁古察、 38 i静居寺前C地点、 39 大観堂、 40 旗指8地点、 41 回

ノ谷、 42 菰ヶ谷、 43 野田城、 44 居倉、 45 船田古墳群、 46 波田、 47 竜雲寺古墳群、 48 駒形古噴群、 49 二俣古蹟群、

50 きつね沢古窯、 51 ほろん沢東、 52 釜谷 I、53 すゃん沢古祭、 54 ほろん沢古察、 55 北古祭、 56 新兵衛古察、 57

中古祭、 58 南古察、 59 内藤古祭、 60 宮ノ段、 61 長者原、 62 観勝寺、 63 志戸呂城、 64 孫エ門原古墳、 65 上志戸呂

古察、 66 駿河山、 67 駿河山古漬群、 68 狐平古墳、 69 加藤原、 70 杉ノ沢、 71 杉沢古墳群、 72 西原、73 宗行郷塚、

74 伊之助原古墳、 75 医王寺薬師堂、 76 諏訪原城、 77 火剣山袋、 78 天王町、 79 下坂、 80 唐沢、 81唐沢原、 82 落

井上原、 83 吹木原、 84 双川、85 西原、 86 御小屋原 I、87 御小屋原II、88 丸山 I、89 屋敷原、 90 丸山古窯、91

ミョウガ原、 92 風西、 93 東鎌塚原、94 本村原、 95 半段、 96 湯日城、 97 原ノ平、 98 東照宮、 99 えびす森、 100

長軒谷
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第 lf，i 遺跡の位置と環境

和32年(1957)に藤枝東高郷土研究部の踏査によって発見された遺跡で、同36年の発掘調査では配石遺

構が検出され、縄文晩期の土器・土偶、弥生中期の土器若干量が出土している。また、釜ノ口遺跡の北

にある森ノ段遺跡からは縄文時代草創期の尖頭器が採集されている。

徳山からおよそ 4岡下流の大井川西岸には比較的広い河岸段丘があり、複数の遺跡が営まれる。分布

のほぼ中心には、古くから遺物が採集できることで知られていた上長尾遺跡がある。上長尾遺跡は縄文

早期・中期~弥生中期初頭の遺跡で、過去に 4度の発掘調査が行われている。昭和27(1952)・29年に島

田高校郷土研究部が行った発掘調査によって、遺跡は後・晩期を主体とすることが判明した。この際に

は晩期にあたる中空土偶が出土したことが注目される。昭和51・52年の調査では、晩期の土坑墓が70基

検出されている。ここから直線距離で約1lkm下流の家山付近に至る地域には段丘上に小規模な遺跡が散

在している。

家山は、平成20年4月に島田市と合併する以前は川根町の中心部であった。市街地は家山川と大井川

の沖積作用による平地に広がっているが、縄文時代の遺跡は比較的小規模なものが丘陵部に位置してい

る。天王山遺跡は沖積地の中に残された河岸段丘上にある弥生時代~古墳時代を主体とする遺跡であり 、

平成 5'"'-'6年に行われた調査によって早期・中期の遺物も少量出土している。ここから大井川が志太平

野に放たれる付近までは、柿間遺跡、鵜網遺跡などのようにやや広い遺跡が段丘上に散在している。

3 下流域の遺跡

志太平野に至った大井川は牧ノ原台地に突当って東向きに大きく流れを変える。

左岸域は沖積作用による平野が広がり、現在島田市街地が営まれている。ここは厚い堆積層によって

遺跡の存在が明らかでない。沖積地の北側には丘陵が広がる。この部分は大井川東岸の丘陵部の末端に

あたり、大井川の河岸段丘が発達しない部分である。大井川の支流である伊太谷川や大津谷川の開析作

用によって形作られた急峻な斜面をもっ丘陵が多く、低く頂部に比較的大きな緩斜面をもっ山王前遺

跡・岸遺跡の他は小規模な遺跡が目立つ。

大井川を眼下に望む丘陵上に位置する大鳥遺跡は、一帯の遺跡分布の最も西側に位置する。平成5年

(1993)、県道の拡幅に伴う発掘調査が行われ、縄文時代早期にあたる遺物や住居跡が検出されている。

さらに下層からはナイフ形石器等旧石器時代の遺物が出土しており、この部分の最も古手の遺跡に数え

られている。旗指遺跡は灰紬陶器を生産した旗指古窯跡群を含む遺跡として知られている。昭和62年

(1987)に発掘調査が行われた l地点からはこの地域の縄文時代遺跡では最も古くに位置づけられる草

創期の遺物が出土し、機群が検出されている。また、住居跡と考えられる柱穴や炉跡と思われる焼土も

検出されており、当時の暮らしを佑併させる貴重な発見を提示している。また、波田遺跡では昭和51年

(1976)に困道 l号バイパスの建設に先立つて発掘調査が行われている。ここでは縄文時代中期の石囲

炉をもっ竪穴式住居が検出されている。

一方、右岸域は最も河岸段丘が発達した部分で、およそ流れに平行に奥行きのある平坦面を形成して

いる。河岸段丘上に縄文集落が発達したこの地域にとっては、集落を営むのに格好の場所である。旧石

器時代の遺物も原ノ平・宮上・中原遺跡等で出土している。この地域は県下有数の茶産地の一角にあた

るので、茶樹の改植に伴う発掘調査が頻繁に行われている。東鎌塚原遺跡は、この地域の遺跡分布のほ

ぼ中心にある、縄文時代中期後半の遺跡である。『静岡将史』にも記載され、昭和20年代後半から藤枝東

高や島田高の郷土研究部が表面採集を行っている。発掘調査は昭和63年以降断続的に行われており、六

角形のプランをもっ竪穴式住居が検出されるなど注目される発見がある。

御小屋原遺跡は、東鎌塚原遺跡より西へおよそ 1km隔てた場所にある。ここでも平成 4'"'-'18年にわた

り茶畑の改植に伴って断続的に発掘調査が行われ、縄文時代中期の配石遺構が検出きれている。
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第3図 牛尾山の地形と本調査範囲
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第 2章 調査の方法と経過

第 l節調査の体制

本書で報告する駿河山遺跡の調査は第 l表に示した体制で実施している。実際には、第二東名建設事

業に伴う掛)I [工区(金谷町(現島田市)・掛川市・森町・豊岡地区〉の埋蔵文他財発掘調査として体制を

組んでおり、同表は島田市金谷地区に関わる一部である。なお、金谷地区の体制については、すでに記

したものがある (静岡県埋蔵文化財調査研究所2006)。

第 1表調査体制と実施内容(平成21年度まで)

|平成l叫 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度

所長 E田勝忠 1'Iit:i怠 m藤忠 Z野勝忠 ，普勝忠 m脱忠 宮野藤 忠 Ii藤忠 E百l侮忠 E官隊 !且 清水皆 天野忍

刷所長 山下 晃 山下 晃 山下 晃 飯 田 英 夫 飯田英夫 飯田英夫

常務理事兼事務局長 清水哲

大地時正夫

事務局次長
佐野五十三
及川 司
術~保幸

ト一一 常務理事兼総務部長 伊藤友雄 伊藤友雄 伊政友雄 粂 回徳幸 粂回徳幸 染問徳寺 平松公夫 平松公夫 平~公夫

次長 鎌 田英巳 線 田 英巳 鈴木大二郎 鈴木大二郎

総務課長 杉木敏雄 杉木敏雄 杉木敏雄 本杉l昭一 本杉昭 官官凹英巴 鎌田英巴 鈴木大二郎 鈴木大三郎 大助正夫 大場.iE夫松村 事

経理担当貝 稲灘保幸 稲葉保幸 稲葉保幸 稲葉保本 稲葉保幸 稲灘保幸 稲*保幸 稲葉保司会

総務部
総務係長 回中経代 芦川美奈子 戸川美奈ず 戸川美奈子 芦川美奈子 山内小面合 山内小百合

担当 会制係長 杉田型l 杉山和校 杉山和枝 杉 山和絞 杉山和 綾

!IiI!主任 鈴木秀事 鈴木秀幸 中鉢京子 中鉢京子

主事 鈴木秀幸 鈴木秋|事 鈴木秋博

部長 石忠英夫 佐藤逮雄 佐際述雄 佐藤途雄 II.t本昇平 山本持平 山 本昇平 石 川 繁久 石川繁久

東野克己 "Ni野克 己lI'l!野克己 東野克己 栗田手先 日
佐野五十二

及 川 司 及川向
次長 佐野五十三 及川 司

及 川 司 中崎郁夫中嶋郁夫 中船節夫 中崎郁夫
及川司

稲葉保幸 稲葉保幸
儒il'!保幸

次長1[.'、得 佐野五十三

担当限畏 巡嵐i型車和 及川司 及川 司 及 川 司 篠原修二 足立庫i司|中嶋節夫 中嶋郁夫 及 川 司及川司 及川 町 及川司

会刑担当 稲葉係宰
稲葉保幸 稲』世保幸 稲3世保幸
巾鉢京子 中鉢京子 中鉢京子

凧研査究部 担当係長 河合修 河合修 河合修 河合修

工区主任 飯島軍附失 飯塚IW夫 1川勝忽文

主任調査研究貝 飯塚附夫 河合 修

石田勉 石田勉 大知l 嬰 河合 修 川上宛 川上 努 川 上 努 鈴木淑子 鈴木淑子 鈴木淑子 怯 川淑 子

荷量雅一 ft~ 旦雅一 R古盤雅一 稲田光俊

間査研究貝
河合修 木崎道昭 川上努
川 上 努 河合修 中田仕1

川上努 河合修
大林元

保存処E皿室長 西尾太古11二 西尾太11に 西尾太加二 西尾太加ニ 内l盃太加二 四HI太加二 西t.:¥太加ニ 西硲太加二 西尾太加ご

爽施
現地調査 確認別査 本側~ 本側査 本別査

内容
資斜感極 金谷地区全体を対像として実施
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発掘調査の方法と経過第2節

確認調査

1998年 8月18日から、周知の包蔵地である駿河山遺跡の一部である91地点全域 (21，637ば)を対象と

し、 試掘・確認調査を開始した。試掘・確認調査では、対象範囲のすべてを網羅するように路線の方向

に平行・直交する位置に幅 1mで、任意の長さのトレンチ36ヶ所を設定した。掘削は主にパックホーを用

い、壁面と底面の一部を人力で、行った。掘削は同19日より対象範囲の東端から開始し、 9月第3・4週

と10月第 3週が降雨のためほとんど作業ができなかったものの、 10月30日までに予定個所のすべての調

査を終了した。記録は各トレンチの平面図・土層柱状図を作成し、 35mmカラーネガを用いて状況写真を

撮影した。記録の終了したトレンチは随時安全のために一旦埋めもどすこととした。

一帯はほぼ全面が茶畑として利用されていたが、茶木は調査着手前までに元位置で専用機械により粉

砕されていた。土層は上位から 5層 (1"'V)を確認した。 I層は黒ボクを主体とする層で、層厚はO.1 

"'0.8mを測る。このうち地表面に近い部分は茶畑などの耕作土として利用されていたため撹乱を受け

ていた。下位には撹乱を受けていない個所が部分的に存在していたが、撹乱の深度がまちまちであり複

雑に切り込む部分が多く認められたので両者を厳密に区分することは困難で、あった。 1層上位には撹乱

によって巻き上げられた縄文時代以降現代に至るまでの造物が混在して含まれ、 I層下位には古墳時代

前期以前の遺物が主体となって含まれている。

II層は褐色シルト層で最大0.4mの厚みを測るが、 I層が薄い個所では撹乱が及んで、消失している。

この層には部分的に縄文時代の遺物が含まれる。

E層は燈褐色粘土層で、0.2"'0.4mの厚みがある。W層は黄色粘土層で0.3'"4 mの厚さがあり、 V 
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確認調査トレンチ配置位置図第4図
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調査の方法と経過第2i;i

層は地質時代に堆積した握り拳大~人頭大の砂岩の円礁を多く含む黄色粘土層である。場所によって白

色味が強いより淘汰された粘土が堆積する場所がある。 N'V層はともに無遺物層である。

遺構・遺物はすべてのトレンチから出土しており、一帯がひとつの広大な遺跡であることが判明した。

把握された遺構は竪穴式住居・溝・土坑・ 小穴などである。特に竪穴式住居は17軒が想定され、対象範

囲全体に万遍なく分布することからも、一帯が広く居住域として利用されていたことが想定された。ま

た、 13トレンチ南側から19'""22トレンチ東側に至る地域は I"'II層がより厚く、埋没谷のあることが判

明した。

本調査

確認調査の結果、本調査範囲は開発範囲のすべてに及ぶものと特定された。調査区が広大であり、周

辺の茶畑で、の農作業への影響や排土の取り扱い、道路工事の着手時期などいくつかの考慮せざるを得な

い課題が想定されたため、全体を東からA'""D区の 4つに分割して優先される部分から本調査を実施す

ることとした。この区分はA区が先行して着手される工事範囲、 B'""D区が調査区を南北に横断する農

道を境に している。調査面積は確認調査によって道路設計の詳細が明らかになるに従ってやや増加 し、

最終的には24，189mとなっている。調査は、排土置き場の移動を最小限にするためにA区・ D区・ B

区・ C区の順番で実施した。

耕作によって I層上位が撹押され I層下位へ複雑に切り込んでいる状況が把握されていたので、 I層

の除去は0.25rri積みのパック亦ーを用いて実施し、排土の移動は主にク ローラーダンプを用いて行う こ

ととした。 1層全体をパックホーで除去することによって、この「複雑な切り込み」は主に茶畑の改植

によるものと判明した。茶樹は、樹勢がおとろえると抜かれて新たに植え直される。農道に接する茶畑

では昭和30年代半ば以降、この作業に伴ってフゃルドーザーを搬入し天地返しを行っている。このブル

ドーザーには幅 3m程度で、 9本の爪が備えられたパケットが取り付けられていたようで、 lすく い2m
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程度の幅で掘削痕が連続して残されている。また、 B区の北東端からA区の北西側に至る部分はV層に

至るまで箱状に掘り取られている。国"-'V層上位は耐火性に富む粘土なので、掘り採られて志戸呂焼な

ど在地の焼物生産に用いられた可能性が高い。

遺構の検出面は 2面とし、基本的には弥生~古墳時代の遺構(第 l面)をH層上面、縄文時代(第2

面)の遺構をE層上面でそれぞれ検出することとした。これは、確認調査の状況下から黒ボクを主体と

する覆土に弥生・古墳時代遺構が多く、 II層に類似した褐色シルトを覆土とする遺構がこれらより古く

位置づけられると考え、それぞれが明確に判別できる位置を求めた結果である。

しかし I層除去が進むにつれて、下位の層位に起伏があることが明らかとなった。水平に I層を除去

した場合、埋没谷状にへこむ部分には I層が残存することとなった。これらの部分は耕作が及んでいな

いこ とが多く、丹念に検出することによって第I面の遺構を見出すことができた。また、第2面に相当

する遺構もこの部分では黒ボクを主体とする覆土となることが予期された。 しかし、明確な遺物が出土

しない限り第 l面の遺構と分離することは困難であった。第2面の調査は窪んだ田層上面で実施してい

るが、縄文時代遺構の中でも著しく深いもののみを抽出することとなった。

測量杭は表土除去が終わった後に20m間隔で、区ごとに打設することとした。

なお、調査に要する仮設建物は、当面は確認調査の際にC区南東隅に設置したものを調査棟に改造し、

北側に平行して作業員棟を増築することで対応することとし、 C区の調査の際には調査が終了している

予定のD区へ諸施設とともに移設することとした。

A区の調査

最初に本調査へ取りかかった個所は調査区東端部分にあたるA区である。ここには大井川にかかる橋

梁の橋台を建設することとなっており、二L事によって掘削される範囲に事後の調査への安全な間隔を加

味した2，200ぱを調査実施平面積とした。本調査は平成10年10月6日から開始した。表土を全面にわ

たって除去し後、工事の対象範囲となる東半部分を優先して調査することとし、人力掘削に取り掛か・っ

た。 11月25日までに東半部の第 l面の調査が終了し航空写真測量を実施したのち、検出面を解体した。

これとともに西半部では第 l面の調査を開始し、東半部の第2面の調査と並行して実施した。 翌年 l月

8日までにこれらの掘削作業を終え、翌週の13日に航空写真測量を実施して西半部の第 l面及び東半部

の調査を終了した。西半部第 l面の解体は l月18日から開始し、同26日から第2面の調査に着手した。

l月29日、土坑SK70625から硬玉製の大珠が出土し、主に長楕円形を呈する大型土坑は墓である こと

が判明した。第 2面の遺構の掘削は 2月2日までに終了し、全体清掃後、同 8日から16日にかけて遺構

の全体測量を実施してA区の調査を終了した。

調査区の外周に掘削した排水溝から、チャートの縦長剥片が出土している。これは皿層上位から出土

したもので、当遺跡の最も古い遺物である。 A区ではE層中に遺物が含まれる可能性があると考え、調

査終了後に確認トレンチを複数個所人力で掘削したが、他に遺物を得ることはできなかった。

D区の調査

A区に継続して調査に着手したのは、最も西にあたるD区であり、調査実施平面積は6，429ばである。

平成11年 3月からは作業員等の増員に対応するための仮設建物や駐車場の整備、防塵ネットの設置、 I 

層の除去等を並行して実施し、実質的な人力掘削作業の再開は 4月20日となった。調査に際して発生す

る排土は、ベルトコンベアーの先に 2t積みのクローラーダンプを常駐させて受け止め、隣接する C区

に設けた排土置き場に積み上げることとした。この排土置き場には当初簡易なゲートが設けてあったが、

調査休業日に第三者が侵入し I層に紛れていた遺物を採取するという事態が複数回発生したので、以後

危険防止の観点、からも厳重かつ施錠の可能なものに切り替えている。

D区の調査は、当初北側に未買地が存在していたので、南側3/4程度の範囲で調査を先行した。 20人

20 



程度 l班のグループを 3班編成し、西から遺構検

出・掘削に取り掛かった。 5月中旬までかけて l面

の遺構検出と確認調査トレンチの再掘削を実施し、

確認調査では把握できなかった方形周溝墓が複数基

存在することが確認された。これらはより新しい遺

構であると考え方形周溝墓の調査を隣接する竪穴式

住居より優先して実施することとした。方形周溝墓

の掘削は 8月末までかかり、 9月初頭に一旦全体写

真を撮影 した。この後、 竪穴式住居の調査に取り掛

かり、 10月初旬までに終了した。

竪穴式住居には炉が良好の残存している例が複数

存在したので、広岡公夫氏(当時富山大学教授)に

熱残留地磁気測定のサンフ。ル採取を依頼した。以後

の第 l面検出住居跡に関しても同様に、サンフ。ル採

取を広岡氏へ依頼した。

D区の II層は北西側の一部を除いてほぼ無遺物層

であることが第 l面の調五中に把握されていたので、

H 層の除去も主にパックホーを利用して行った。H

層の除去は11月下旬に終了し、随時遺構検出・掘削

写真 1 確認調査

に移行した。第 2面では小穴や風倒木痕が多く、年 写真2 本調査表土除去

末までに測量までを含めて調査を終了した。

第 l面の調査中に、D区北側にあたる用地が確保

されたので、 D区南側の l面解体に合わせて北側の

I層除去を実施することとした。北側部分の第 l面

では大型の方形周溝墓が複数基検出され、南側から

の連続性を確認した。第 l面の調査は l月下旬に終

了し、 実測・ II}冒掘削を経て第 2面の謝査に移行し

た。 第 2面は3月中旬までに検出・掘削・ 実測作業

がすべて終了した。

D区北側の調査に並行して、平成12年 l月上旬か
写真 3 本調査状況 (A区)

ら市総の防塵ネ ットと ベルトコ ンベアーの設置に利

用していた11日およ そ4mの区域の調査を実施した。

この調五によって、崖際にあたる南西隅にまで弥生

時代の竪穴式住居が存在することが明らかになり、

弥生時代以降尾聞の浸食が著 しく進んで、いることを

感じさせた。この部分の調査終了は 3月半ばとなり、

およそ11カ月でD区の調査のすべてを終了した。

調査の終了した D区には、パ ック ホーと クロー

ラーダンプを用いてC区の排土置き場から土砂を運

搬して埋め戻し、上位を均一に転圧した。この作業

は3月末までに終了している。 写真4 本調査状況 (8区)

第 2態調査の方法と経過
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また、来るべきC区の調査の際に現農道下も掘削する予定であったので、埋め戻し土を安定させた後

の平成12年4月7日からC区・ D区間の農道をD区側に切り替える工事を実施した。

A.D区の調査によって、駿河山遺跡を構成する遺構の種類・構造をおよそ把握することができた。

この成果によって、後続したg.c区の調査を円滑に運ぶことが可能となった。

D区の調査段階では、北東隅部分が農道との取り合いにより調査が未了であった。この部分はC区の

調査期間に並行する平成13年6月に調査を行い、 D区の竪穴式住居を巡る溝の延長を検出している。

B区の調査

B区はA区から西側に連続する部分で、調査実施平面積は6，195ばである。 D区の II層除去が終了し

た11月下旬から I層の除去を開始し年末までに人力掘削が可能な状況となった。 B区の排土はC区に設

けた排土置き場に仮置きすることとした。

年明けの平成12年 1月7日から遺構検出作業に 2班で取り掛かった。この時点では、残り l班はD区

北側等の作業に従事していた。 D区の班の参入は、 D区の調査が終了した 4月以降となった。

B区の第 l面は、古墳時代前期の竪穴式住居の存在が特徴的である。同時期の住居はA区で検出され

ているがD区では明らかでなく、弥生時代から古墳時代に至る聞に土地利用の流儀が改変されている こ

とが察せられた。 1月末までに全域で遺構検出作業を行い、随時掘削作業に取り掛かった。 3月末まで

にすべての遺構を掘削し、航空写真測量を実施して第 l面の調査を終了した。

第2面の調査は諸準備の後、 4月中旬から再開した。第 l面遺構を解体しながら H層を除去し、田層

上で遺構を検出する作業を行った。第 l面遺構が希薄であった西半部から北部にかけては第2面の検出

作業が順調に推移したが、住居の密集する東半部は住居の解体作業に 7月半ばまでを費やすこととなっ

た。 6月末に西半部から北部にかけての遺構掘削に目途がついてきたため、 2班を I層の除去が終了し

たC区に移し遺構検出にあたらせた。

東半部の第2面調査は 7月半ばから8月下旬まで行い、航空写真測量の後土坑墓を解体した。土坑墓

部分の調査がすべて終了したのは 9月下旬であった。また、 9月下旬からは南縁に設置していた防塵

ネットを撤去した後の幅2m程度の調査を継続した。調査は第 I面が主体となり、 9月末に終了した。

一方で、B区の調査に並行して、来るべき C区の調査の際に障害となる仮設建物・駐車場・現農の移設

も実施した。仮設建物・駐車場は調査が終了したD区へ移設することとし、平成12年 5月末から移設準

備を開始し、 6月中旬までに完了した。更に埋め戻し土を安定させた後の10月4日から B区・ C区間の

農道を B区側に切り替える工事を実施した。

C区の調査

C区はB区の調査にめどを付けた 2班によって平成12年7月初旬より調査を開始した。 B区あるいは

D区との境となる農道下についても ここで調査することしていたので、調査実施平面積が8，600ばとい

ずれの区よりも広大となった。第 l面の遺構検出、撹乱層除去から着手し、 9月末から遺構掘削に着手

した。この部分も D区と同様に方形周溝墓が調査区中央付近に密集して検出されたので、方形周溝墓の

掘削から実施することとした。周溝墓の中には周溝内の比較的深い位置と浅い位置ふたつに遺物が集中

するものや、周溝を作り足しているとみられるもの、円形を呈するもの等が把握され、 D区のあり方と

はいささか異なる傾向が把握された。また、調査区南西側で長方形状のプランを有する竪穴状の遺構を

検出した。当初は方形周溝墓の一辺かと考えたが対になる溝がなく、直方体状の掘方で底面縁辺に対に

なる華著な柱穴があるので、建物遺構であると考えた。この遺構の性格については向坂鋼二氏に現地で

指導をいただいている。方形周溝墓群の掘削は11月末までに終了し、全景写真撮影後竪穴式住居の調査

に移行した。

竪穴式住居は比較的南東側に密に分布している。構造は他の調査区と同様で、ほぼ近似した時期のも
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第2口 調査の方法と経過

のと考え調査を行った。 竪穴式住居の床面までの調

査は平成13年 1月上旬で終了し、 記録を採った後に

解体し捌方の形状を明らかにした。 竪穴式住居の調

査は3月末までに概ね終了し、 13年度は4月上旬か

ら釦 2面の調査を全域で行うことで再開された。

第2面の調査は遺構検出から取りかかり、 4月下

旬には遺構分布の全容が明らかとなった。継続して

遺構銅削に移行し、 調査区東側では竪穴式住居、四

側で、は凪倒木痕主体に調査を実施した。また、西側

ではなだらかな埋没谷が存在したが、 この部分の回 写真 5 本調査状況 (B区)

層からは頁岩製の尖頭器が出土している。 A区で出

上したチャート製の縦長剥片と同時期のものと考え

られる。 第 2面の調査は6月上旬で終了し、南北線

辺の防盛ネット設置部分の調査を継続して実施した。

この調査は7月中旬で終了し、およそ 3ヵ年に及ん

だ掘削作業のすべてを完了した。

C区の埋め戻しは、 CI三本体部分の調査が終了し

た直後の 6月下旬から開始し、 8月下旬に完了した。

これに並行して不要となった諸施設の撤去を随時

行っている。 調査資料は基礎整理作業を行う島田整 写真6 遺物掘削状況 (0区SZ 288) 

理事務所へ搬入した後、仮設建物等の撤去を行い、

8月31[:Jに調査のすべてを完了 した。

調査の記録

調査に係る記録は、 図l市と写真である。図面は平

面図と断面図である。平面図は個所ごと に航空写真

測量で作成した。特にD区の調査以降は、 調査区が

広範であることから実機のヘリコプターと航空カメ

ラを用いての掘影が主体となった。 l折田l習は手取り

で作成し、測点は各グリッド杭から座標値をトータ

ルステーションで計測し記録した。また、 D区の調
守 写真 7 断面実;~Il状況

査以降は、 遺構図に撹乱を|ご端まで、入れて明示する

こととした。これは、耕作によ る撹乱が至る所に存

在して撹乱中に遺構が残存する例が多く認められた

ことから、相互の位置関係を明確にした kで、視覚

的にも宙に浮いたような違和感を残さないこ とを 円

的としている。したがってA区と B"'D区では遺構

の表現方法が変わっているがご、容赦願いたい。

また、 竪穴式住居は、床面が遺存するものは-fl

床面上までを調査し、 記録を採った後に解体し、 再

度j朋方で実測している。床聞が撹乱等によって失わ

れている場合は似方まで、完リlii-lしている。 合体図では 写真8 金谷小学校児童の遺跡見学
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写真9 遺物接合・復原作業

写真10 遺物実測作業

写真11 版下作成作業

写真12 原稿執筆状況

24 

床面があらわになった状態を図化しているので、掘

方の状態に記されるものはすでに床面が失われてい

るものを示す。

写真は随時35mm判カラーネガ・カラースライ ド・

モノクロ、 6x 7判カラースライ ド・モノクロを用

いて記録した。

第 3節 資料整理の方法と経過

第二東名建設に伴う発掘調査については現地調査

を優先するという方針から、資料整理は多くの現地

調査が終了した段階で実施することとなった。これ

に先行する基礎的整理作業(出土遺物の洗浄 ・注

記・接合・復原・実測、写真整理、図面整理・修正、

各種台帳作成等) は、 上志戸目古窯の現地調査終了

後、他の現地調査と並行して実施した。

平成13年度末の時点で掛川工区(金谷地区)の現

地調査がほぼ終了したことから、 平成14年度から掛

川工区 (金谷地区)の基礎整理および資料整理を、

本格的に開始した。 資料整理を必要としていた複数

の遺跡の中で、上ノ山遺跡 (No.93地点)は基礎整理

が比較的進展していたため、他の資料整理及び基礎

整理と並行しながら、優先的に資料整理を行うこと

になった。なお、上ノ山遺跡については平成17年度

に報告書を刊行し、整理作業のすべてを終了してい

る。上志戸呂古窯の資料整理については、平成17年

度半ばから本格的に開始した。 資料整理は、遺構図、

遺物実測図の作成 ・修正 ・トレース、 遺物の写真撮

影、原稿執筆等の順で行い、これらを編集して平成

20年度に報告書を刊行した。

駿河山遺跡の資料整理は、 平成17年度12月から本

格的に開始し、同24年3月で終了する見込みである。

平成19年度には 『駿河山山跡 I.!I(図版編)を刊行し、

縄文時代編、 弥生 ・古墳・歴史時代編と随時刊行す

る予定である。

なお、 追物の写真撮影は 6x 7判のモノク ロ及び

カラーポジを用いている。



第3章調査の成果

第 l節概要

1 立地と基本層序

遺跡が乗る牛尾山は島田市牛尾にある。現在は独立丘に見えるが、元来島田市大賀方面の丘陵と尾根

続きの河岸段丘であったといわれる。この時期には大井川は牛尾山の西側を流れていたが、天正18年

(1590)、時の領主中村一氏によって尾根が開削されて大井川の流路が現在の方向に切り替えられたと伝

えられる(天正の瀬変え)。牛尾山が俗に 「駿河山Jと呼ばれて遺跡名にもなっているのは、大井川の西

岸となって遠江国に含まれるこの部分が元来駿河圏内であったことを言わんとしている。

牛尾山の頂部はほぼ平らで、近世以降茶畑として盛んに利用されてきた。

一方で斜面部は、地滑りによる崩落が頻繁に起きていたようで、西側斜面一帯には幾筋もの谷状の地

形が連続している。 D区南西隅の崖際からも竪穴式住居が検出されたことは、元来の牛尾山の頂部が更

に外側へ広がっていたことを物語る。

確認調査の段階で基本的な層序は I"-'Vの5層が把握された。

最上位にある I層は黒ボクを主体とする層で、層厚はO.1 "-'0. 8mを測る。このうち地表面に近い部分

は茶畑などの耕作土として利用されていたため撹乱を受けていた。下位には撹乱を受けていない部分が

部分的に存在していたが、撹乱の深度がまちまちであり複雑に切り込む部分が多く認められたので両者

を厳密に区分することは困難であった。 1層上位には撹乱によって巻き上げられた縄文時代以降現代ま

での遺物が混在して含まれ、 I層下位には古墳時代前期以前の遺物が主体となって含まれている。

II層は褐色シルト層で最大0.4mの厚みを測るが、 I層が薄い個所では撹乱が及んで消失している。

この層には部分的に縄文時代の遺物が含まれるが、比較的希薄で、ある。

皿層は燈褐色粘土層で、 O.2"-'0. 4mの厚みがある。 A区・ C区のこの層位からは若干量の石器が出土

している。田層の上面は水平で、はなく、穏やかな起伏をもっている。窪んだ部分はわずかな谷地形を形

成して、上位に堆積する I"-'II層が厚くなる。このわずかな谷地形は、およそ南北方向に存在し、東西

方向にはない。図版編に掲載した図版 1"-'8でみることができるI"-'II層が残存している部分がこれに

あたる。茶畑として均された現在では肉眼で判別できないが、元来牛尾山山上は、この起伏を反映して

地表面でもある程度の凹凸があったのかもしれない。

W層は黄色粘土層で0.3"-'4 mの厚さがあり、 V層は握り拳大~人頭大の砂岩の円礁を多 く含む黄色

粘土層である。場所によって白色味が強いより淘汰された粘土が堆積する場所がある。ともに無遺物層

111. 5m 

1 111. Om 

2 

第 6図土層柱状図
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である。これ以下は密な磯層を経て軟弱な岩盤となる。

これらの層位のうち、少なくともW層以下は更新世の堆積物である。田層下位からV層にかけて堆積

した粘土は、従来からこの地域で行われている窯業生産に用いられる粘土とほぼ同質である。 A----B区

で検出された掘り抜き痕とみられる大きな穴も、粘土採集のために掘られたものとみられる。

2 遺構、遺物の概要

遺構は、縄文時代中期~後期、弥生時代後期~古墳時代前期、平安時代のものが主体である。なかで

も前2者に該当する遺構が濃厚で、ある。ここでは、本書で報告する縄文時代の概要を述べる。

縄文時代では、中期前半~後期前半にあたる竪穴式住居・土坑墓群・土坑・風倒木痕などが検出され

ている。しかし、弥生時代後期以降の土地利用による影響で撹乱が激しく、遺構の全容が判然としない

ものが多い。遺物量全体から見ると遺構に伴う遺物も豊富ではないため、はっきりとした時期が決定で

きる遺構も多くはないが、駿河山の台地上に人が住み始めるのは古手の石器の時期として考えられる縄

文時代早期頃からであろう。土器が認められるのは縄文時代中期前半からであり、量的に主体となる中

期末頃を経て後期初頭~前半頃までは人々の生活が営まれていたと言えよう。

竪穴式住居は、資料整理の段階で柱穴の並びなどから住居跡としたものを含め40軒存在する。このう

ち、現地調査段階で把握していたものは 8軒、資業↓整理段階で柱の並び等から住居であろう と考えたも

のが32軒である。主柱穴を 4本又は 5本有する住居は10軒で、うち埋聾を持つ中期前半のものが I軒

(型式不明)・中期末のものが2軒 (加曽利E3・曽利回)・後期前半のものがI軒(型式不明)ある。

石固い炉を有する住居は 6軒あり、方形の固いを明瞭に残すものも存在する。中期末頃の住居は不定形

ながらある程度円形・馬蹄形を呈して配され、 3----4か所の集落を成していたようである。いずれの集

落でも出土した土器は加曽利E3----E4・曽利回----vが主体であり、同時期か近い時期に駿河山台地上

にこれらの集落が存在していたとも考えられる。なお、 r2戸一対ーJという単位が存在する可能性がある。

後期初頭~前半と考えられる住居は 4軒と少ない。調査区よりさらに南へ住居域が広がっている可能性

はあるが、おそらくは明確なまとまりは見せず散在していたと思われる。

石器については、磨石・台石類は住居とほぼ重なるか近接するグリッドから出土しているものが多い

のに対し、打製石斧や石錘は住居に固まれた空間や住居域の外側まで広範囲に及ぶグリッドから出土し

ている。磨石・台石を用いたのは比較的家の近所、打製石斧や石錘の使用空間・作業空間はそれより広

く住居域の共有広場や周辺の森林の中まで及んでいたことを示唆している。

土坑墓は、調査区東寄り A----B区の辺りにかけて 4つの群を形成している。南の群ほど後期の土器を

含む土墳が若干増えることと、群によって包括する土墳の形状にちがいが看取できることから、 4つの

群には幅狭ながら時期差が存在し、南の群ほど新しい時期のものになると考えられる。もっとも北のエ

リアAからはヒスイ製の大珠2点・小玉 I点が出土し、被葬者の社会的役割を示唆している。その他の

土坑墓では副葬品といえる品は判然としない。土坑墓の上端は耕作の影響もあって検出面を低い位置に

取ったために、現況では下端まで深さ10cm以下----20cm程度しか確認できていない。しかし、土墳上部に

台石状の石が残っているものからすれば、石から底部までの深さが最大で、40cm前後あり、元来の深さを

察することができる。本来は土墳の上に盛土され墓石が配されていた状態で埋葬されていたと考えるの

が妥当であり、石が低い位置にあるものは抱き石の可能性を考えたい。

風倒木痕は住居域と住居域の間にある程度まとまって存在しているが、同時期に倒れたものとは考え

にくい。倒木痕から土器が出土し、穴を利用し土器を廃棄したと思われる個所もある。また、打製石斧

が出土した個所があり、倒木を掘り起こす際に使用された石斧が土中に残された可能性を考えた。

調査区西端斜面地の包含層で土器片・石器・石屑の集中する一帯があるが、台地上に集落が存在する

時期に長期に渡り土器や石器の破損品・未製品などが廃棄きれたゴミ捨て場だと考えたい。
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第 3意調査の成果

第 2節遺構と遺物

1 竪穴式住居と出土遺物

竪穴式住居は、資料整理の段階で柱穴の並びなどから住居跡としたものを含め40軒存在する。埋翠を

もつもの、方形の石囲炉をもつもの、主柱穴を 4本又は 5本もつものなどがあるが、耕作や第 l面の遺

構の影響を激しく受けているので、様子が明らかなものは半数に満たない。

住居跡の掘方が残存するものをみると、平面形状はいずれも円形であり、 多角形状を呈するものは見

当たらない。規模は SH21978 (直径2.1m)、SH22585 (2.3m)、SH61978 (5.7m)、SH64659 (6 

m)などから大小の差が認められる。

埋謹を有する住居は、埋謹の型式を元に時期を決定した。遺構に伴って出土した土器は破片で点数は

さほど多くはないが、 加曽利 E3"-'E4・曽利皿"-'Vなど中期末の土器が大半を占め、これに北裏c.
北屋敷など中期前半~中葉の土器と、称名寺・堀之内など後期初頭~前半の土器が加わる。

今回は縄文時代に属すと考えられる小穴が密集する部分や、同一円周上に複数の小穴が存在する部分

も住居跡の可能性を考慮した。これ らの構成要素は残存する小穴や炉と思われる焼土、場所によっては

埋謹となる。図中に記載した遺構群を取り巻くラインは住居跡とした場合の規模を想定したものである。

出土遺物は、厳密には小穴等から出土するわずかなものに限られる。ここでは、住居の想定範囲の上位

にある包含層等から出土した遺物をも、元は当該住居に属していたものと想定して取り上げている。

なお、炉が残存するものは炉の遺構番号を、柱穴のみの場合はより若い柱穴の遺構番号を代表させて

住居跡の遺構番号としている。以降、調査区東の遺構から順に記載していく 。

SH64914 

SH8029 

SH9543 

SH8158 

SH9848 

第7図竪穴式住居分布図

SH23302 

叫訓3 I 

。 1 : 2.500 100m 
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S H70666 (第8図)

[遺構] C5'"'-'D5グリッドで検出された。炉と思われる焼土があり、その周囲に同一円周上に乗る小

穴が6か所見出せたことから、柱穴掘方のみ残存する住居であると考えた。

焼土は長軸0.56m、短軸0.48m、深さO.lm前後の小穴内に充満している状況であった。調査時点で

は掘方をもつものと捉えたが、地床炉であった可能性も否定できない。

柱穴の可能性のある小穴は6か所想定した。北~東よりにある直径0.65m前後のやや大きな小穴と、

東~南よりにある直径O.2'"'-'0. 3m程度の小さなものがある。 トレンチよりも西側では住穴が確定できな

かったので、有機的な関係は判断が難しい。

[遺物・土器]文様のわかる土器片は l点(第8図 1)が出土している。土器の文様は波状口縁に沿っ

て粘土紐を貼り付け、上部に刺突を施している。時期は不明である。

S H70667 (第9図・第10図)

C6'"'-'D6グリッ ドで検出された。同一円周上に乗る小穴が10か所見出せたこ とから、柱穴掘

第8図

【遺構]
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方のみ残存する住居であると考えた。柱穴と考えた小穴は直径0.5m前後が最も大きく、小ぶりなもの

でも0.3m程度あり、北~東側が大きく、南側がやや小さくなる傾向がある。深さは0.1.......0.2mとやや

浅くなる。北西側の SP70656は直径0.62mの土坑状で、0.48mと深い。

[遺物:土器]文様のわかる土器片は18点(第10図2.......19)が出土している。(第10図2)は半載竹管状

工具で縦位沈線を付けた北裏C式土器である。(第10図3)は口縁に沿って横位に沈線を 2本引き、区画

内に縦位弧状に沈線を付けた在地の加曽利E3式併行土器である。(第10図4)は縦位隆帯を付け、 LR

縄文を施した加曽利E4式土器である。(第10図5)は横位沈線を付け、条の太さ約0.3cmのLR縄文を

施した加曽利E4式土器である。(第10図11)は横位沈線を付けた加曽利E4式土器である。(第10図6)

は器面が風化しており、横位沈線を付けた後期前半土器である。(第10図15)は胴部に条線を付けた時期

不明の土器である。(第10図7.......10・12.......14・16.......18)は沈線を付けたり、無文土器で時期不明である。

(第10図19)は底部破片である。

J J' 

一¥ー_;ー

第9図 S H70667平面 ・断面図
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第10図 S H70667出土遺物
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21 

1: 1 

(21) 

3cm 

{遺物:石器1(第10図21)は SH70667の柱穴SP70656から出土した粘板岩製のスクレイパーで、ある。

鋭角を作る縁辺2辺を調整し刃部としている。(第10図20)は住居東の SK70655から出土した肩平な中

粒砂岩製の敵石である。平らな表裏両面に凹みをもち、磨石としても使用していた。

S H70668 (第11図)

{遺構1E 5グリッドで検出された。同一円周上に乗る小穴が4か所見出せたことから、柱穴掘方のみ

残存する住居であると考えた。さらに東端の土坑SK70562内には埋謹があり、 縁辺に埋費をもっ住居

であったと考えられる。柱穴と考えた小穴は直径O.25"'-'0. 5m程度で、深さO.15"'-'0. 3mと大小差がある。

S K70562は長軸0.41m、短軸0.37mの南側に凸部をもっ円形状をな し、深さは0.22mで、ある。埋聾

は掘方底面からO.llmほど浮いた位置にほぼ水平に底部を置いている。土坑の掘り上げの際に底部に土

を残し、平らにならした上に深鉢を据え付けたのかもしれない。胴部半ば以上が失われているので、元

来はもっと高い位置から掘りこまれていた可能性は十分ある。

[遺物:土器]文様のわかる土器片は 2点(第11図22・23)が出土している。(第11図23)はSK70562 

から出土している埋聾で無文土器の底部であり、中期前葉から中葉と考え られる。(第11図22)は条の太

さ約O.3crnのRL縄文を付け、沈線を弧状に入れて縄文を磨り消した称名寺式土器である。

S H70669 (第12図)

[遺構]F 4グリッドで検出された。同一円周上に直径0.3m前後の小穴が複数個所に見出せたことから、
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第11図 S H70668平面・断面図

柱穴掘方のみ残存する住居であると考えた。想定した範囲の中央部には 5か所の小穴があり、 SH

64659に見るような五角形の配置をもつものとも考えられる。直径O.3"'-'0. 55mの円形・方形・不定形を

なし、 0.1"'-'0.25mの深さがあり、それぞれは1.8"'-'3. 8mの間隔がある。

S H70670 (第13図)

[遺構] F. G 5グリッドで検出された。同一円周上に乗る小穴が11か所見出せたことから、柱穴掘方

31 



-D 40 

J¥  
.ヨ

H 

~@ 
。

@ /D 

G7h A 

多/~~~

B 
109.70m 

C 
109.70m 

。。。
ザ可

C' 

f¥ー
凶OC60l

ヨ

。
q o 

一¥ミ|

~ 

σ 

<I~ 

。θ 

。/

B' 

。 1・60
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2m 

のみ残存する住居であると考えた。北東部は撹乱により相当する小穴は検出されていない。 南東端にあ

るSP 70554は長軸0.62m、短軸0.35mの長楕円形を呈し、類似した小穴が西側にも 2か所みられる。

このほかは直径O.25""'-'0. 35mの円形である。深さは0.15""'-'0.45mと均一でない。

S H70671 (第14図)

[遺構JG 5""'-' 6グリッドで検出された。同一円周上に乗る小穴が18か所見出せたことから、柱穴掘方
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第14図 S H70671出土遺物実測図

グ
27 

。 1 : 3 10cm 

(24-27) 

のみ残存する住居であると考えた。柱穴と考えられる小穴は円形のものが主体で、直径20cm前後から50

cm程度で、深さも10'''.. 40cmほどと差がある。複数時期に属する柱穴が混在している可能性もあろう。
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第15図 S H70671平面・断面図

{遺物:土器]文様のわかる土器片は 4点(第14図24，，-，27)が出土している。(第14図24)は繊維が硬く、

条の太さ約O.4cmのL縄文を付け、横位沈線を施した北裏C式土器と思われる。(第14図25)は口縁部が

無文であるが、内面が折り返し口縁になっている掘之内 I式土器である。(第14図26・27)は胴部破片で

あるが、風化により文様や型式が不明である。

[遺物:石器] (第14図28)はSP70547から出土した粘板岩製の打欠石錘である。長軸の両端に縄掛付

部が作り出され、その周辺がやや磨滅している。
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S H70672 (第16図)

【遺構] G 6グリッドで検出された。北西側は撹乱によって遺構の存在が明らかでない。同一円周上に

乗る小穴が9か所見出せたことから、柱穴掘方のみ残存する住居であると考えた。柱穴と考えられる小

穴は円形・楕円形で、南から南西側に楕円形のものがみられる。円形の小穴は直径25"-'30cmと近似する

が、深さは1O"-'50cmと聞きがある。楕円形のものは長軸35"-'65cm、深さ12"-'22cmと土坑状を呈する。

【遺物:土器]比較的しっかりした土器片は 2点(第16図29・30)が出土しており、いずれも無文で時

期不明である。

S H23302 (第17図)

[遺構]E 8・9グリッドから検出された。炉と考えられる焼土22845を内部に持つ住居跡と考えた。周

囲には柱穴に該当しそうな小穴が3か所ある。 いずれも直径30"-'40cmの円形で、深さは SP 22842が20

cmほどであるのに比べ他は10cm前後と浅くなる。
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S H23303 (第四図)

【遺構] E 9・10グリッドで検出された。同一円周上に乗る小穴が10か所、牒を埋める小土坑が lか所

見出せたことから、主に柱穴掘方のみ残存する住居であると考えた。小穴は円形で、直径20"'50cm、深

さ15"'40cm程度の規模がある。礁を埋める小土坑SK20314は、住居想定範囲の南縁にある。直径16'"

20cm程度、深さ 8cmほどの円形の掘方に、 長軸14cmの自然礁を立てて埋め込んでいる。住居の床面の高

きが分からないので確かではないが、礁の頂部は露出していたものと考えたい。

【遺物:石器]粘板岩製の打欠石錘(第18図31)の完形品が出土した。長軸の両端に縄掛け部をもち重量

は24.4gの、本遺跡では最も標準的なタイプのものである。縄掛け部から裏面にかけてやや磨滅している。

S H22763 (第19図~第23図)

[遺構]GlOで検出された。中央に炉があり、東縁に埋翠をもっ。柱穴は 6か所確認された。直径0.4'"

0.55mの円形で、深き0.45"'0.75mを測る。西側の SP22600のみ直径0.9mとひときわ大きいが深きは他

と大差ないので、柱穴のーっと考えた。

炉SK22763は住居のほぼ中央にある。掘方は長軸1.2m、短軸は隣接する土坑SK22764によって不

確かで、あるが0.8m程度と思われる。一度土坑状に掘り抜いた中に暗褐色シルトを敷きこんで上面を炉

に使用している。耐火性を考えてのことだろう。

埋~S K22782は住居の東縁にあたる部分から検出された。直径O.28"'0. 32m、深さ0.32mの掘方内

に深鉢が据えられる。深鉢の上半部は失われているが、土坑内に小児頭大の自然礁が埋め込まれていた

ことからも上半部を意図的に割り取って用いていることが分かる。

【遺物:土器]文様などがわかる土器18点(第20図32"'49)が出土している。(第20図32)は波状口縁部

ilニ沿って連続爪形を付けた北屋敷式土器である。(第20図33)は縦位の沈線で区画した後、条の太き約
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第18図 S H23303平面・断面図

0.4cmのRL縄文を付けた加曽利E3式土器である。(第20図34)はSK22782から出土した埋聾で正位に

出土した。この土器は加曽利 E3式土器であり口縁部が欠損している。文様は条の太さ約0.3cm、長さ

約2.5cmのLR縄文を付けた後、縦位に沈線を入れ磨り消している。 (第20図35)は縦位に沈線を付けた

加曽利E3式土器である。 (第20図36)は口縁部に連弧文を付けた咲畑式土器である。 (第20図37)は条
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第 3章調査の成果
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第22図 S H22763出土遺物3

の太さ約0.3cmのLR縄文を付けた後、縦位に細い沈線を施した加曽利E4式土器である。(第20図38)

はハの字状の沈線を付けた曽利V式土器である。(第20図39)は太い渦巻き沈線を付け、条の太さ約0.2

cmのRL縄文を施した中津式土器である。(第20図40)は条の太さ約0.2cmのRL縄文を施した型式不明

である。(第20図41'"'-'43)は無文土器で型式不明土器である。(第20図45)は波状口縁部で口唇部から条

の太さ約0.3cmのLR縄文を施した型式不明土器である。(第20図47)は口縁に沿って横位に沈線を付け

た土器であり型式不明で、ある。(第20図48・49)は底部の破片で風化しているが縄文と沈線が付いた型式

不明土器である。

[遺物:石器] (第21図50)は炉の覆土から出土した細粒砂岩の石核で被熱している。同じく炉の覆土か

ら出土した(第23図58)の石材と同一母岩と思われるが、 接合しなかった。

(第21図51・53)は住居内から出土した石鍛と石鍛未製品で、それぞれ凝灰質頁岩製・珪質頁岩製であ

る。(第21図51)は剥片の縁辺のみに調整を加えた凹基無茎鍛で¥表裏とも原石から割り取られた際の剥

離面を広く残す。(第21図52)は柱穴SP 22600から出土した珪質頁岩製の凹基無茎錬で、先端部が欠損

している。
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第23図 S H22763出土遺物4

(第22図54)は小穴SP 22782の上面から出土した中粒砂岩製の石皿である。(第22図55)は粗粒砂岩製

の石皿で、両者とも表裏面に磨面と若干の敵痕をもっ。(第22図56)は磯器と思われ、チャート製である。

(第22図57)は粘板岩を使用した石匙で、全体的にやや磨耗している。つまみが斜め上方に付く横型石

匙は本遺跡内で最も一般的な形態である。

S H22585 (第24図)

[遺構]G 11グリッドで検出された円形の住居である。南側のおよそ3/5は茶畑の撹乱によって住居掘方

が失われている。中央北西よりに炉をもち主柱穴はほぼ正方形に配置される。柱穴は直径0.2'"'-'0.28m

の円形で、深さも0.3'"'-'0.4mとほぼ均等で、ある。この他に、住居掘方の縁沿い北・西・南の 3か所に同
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等かやや小さな小穴がある。これらも住穴を構成していた可能性がある。

炉は小児頭大の礁を配置する石囲炉である。石の並びからすると円形になるようだが、一部の礁は抜

き取られたようで残存していない。炉の壁面は焦土として確認されたが磯から 5"-' 7 cm離れているので、

離の内側に土を入れ、更に粘土を貼りこんで、いるとみられる。底面にあたる焼土は確認されず、比較的

やわらかな暗褐色粘土で充填されていた。抜かれた礁の痕跡なども併せて、住居が放棄される際に破壊

されているものと考えられる。

[遺物:土器]文様などがわかる土器 l点(第24図59)が出土している。(第24図59)は口縁に沿って隆

線が付いた曽利回式土器である。

S H21978 (第25図)

{遺構] J 10グリッドで検出された円形で小型の住居である。ほぼ中央に炉、南西隅に埋翠が配置され、

柱穴は 5本で構成されるものと考えられる。柱穴は直径30cm前後の円形で、深さは10"-'28cmとややぱら

つきがある。 SP 19173が南東側に突出し、住穴配置の平面形状は五角形状となる。

炉22209は石囲炉で、長軸37cm、短軸32cmの円形状の掘方内を四角に区切るように礁が配置される。磯

は主に小児頭大の自然様ひとつを用いるが、南東辺のみやや小ぶりなものを二つ用い、いずれも焼けて

いる。内面は炭化物の混じる黒褐色シルトで充満するが、硬化した焼土は認められない。

埋翠は、直径20cm、深さ10cm程の土坑 SK21975に収められる。検出面がやや下がっており、炉の高

さから察すればもう 15cmほど上位まで掘方が存在した可能性がある。埋謹に使用された深鉢は上位と底

部の一部が存在しない。割取った破片を土坑の内面に並べて使用したのであろうか。

[遺物:土器]文様などがわかる土器2点(第26図60・61)が出土している。(第26図60)は縄文を付け

た後期前半の土器である。(第26図61)はSK21975から出土した底部の破片で縦位沈線が付き、底面に

薄く網代痕を施した後期前半の土器である。

[遺物:石器] (第26図62・第26図63)は石囲炉22209からの出土品である。(第26図62)は炉石の聞から

出土した珪質頁岩製の凹基無茎の石錬で、側縁からの比較的広い剥離によって調整されている。(第26

図63)は含磯組粒砂岩の炉石の一部であるが、磨敵面があるため台石としての役目も果たしていたもの
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第 3f，'I 調査の成果

が転用されたと思われる。

(第26図64)は組粒砂岩製の台石である。(第26図65)は2辺を尖頭状に調整した粘板岩製の二次加工

剥片、(第26図66)は肩平な中粒砂岩を使用した磨石である。

(第26図67)は、主柱穴SP21986から出土した肩平な中粒砂岩製の磨敵石で、被熱している。平らな

表裏面を磨り・敵き面として、周縁部を敵面として使用している。

S H 19336 (第27図)

{遺構]M16で検出された。同一円周上に乗る 7か所の小穴が見出せたことから、柱穴掘方のみが残存

する住居跡と考えた。南側およそ3/5は調査区外となり検出されていない。いずれの小穴も長軸30"-'50

cmの楕円形状で、あるが、いずれも深さ 5"-' 15cm台と浅い。

S H23306 (第28図)

[遺構] K・L13で検出された。同一円周上に乗る10か所の小穴が見出せたことから、柱穴掘方のみが

残存する住居跡と考えた。想定される範囲内の東~北東側で、は茶畑の改植を重機で、行った際にできた撹

乱がひどく、該当する小穴が明らかでない。 SP 19328が長軸20cm程度、深さ10cmほどとひときわ小規

do-5 
iミ?/。
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模なのはこの撹乱の影響である。 SP19326や21825も同様で、あろう。他の小穴は直径30"'40cm台の円形

であるが、深さは15"'40cmほどと差がある。

S H23304 (第29図)

{遺構] J 11で検出された。同一円周上に乗る小穴が14か所見出せたことから、柱穴掘方のみ残存する

住居であると考えた。北東側およそ2/5が第 l面の竪穴式住居によって破壊されている。

小穴は直径25"'40cm程の円形が主体で、 SP 22276など楕円形のものもあるが、下端が錯綜している
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第29図 S H23304平面・断面図
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第 3jfi: 調査の成果
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第30図 S H23304出土遺物

ので同規模な小穴2個が重複しているのだろう。深さは SP 19261が最も浅く 10cm程度であるが、他は

25........，70cm前後で深めなものが目立つ。特に SP 21498・21658・21535・21496などは底に行くに従って円

錐状に狭くなる。

[遺物:土器]文様などがわかる土器14点(第30図68........，81)が出土している。(第30図68)は口縁部に連

続爪形を付けた北屋敷式土器である。(第30図的)は胴部に縦位隆帯を付けた加曽利E3式土器である。

(第30図70)は胴部に条の太さ約0.3cmのLR縄文を付け、縦位沈線を施した加曽利E3式土器である。

(第30図71)は胴部破片で風化しているが、条の太さ約0.4cmのLR縄文を付け、縦位隆線で区画した加

曽利E3式土器である。(第30図72)は粘土組で区画した中に、 条の太さ約0.5cmのLR縄文を胴部に付

けた加曽利E3式土器である。(第30図73)は粘土紐で区画した中に、条の太さ約0.5cmのRL縄文を胴

部に付けた加曽利E4式土器である。(第30図74)は粘土紐で区画した中に、条の長さ約0.2cm、長さ約

2.0cmのL縄文を付けた加曽利E4式土器である。 (第30図75)は条の太き約0.3cmのRLの多条縄文を付

け、沈線で区画した加曽利E4式土器である。(第30図76)は粘土紐を貼り付け、沈線で区画した中に条

の太さ約0.4cmのRLの多条縄文を付けた曽利回式土器である。(第30図77)は沈線で渦巻きを付けた曽

利W式土器である。(第30図79)は口縁部に半裁竹管状工具で沈線渦巻きを付けた曽利W式土器である。

(第30図78・80・81)は無文で時期不明の土器である。(第30図79)は口縁部に沈線を付けた時期不明の

土器である。

[遺物:石器] (第30図82)は住居内の SK21518から出土した凹基無茎の石鍛で、細かい調整により周

縁を仕上げ脚部端部はやや丸みを帯びている。諏訪星ヶ台産の黒曜石製である。

S H21637 (第31図・第32図)

[遺構] 1 • J 11で検出された。 円形の掘方を持つが、南側と西側は第 l面の住居によって撹乱されて

49 
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84 

いる。掘方の縁辺には柱穴と考えられ

る小穴が4か所に認められるが、特に

西側の第 l面住居の範囲には見当たら

ない。直径20""-'50cmの円形状で深さは

28""-'50cmと一定しない。

中央やや北よりに石棒が埋め込まれ

る土坑 SK21638がある。掘方は直径

28cm程の円形で、深さは18cm程度で、あ

る。石棒は頭部を上に して、傾いた状

態で検出されている。

ここでは住居のひとつとして取り上

げたが、上屋を持つ祭砲遺構と考えて

もよいだろう。

[遺物:土器]文様などがわかる土器

l点(第32図83)が出土している。胴

部縦位に隆帯を付けた加曽利E3式土

器である。

[遺物:石器]住居内の土坑SK21638 

からは無頭石棒(第32図84)が出土し



第 3i;i 調査の成果

た。伊豆半島産の多孔質安山岩が使用され、断面はやや楕円形を呈する。被熱し、頭部は欠損している

が、底部は残存し平面になるよう成形されているのが見てとれる。本来は、長さ25"'-'30cm程度で、あろう。

表面は敵きにより調整されていると思われるが、全体に研磨が行き届き、敵打痕はほとんど目立たない。

S H23305 (第33図・第34図)

[遺構] J・Iく12で検出された。同一円周上に乗る 8か所の小穴が見出せたことから、柱穴掘方のみが

残存する住居跡と考えた。想定範囲の北側には該当する遺構が検出されていない。 SP 20657が長軸お

よそ50cmの橋円形状のほかは直径20"'-'30cm台の円形で、ある。深さは SP 20615・21563が14cmとひときわ

浅く、他は30"-'50cm台となる。

[遺物:土器]文様などがわかる土器 l点(第34図85)が出土している。土器表面が風化しているが縄

文を施した時期不明の土器である。

[遺物:石器] (第34図87)はSP 20656から出土した細粒砂岩製の台石である。欠損著しいが、表裏両

方に磨面をもち、 裏面の周縁は組く 打ち欠かれ安定して据えることができるよう成形されていると思わ

れる。

(第34図86)はSP 20598から出土した中粒砂岩製の磨敵石である。扇平礁の表裏に磨面を持ち、長軸

@。
G
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86 

。 1 : 2 

87 

10cm 

(86 • 87) 

の端部と右側面に敵打痕が残る。長軸端部は敵石としての利用により大きく剥離・欠損を したのであろ

っ。
S H23307 (第35図・第36図)

[遺構] K・Ll4で検出された。西側に埋聾をもっ住居で、中心付近に 5か所の柱穴と考えられる小穴

を検出した。南側1/5程度は溝状に落ち込む自然地形で失われており、南東側では風倒木痕SK20061と

重複するが風倒木痕のほうが古い。図中の断面は、便宜的に検出面での状態を図示している。

柱穴はいずれも円形状でSP 20053・20066がやや小さく直径25cm前後、深さ15-----25cmとなる。他は直

径45-----50cmの円形~楕円形状で、 SP 20049が5cmと浅いほかは12-----25cmの深さがある。

埋翠は想定される範囲の西側から検出された。長軸65cm、短軸40cm、深さ20cmの楕円形状を呈する土

坑SK20095のほぼ中央に、深鉢が逆位で埋め込まれていた。底は検出段階で失われていたので、元来

割り取られていた可能性がある。口縁部は土坑の底面から西側で 5cm、東側で'15cm程度浮いた状態だ、っ

たので、埋められた時点ですでにややかしいでいたと見られる。また、検出時には土坑掘方上に破片が
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第35図 S H23307平面・断面図

。

露出した状態であったので、元来の掘方はさらに高い位置であったと考えられる。

第3率調査の成果

oコ

1 : 60 2m 

また、柱穴SP 20062と20066の中間付近の同一レベルで、検出された直径40cm前後の円形状の小土坑S

P 20058からは、磨製石斧(第36図91)が出土している。住居の範囲内に存在した可能性があることから

ここに取り上げた。なお土坑SK20061からは未製品と思われる石鍛 I点(第36図92)、スクレイパー(第

36図93)が出土している。住居より古い遺構だが、便宜的にここ に掲載した。

[遺物:土器]文様などがわかる土器3点(第36図88"-'90)が出土している。(第36図88)は波状口縁に

隆帯を渦巻き状に貼り付け、それに沿って回線で横位に展開する渦巻きを施す。胴部以下に 7本歯の櫛

歯状工具で、縦位沈線を付け、縦の太い波状沈線を垂下している曽利回式土器である。(第36図89・90)は
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第 3~ 調査の成果

波状口縁の破片であるが、無文で型式不明で、ある。

[遺物:石器] (第36図91)はSP 20058出土の磨製石斧である。凝灰質細磯岩を使用した両出の蛤刃を

もち全体によく研磨されている。左右側面も縦~斜め方向に研磨されており主面との聞にごく緩い稜が

見受けられるが断面形に表れにくい程度の稜である。

S K20061からは凝灰質頁岩製の石鎌(第36図92)と珪質頁岩製のスクレイパー(第36図93)が出土し

た。(第36図92)は凹基無茎鍬で、縁辺は細かい調整が成されているが表裏に未調整の剥片面を残す。基

部の磨滅は柄の装着痕と推測される。

(第36図94)は刃部が欠損した打製石斧である。 中粒砂岩を使用し側縁から調整を施し原磯面を残 して

いる。

S H64915 (第37図)

[遺構] F 18グリ ッドで検出された。同一円周上に乗る 7か所の小穴が見出せたことから、柱穴掘方の

みが残存する住居跡と考えた。北側およそ1/2は調査区外となり検出されていない。

小穴には大小がある。東側・西側に小ぶりなものが多く、南西側に大型の小穴が集まっている。小ぶり

な小穴は直径20"-'30cm程度の円形で、深さも10"-' 15cm程度で、あるが、 SP 65030のみが48cmとひときわ深

い。大型の小穴は、長軸50，，-，80cm、短軸30"-'50cm台の楕円形状で、深さも 5"-' 14cm程度と浅く収まる。

S H64913 (第38図)

[遺構]J 16"-' K 17グリッドで検出された。 長軸1.28m、短軸0.92mを測る土坑SK60489からは、一部

が破損した台石(第38図95)が出土している。土坑の規模から炉の掘方である可能性があるが、焼土等
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第37図 S H64915平面・断面図
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は検出されず確証がない。この周囲には、柱穴になりうる小穴が12か所見出された。東~西側には直径

20.......，40cm程の円形で、深さ10.......，28cmの小穴が分布する。中でも SP 60491・60495が比較的深い。西~北

側には直径40.......，60cm台の大ぶりな小穴が分布する。SP 60547は土坑状となるが、深さはいずれも10----

26cmと浅く収まっている。

[遺物:石器]住居内の土坑SK60489から20cm四方程度の台石(第38図95)が出土した。厚き7.7cmの

板状を呈する中粒砂岩で、表裏に磨面・敵打痕を残す。
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第3意調査の成果
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第39図 S H64914平面・断面図

S H64914 (第39図)

[遺構] G 17グリッドで検出された。楕円形状の範囲に柱穴の可能性のある小穴が集中している。分布

の中心付近から南側にかけては、長軸 1"-'2m、短軸0.6"-'1 mの土坑状の撹乱が密集して遺構が定か

でない部分が多い。

この範囲からは柱穴になる可能性のある小穴は、1.5"-' 2 m間隔に10か所で見出すことができた。北

東側から西側に掛けては直径20"-'40cm台の小ぶりな小穴が目立つ。これらの深さは 8"-'20cmと浅い。 一

方、北西~北側には長軸60cm台、短軸50cm前後の土坑状の小穴がある。深さは15cm前後と浅く、底面が

平らとなる。
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S H64916 (第40図・第41図)

[遺構] 1 19・20グリッドで検出された。同一円周上に乗る12か所の小穴が見出せたことから、柱穴掘

方のみが残存する住居跡と考えた。東~南~西側に分布が偏っており、北側は大型の SP 62319・62784

のみとなる。/J¥ぶりな小穴は直径20"-'40cm台の円形で、深さは1O"-'25cm程度となる。大型の小穴は直径

40"-'60cmの土坑状で、深さは 6"-' 18cmとやや浅い。

[遺物:石器]覆土層から細粒砂岩製の打製石斧(第41図96)が l点出土した。短冊形を呈し、側縁か

らの広い剥離により原磯面をほとんど取り去った後、側縁に細かい調整を加えている。刃部が使用によ

り磨耗している。

S H64917 (第42図)

[遺構] 1・J20グリッドで検出された。同一円周上に乗る10か所の小穴が見出せたことから、柱穴掘

方のみが残存する住居跡と考えた。範囲内には木痕と思われる撹乱が多く認められる。特に中央部分に
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第 3i;i 調査の成果

長軸0.6'"1. 4m、短軸O.5'" 1. 1 mを測る土坑状

の撹乱が集中する。

小穴は、直径20"'60cm前後と大小あるが、 30

"'50cm台が多い。深さは西側の SP62914・

62920・62971が10cm前後と浅いが、他は15'"20 

cm台と深くはないものの比較的均一である。

S H64659 (第43図~第47図)

{遺構] K19"'L20グリッドで検出された。壁

溝とみられる幅1O"'37cm、深さ10'"14cmの湾曲

した溝が存在することから、直径6mのプラン

をもつものとみられる。北西側から南側にかけ

96 ては方形周溝墓によって破壊されている。

1 : 2 5cm 柱穴は 5か所を特定した。芯々で2.2"'2.9m

ニヰニE耳 と近似した間隔に掘られている。いずれも直径

40cm前後"'50cm程度の円形で、深さは25"'50cmと

なるが、いずれの底面も近似した高さにある。
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中央やや北西よりに石囲炉64659がある。直径1.1'"'-' 1. 2mの掘方内に扇平な礁を立てて、 内部を炉と

して利用する。礁は北側と南側の一部に残存しており、特に南側には長軸32cmの扇平な磯が内側に倒れ

こんでいた。住居を廃棄する際に炉を破壊しているものと考えられる。これら石囲炉に用いられた磯は

102のように接合するので、元来縦38cm、横55cm程度の台石を割って転用 したことが分かる。炉の内面

には焼土が認められたが、炭イじ物は少ない。廃棄される前に清掃されているのであろうか。

南側には埋謹SK64906がある。北側のおよそ2/5は方形周溝墓SZ50880が掘削された際に破壊され

ているので掘方の規模は明らかでないが、直径40cm、深さ35cm程で‘あったと考えられる。埋費には底が

抜かれた深鉢が正位で埋め込まれている。

埋翠の南西側からは深鉢の口縁部辺が平らな状態で出土している。この遺物は、何らかの要件で床面

ロ
ロ∞ロヨ.
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第43図 S H64659平面・断面図
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第3章調査の成果

1黒縄色・ンノレト(10YR2/3)炉跡覆土

2黒褐色シノレト(10YR2l3)

3 ~音褐色シノレト (lOYR3/3) 、褐色粘質土 ( 10YR4I4)混合

4暗偽色シノレト(lOYR3/3)、褐色粘質土(10YR4/4)混合

5暗褐色粘質土(10YR3/4)、赤褐色焼土(5YR4/8)

6褐色粘質土(lOYR4I6)に赤褐色焼土(2.5YR4IS)がしみこむ

7暗褐色粘土(lOYR3/4)

8 黒褐色シノレト(10YR2l3)

9暗褐色シノレト(10YR3/3)

10暗褐粘土(lOYR3/4)、褐色粘土(10YR4/4)の混合
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第44図 S H64659炉平面・断面図

上に遺棄されたものと考えられる。また、柱穴SP64907の東隣には台石103が置かれていた。これらの

高さから、住居の床面は標高1l0.7........， 8m程度にあったものと考えられる。

{遺物:土器]文様などがわかる土器4点(第45図97""""'100)が出土している。(第45図97)は口縁部か

ら竹管状工具で縦位に連続刺突を付けた勝坂式土器である。(第45図98)は波状口縁に沿って波頂部と口

縁の有段部に指頭状の渦巻きを付け、胴部に隆帯区画し中に半裁竹管状工具で沈線を入れた曽利回式土

器である。(第45図的)は無文で時期不明である。 (第45図100)は口縁部に沿って横位の隆帯を付け、口

縁部と胴部の境を隆帯で半月状に区画し、中に半載竹管状工具で縦位沈線を施す。胴部は縦位の隆帯で

区画し、区画内に半裁竹管状工具で縦位沈線を入れ、指頭状で縦波状沈線を付けた曽利回式土器である。

埋聾に使用されていた。

【遺物:石器] (第47図104)は主柱穴 SP 64907から、(第47図103)はSK64661の上位から出土した中

粒砂岩製の台石片で、平らな広い面を磨り・敵打面として使用していた。(第47図103)は敵打痕がより
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第45図 S H64659出土遺物 1

顕著であり、敵打で穿たれた穴は直径約1.5cm程度とはっきりしている個所もある。

(第46図101)は炉64659から出土した磨敵石である。使用石材は天竜川水系の花闘岩で石の粒子は組い

がよく使い込まれて磨面はたいへん滑らかである。

(第46図102)は炉64659の炉石の一部である。横長の形で炉に埋め込まれ石固いの一辺を成していたも

のである。厚さ約 8cmの板状細粒砂岩で、広い扇平面が磨面として使用された形跡があるため、台石と
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第46図 S H64659出土遺物2

して使用していたものを炉石に転用した可能性がある。

S H61978 (第48図~第50図)

。

。

第3i苦調査の成果

… 1 

4YGqo， I 
o / 

O@  / 
百ヲ 斤トi

/子)シノ

101 
1 : 2 

(101) 

102 

1 : 4 

(102) 

10αn 

20cm 

[遺構] L ・M21グリッドで検出された。 111面20'"'-'40cm弱、深さ 4，..._， 10cmの壁溝と考えられる溝が周囲を

巡る、直径5.7mの円形を呈する住居である。

柱穴は外側を巡る主柱穴 5か所、その内側のより小規模な柱穴4か所の都合9か所を確認した。

外側の柱穴は五角形状の配置がなされる。 SP 64477のみ直径70"-'80cmと大型で、土坑状を呈するが、

外は直径50cm前後の同規模な円形となる。底面は SP62393がやや深く掘りこまれるように見えるが、

いずれも標高111.04'"'-'02m付近と近似した位置にある。
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第47図 S H64659出土遺物3

内側の柱穴は外側に比べ小規模である。 A-A'断面が外側の柱穴F-F'断面とほぼ平行すること、

4本が住居のほぼ中央に納まることなどから外側の柱穴と同時に存在するものと考えた。 各々の間隔は

南東辺が広く芯々で1.9m、他は1.6mほどとなり一定している。柱穴の規模は直径30cm前後、深さ25'"'-'

45cmであるが、 SP 61980が深いほかはほぼ一定の深さに収められる。

中央やや北西よりに石囲炉61978がある。炉石は北側の一部にしか残存していなかったが、角柱状の

牒を直交させて配置していることから、内部は方形であったと考えられる。内部には赤褐色に焼けた粘

土が認められた。 SH64659と同様に、住居が廃棄される際に破壊されているものと考えられる。

住居の北西縁、柱穴 SP 64618の北側に接して埋聾がある。これは、切り合いや位置関係から柱が立

てられた後に設けられたものである。直径30cm程度、深さ20cm程の円形の掘方内には同一個体の深鉢か

ら縦方向に割り取った複数の破片が、内部に三角形状の空間ができるように立てられて埋め込まれてい

た。検出面ですでに破片の上部が露出していたので、本来の掘方はもう少し高い位置から掘り込まれて

いたと考えられる。また、 SP64477の北側には台石114が近接して置かれていた。

【遺物:土器]文様などがわかる土器9点(第50図105'"'-'113)が出土している。(第50図105)は口縁部

に条の太さ約0.2cmのLR縄文を付け、半裁竹管状工具で連弧文を施した咲畑式土器である。(第50図

106)は条の太き約0.4cmのRL縄文を付け、棒状工具で沈線を施した咲畑式土器である。(第50図107・

108)は無文土器であるが咲畑式土器の胴部破片の可能性がある。(第50図109)は口縁部に沿って太い沈

線を付け、条の太き約0.3cmのRL縄文を施した咲畑式土器である。(第50図110)は縦位に沈線を付け、

連弧文状の沈線を施した東鎌塚原式土器である。(第50図111)は無文土器で時期不明である。(第50図

112・113)は底部破片である。

L遺物:石器]石器は、台石が2点出土した。いずれも板状の平らな裏表に磨り・敵打用の作業面をも

っ。(第50図114)はSP64477直上SK61986から出土した組粒砂岩製で側縁を組く敵打し成形されてい
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l 黒褐色γノレト(10YR2/3)

2 褐色粘土(10YR4J6)

3 暗掲色‘ンノレト(10YR3/4)

4 褐色粘土(lOY呪4/6)

5 胤褐色シノレ卜(10YR2J3)

6 P音褐色yノレト(10YR3/3)

7 P音偽色シノレト(l0YR3/3)中間層に

貧褐色粘土(l0YR5/6)が混じる

8 ，II{!.禍色シノレト(lOYR2/3)

9 n青褐色シJレト(10YR3/4)
10日音褐色、ンノレト(l0YR3/4)
11縄色粘土(lOYR4J4)

12 R音偽色粘土 (lOYR3/4)

13暗褐色シノレト(lOYR3/3)
14時褐色シノレ卜(10YR3/3)に

褐色粘土(10YR4/4)が混じる

151培褐色シルト(l0YR3/3)に
縄色粘土(lOYR4/4)が混じる

16褐色粘土 (lOYR4/4)
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第3i宮調査の成果
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る。(第50図115)は中粒砂岩製で炉61978の覆土から出土した。

S H64918 (第51図)

[遺構]N23グリッドで検出された。楕円形の円周上に乗る16か所の小穴が見出せたことから、住穴掘

方のみが残存する住居跡と考えた。

小穴は直径30""'-'50cm台の円形を呈するものが主体で、深さは10"-'20cm台となる。東側に直径20""'-'30cm

台の SP62109"-'62331が密に接する場所がある。一方、北西側には直径50"-'60cm台の土坑状を呈する S

P 62119"-'64337が偏っている。中央から南側に掛けて直径30"-'40cmの小穴が密になる傾向があり、ある

いは住居の中心はもう少し南側にあったのかもしれない。
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第3章調査の成果

一¥一一「

B' 

110.30m"LF 

一¥_C

110伽一¥ーノー -v-

H H' 
110.40m 一司、------ 一v- 11附 m，にノ一

K K' L L' M M' 

大一/ーー 一¥ーノー 。
1 : 50 2m 

第52図 S H64919平面 ・断面図

S H64919 (第52図)

【遺構]N. 023グリッドで検出された。中央やや東よりに木痕と思われる不定形な撹乱が入る。円形

の円周上に乗る14か所の小穴が見出せたことから、柱穴掘方のみが残存する住居跡と考えた。

小穴は、 直径25"-'52cmの円形で、深さは SP60833が5cm程度と浅く、 SP 60278が46cm程とより深く、

他は15 "-'20cmの聞となっている。 小穴は東側・ 西側に多く分布し、 北側・南側には比較的少ない。また、

南西側の内側より にも小穴が分布する。柱穴となる可能性もあるが、対になるものが検出されていない。
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第3e調査の成果

S H64920 (第53図)

[遺構]N22"-'023グリッドで検出された。円周上に乗る18か所の小穴が見出せたので、柱穴掘方のみ

が残存する住居跡と考えた。想定範囲の中央部分から南西に掛けて茶畑の改植による撹乱を受ける。

小穴は直径30"-'50cm程の円形あるいは楕円形で、深さは SP 60280・60159がlOcm程度と浅く、 SP 

60276・60277が50cm以上と深く、他は15"-'25cmの間にある。北側に分布が多く南側が比較的希薄である。

[遺物:石器]打製石斧 I点(第53図116)が出土した。使用石材は砂質粘板岩で、 扱形を呈し刃部や縁

辺に細かい調整を加え原磯面を多く残している。

S H64921 (第54図)

【遺構] 022グリッドで検出された。中心部に直交する位置関係にある小穴が認められるので、 4本の

主柱穴で建ち上がるものと考えられる。また、周囲の円周上にもほぼ同規模の小穴が認められるので、

何らかの柱が存在した可能性があるだろう。
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主柱穴と考えた小穴は 3か所で、南西側のひとつは想定される位置になく明らかでない。 sP 

60185・60179は直径25"-'44cmの円形状をなし、深さは10"-'16cmと前者がやや小規模となる。この並びに

対応する SP 60207は長軸60cm、短軸40cmの楕円形で、やや形状が異なるものの、深さは18cm程度と SP 

60179と近似する。

周囲の小穴は SP60179と近似した規模のものが多く、北側にやや多く分布し南東側には希薄で、ある。

S H64922 (第55図)

[遺構]J 26グリッドで検出された。中心部に直行する位置関係にある小穴が認められる。 SP63338と

63357聞が著 しく聞くので5本の主住穴で建ち上がるものと考えたが、これらの聞の小穴は確認されな

かった。あるいは、 SP 63354・63338・63342・63369の4か所が主柱穴であるのかもしれない。一方で¥

周囲の円周上にもほぼ同規模の小穴が認められるので、何らかの柱が存在した可能性があるだろう。

主柱穴と考えられる小穴は、いずれも直径20"-'30cmの円形で、深さは SP 63342が最も浅く 13cm、他

は17"-'30cmとなる。柱穴の間隔は、 5本で建ち上がる場合、 SP 63338・63342聞が芯々で1.55m、SP

63342・63369聞が2.1m、SP 63369・63357聞が2.6mとなる。 4本で建ち上がる場合は、 SP63369 . 

63354聞が2m、SP 63354・63338聞が1.9mとなる。
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[遺物:土器]文様などがわかる土器 l点(第55図117)が出土している。(第55図117)は箆状工具で斜

位に沈線を付けた北裏C式土器である。

S H33015 (第56図)

[遺構] K27グリッドで検出された。規模の小さな小穴がまばらに分布するので、住居であるが定かで、

ない。あくまで可能性としてここに掲載した。

小穴は、想定した範囲の北側と南西側に集中する傾向がある。南西側では直径20cm前後の小穴が60'"'"'

70cmおきに分布する。深さは 5'"'"'24cmで、 SP 30980が著しく浅い。北側では SP 30802・30803が隣接

している。直径30cm前後、深さ18'"'"'30cmの円形状を呈し、 SP30802では内部にさらに小さな小穴が切

りこんでいる。

S H7394 (第57図・第58図)

【遺構] L31グリッドで検出された。炉7394を中心として周囲に 4か所の小穴、 2か所の土坑が分布す

る。小穴は東~南側に分布しており、そのほかの部分では見当たらない。なお、北西側は茶畑の改植に

よって、 1/4程度が撹乱されている。

小穴は直径30cm台'"'"'40cm程度の円形あるいは隅丸方形状をなし、 SP 7383カ~22cm とやや深いものの他

は8'"'"'10cm台と浅くなる。

土坑は想定される範囲の南~南西側にある。 SK2576は直径5臼2'"'"'6印Ocmの円形状で

この土坑カか当らはほぼ同時期とみられる土器と磨石が出土している(第5回8図lロ26的)0 S K7484は直径65'"'"'78

cm、深さ 14cm程の円形の土坑で、南側に小穴が重複する。

炉7394は炉石等の施設は認められなかったが、内面が焼けてお り、炭化物を含む褐色シルトが覆土と

なっていたため、炉と判断した。 長軸約80cm、短軸62cm、深さ25cm程度の楕円形を呈する土坑に長軸54
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第57図 S H7394平面・断面図

H' 

。 1 : 30 1m 

cm、短軸44cm、深さ40cmの円形を呈する小土坑が切りこんでいる。元来の炉は前者であ り、炉床を掘り

ぬく後者は廃棄する炉を破壊するために掘られた可能性があろう。

[遺物:土器]文様などがわかる土器8点(第58図118"-'125)が出土している。(第58図118)は器面が

風化している口縁部破片で、横位に沈線を付けている。北裏C式土器と思われる。(第58図119"-'121)は

器面が風化しているが、沈線が斜位に付いた曽利回式土器である。(第58図122)は薄手土器の胴を無文

にした東鎌塚原式土器である。(第58図123)は無文土器で時期不明である。(第58図124)は胴部に櫛歯

状工具で縦位に沈線を付け、底部を上底風に作っており北裏C式か東鎌塚原式土器である。(第58図
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125)は底面に網代痕がある。

{遺物:石器]石器は、 SP 2576から磨石がl点(第58図126)出土している。中粒砂岩の肩平円礁を使

用し、表裏に磨面をもっ。

S H33016 (第四図)

[遺構] K28グリッドで検出された。円周上に乗る10か所の小穴が見出せたので、柱穴掘方のみが残存

する住居跡と考えた。南西側の SP 30475・30497聞には該当する柱穴が見当たらない。他の部分では

芯々 で1.2""'-' 1. 7mおきに分布する。

小穴は直径24""'-'52cmの円形あるいは楕円形を呈し、深さは SP 3054 1 ・ 30538カ~28""'-'36cm と比較的深い

ほかは、 5""'-' 18cmと浅くなる。想定範囲の中心部にもこれらに類した小穴が少数分布しているが、対に

なるものが特定できない。

S H9542 (第60図~第62図)

[遺構]M30・31から検出された。炉9531を中心とする住居であり、柱穴と考えられる小穴を 4か所で

確認した。並びからすると東側にもうーか所住穴が存在するはずであるが検出できなかった。

柱穴は直径20""'-'30cm台の円形を呈し、深さは10""'-'15cm程度と浅い。SP7330と7625聞には柱穴の存在

が想定できるが明らかでない。いずれも検出面が床面より下がった位置にある影響だろう 。
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炉は柱穴の中央部にある。直径75"'-'95cm、深さ20cm程度の円形状の掘方内に台石の破片(第62図143)

を水平に置き。その周囲に同一個体の深鉢(第61図127)から割 り取った大破片を花弁状に並べている。

これらは掘方の南側に偏っている。炉の内側は土器辺の末端の距離から50cm程の円形になるものと思わ

れる。

住居の範囲内にあたる土坑SK7339からは石棒が出土している(第62図135"'-'137) 0 3個体が粉々に折

れた状態で土坑の中に放棄されていた。住居に前後する時期の遺構である可能性もあるが、今回は住居

に含めて記載した。

[遺物:土器}文様などがわかる土器8点(第61図127"'-'134)が出土している。(第61図127)は口縁部

と胴部の境にX状の大形把手を付け、下に渦巻き状の隆帯区画をし、その中に櫛歯状工具で縦位沈線を

付けた曽利回式土器である。炉に敷き詰められていた。 (第61図128)は口縁部を波状口縁に して、そこ

を楕円や渦巻きに隆帯区画し、区画内に条の太さ約0.3cm、長さ約 2cmのRL縄文を付け、隆帯に沿っ

て指頭状沈線を施した加曽利E3式土器である。(第61図129)は口縁に沿って沈線を付けた加曽利E3 

式土器である。(第61図130)は条の太さ約0.2cmのRL縄文を付けている。(第61図131)は条の太さ約0.3

cmのLR縄文を付けている。(第61図132)は口縁部で中期末の土器である。(第61図133)はX状把手で

曽利回式土器と思われる。(第61図134)は型式不明である。

【遺物:石器]土坑SK7339からは、石棒が出土している。土坑の中には同一石材がパラパラに折れて

投げ込まれたような状態で検出され、接合の結果、 3個体の石棒が存在した(第62図135"'-'137)。伊豆半

島産の多孔質安山岩を使用し、敵打により柱状に成形した後に表面を研磨して作られた と思われるが、

調整が組いためか横断面の形状は円形を成さずむしろ多角形で、角柱状の無頭石棒であったと考えられ

る。(第62図135)は頭部~底部までーが55cm以上、(第62図136)は底部が欠損しており長さが42cm以上、

(第62図137)は頭部~底部までお32cm以上あり、いずれも被熱して表面がもろくなり剥がれている個所も

多い。 (第62図138"'-'140)も同じ土坑から出土している石棒破片で(第62図135"'-'137)のいずれかと同一

個体であると考えられるが、接合しなかった。(第62図141・第62図142)はSH9542の上層から出土して

いるが、 SK7339出土石棒と同一石材であるためここに掲載した。

(第62図143)は炉9531の底に敷くようにして据えられた炉石である。その周辺を囲うように、口縁~

胴部を打ち欠いた土器(第61図127)が並べられており、炉9531は埋翠炉の可能性もある。(第62図143)

は板状の粗粒砂岩で周縁は打ち欠かれたようになっており、平面には磨面と著しい敵打の痕が残るため、

台石を転用したものではないかと考えられる。

S H9848 (第63図)

[遺構] S 29グリッドで検出された。円形状の円周上に乗る 5か所の小穴が見出せたことから、柱穴掘
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。 1 : 50 2m 

第63図 S H9848平面・断面図
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第 3章調査の成果

方のみが残存する住居跡と考えたが、南側のおよそ3/4は調査区外となり判断が難しい。

小穴は、直径20"'-'50cm台の円形あるいは楕円形を呈し、 SP9726が10cm程度と浅いものの、他は20"'-'

30cm台と一定の深さを保っている。

S H33017 (第64図)

[遺構] K・L29グリッドで検出された。円周上に乗る10か所の小穴が見出せたので、柱穴掘方のみが

残存する住居跡と考えた。小穴は北西側にあたる SP31332・31312聞には見当たらないが、他の場所で

は0.9"'-'1.9mおきに分布している。

小穴は、直径20"'-'48 cmの円形あるいは不定形で、深さは SP31326が8cm程度と浅く、 SP 31312が45

cmと深くなる。他は12"'-'23cmの聞に収まる。

S H33018 (第65図)

{遺構】 L33グリッドで検出された。 円形の円周上に乗る12か所の小穴が見出せたことから、柱穴掘方

のみが残存する住居跡と考えたが、中央から東西にかけて茶畑の改植による撹乱が入るので、その部分

の遺構は定かで、ない。

小穴は北側が比較的小さく、南側が大きい。北側で、は直径10"'-'20cm台の円形で、深さは1o "'-'30cm台で、

あり、特に SP30017・30023が深い。南側では SP 30011・30012は小ぶりであるが、直径30cm台の円形
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あるいは楕円形を呈するものが主体である。深さは SP 30014が著しく浅いが、他は20cm台となり、特

にSP 30011は60cmと著しく深い。

S H8029 (第66図~第68図)

[遺構]030'" P 31グリッドで検出された。西側の1/3程度は方形周溝墓で破壊されて明らかでない。住

居の掘方も検出きれなかったが、炉を中央付近に持つ円形の住居であろう。

柱穴の可能性のある小穴は 6か所で確認された。円形を主体とし、直径は20"'80cm台と聞きがある。

深さは SP 8021・9000・9017が比較的深く 40"'60cm台となる。他は 5"'20cm程度と浅い。

炉は直径 1m程度、深さ20cm前後の円形の掘方に肩平(台石からの転用品)あるいは角柱状の礁を配

置する石囲炉である。磯の配置は北側にやや偏っており、内面は40cm四方程度の四角形を呈するものと

みられる。北面・西面の離は抜き去られており、住居の廃絶に伴って破壊されたものとみられる。また、

炉石の外側にあたる南西隅には、内側が空洞になった筒状の礁が埋め込まれていた。この空洞は人為的

なものではなく、礁に含まれるより柔らかな部分が淘汰されて自然と抜けたものとみられる。住居を建

てた人は、この礁に何らかの思いを託していたのであろうか。

炉の北北西側には、長軸10'"15cm程の台石を複数入れる土坑SK9015が検出された。下位には平らに、

上位では立てられていたことからも、住民が何らかの意図を持って埋めたものと思われる。

[遺物:土器]文様などがわかる土器8点(第67図144'"151)が出土している。(第67図144)は胴部に

櫛歯状工具で縦位沈線を付けた中期前葉から中葉土器である。(第67図145)は胴部に密接蒲鉾状平行沈
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第67図 S H8029出土遺物I

線を斜位に付けた曽利E式土器である。(第67図146)は胴部を太い沈線で区画した後、条の太さ約0.3cm

のRL縄文を付けた加曽利E3式土器である。(第67図147・148)は胴部に櫛歯状工具で縦位や斜位に沈

線を付けた東鎌塚原式土器である。(第67図149)はハ状沈線を付けた曽利V式土器である。(第67図150)

は口縁部を無文土器に した型式不明土器である。 (第67図151)は底部破片である。

{遺物:石器】土坑SK9015からは、中粒砂岩・粗粒砂岩製の台石の一部が4点出土した。接合するも

のはなくそれぞれ別個体である。(第67図152'"154)はもともとは直方体の台石だったと思われ、各面に

磨面を有する。 (第68図155)は表面に磨面・敵打痕を有し、側面は粗い敵打痕のみが見られる。

(第68図156"'-'158)は石囲炉8029の炉石である。 (第68図157)は逆三角形のような向きで、 (第68図158)
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は縦長になる向きで並べられた状態で地面に埋め込まれ、方形石囲い炉の一辺を構成している。(第68

図157)は板状の中粒砂岩で平面に磨り・敵打痕が見られるため、台石を炉石に転用したものと考えられ

る。(第68図158)は平面にやや窪んだ部分をもっ細粒砂岩で、窪み部は磨りが見られるため石皿を転用

したものと考えられる。(第68図156)は方形の石固いに外接する位置に置かれており炉の一部を構成す

る石である。自然状態で中空になった筒状の石を何らかの用途で炉脇に設置したと考えられるが、現段

階ではどのように使われていたかは不明である。

S H9543 (第69図、第70図)

[遺構] P29"-Q30グリッドで検出された。円形状の円周上に乗る 8か所の小穴が見出せたことから、

柱穴掘方のみが残存する住居跡と考えた。

小穴は、直径20"'-'40cmの円形で大小差がある。特に20cm台の小ぶりなものは東側に多く認められる。

深さは10"-60cm台と差が著しいが、浅く底面が丸くなる SP9131・9217以外は深さ20cm前後が多い。 一

方、 SP 9136・9197は深さ50cmを超える。

【遺物:石器]遺物は、長脚の石錬(第69図159)が l点出

土した。諏訪星ヶ台産の黒曜石製で、表裏とも縁辺が細か

く調整された精微な製品である。

S H8158 (第71図・第72図)

[遺構]R・S29で検出された。南東側のおよそ1/5は調査

区外となり検出されていない。柱穴4か所と炉を検出した。

柱穴はほぼ正方形に配置されており、直径35"-55cmの円

形を呈する。深さは60cm程度で、底面はいずれも標高
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第72図 S H8158出土遺物

111. 3mにあって一定している。柱の間隔は南東側と北東側が2.5""'2. 7mとやや広 く、他は2.2m前後と

なる。

炉は柱で囲まれた空間の北西よりにある。幅 1m、深さ25cm程度の隅丸方形状の掘方内に扇平あるい

は円柱状の磯を複数個用いて、内部に50cm四方ほどの炉を設える。この礁の中には、他にも見られるよ

うに台石を転用する個所もある。南東側の礁は抜き去られており、住居が廃絶される際に破壊されてい

るものと考えられる。

[遺物:土器]文様などがわかる土器2点 (第72図161・162)が出土している。(第72図161)は条の太

さ約0.4cm、長さ約2.3cmのRL縄文を付け、横位と縦位に沈線を施した中期前葉から中葉土器である。

(第72図162)は条の太さ約0.4cmのRL縄文を付け、縦位沈線で区画した後期前半土器と思われる。

[遺物:石器1(第72図160)は石囲炉8158の炉石である。横長の状態で地面に埋め込まれ、方形炉の一

辺を構成していた。厚き6.0cmの板状の組粒砂岩で、平面を成す表裏に磨面と敵打痕を有するため、台

石を炉石に転用したものと考えられる。
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第3章調査の成果

2 土坑墓と出土遺物

調査区東寄り、 E7グリッドから J11グリッドにかけて土坑が密集して分布する地域がある。形状や

出土遺物から土坑墓と考えられるが、同様な土坑の分布は他の地域には見当たらない。

こられは大きく分けて 4つに群集して、密になる部分は相互が連鎖的に切り合っている。ここでは北

東から順にエリアA・B・C.Dという名称で呼ぶこととする。なお、掲載した図は紙面の都合でそれ

ぞれのエリアの中をさらに細分化しである。

土坑墓は大きく分けて楕円形と円形状の 2種があり、それぞれで近似した規模に掘られている。楕円

形のものは長軸1.5m、短軸0.8m前後がよくみられ、ひざを伸ばすあるいはやや曲げて入ってみると頃

合な大きさである。深さは10cm以下の場合が多数を占めている。これは検出面をより遺構検出の確実な

下位に設定したことによるものである。離が検出面より上位で検出されることからも、元来はさらに深

いものであったと考えられる。一方、直径 1m前後の円形状を呈するものもみられる。楕円形の土坑よ

りも深い傾向がある。楕円形の土坑と同様に礁を含むものがあるので同様に土坑墓と考えているが、葬

法などに差があるものと考えられる。用いられる礁は自然礁の場合が多いが、台石や磨石などを転用し

ている場合がある。転用されたこれらの道具は被熱しているものが目立つ。

遺物を伴うものはごく限られるが、中には、SK70625・20837のよう に身につけていたと考えられる

ヒスイ製の大珠を出土したものもある。この他に意図的に副葬されたものは見当たらない。また、埋聾

を伴う単独の土坑は SK23122のみに限られる。

出土土器片と形状の差異から 4つの土坑墓群にはある程度の時期差が存在し、比較的狭い時期差で土

坑墓が形成されるエリアが徐々に南下していったと考えられる。住居跡と土坑墓の関係性は判然としな

いが、中期末頃は土坑墓をある程度囲むような位置に住居が配されており、後期に入ると必ずしも住居

は土坑墓周辺に位置せず散在する場所に住居が配されるようになったと想像される。

。 1 : 2.500 100m 

第73図土坑墓位置図1
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第 3~ 調査の成果
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第75図土坑墓位置図 3

( 1 )エリアAの土坑墓

F 8グリッド西側から F9グリッド東側にかけて12基の土坑が密集する個所と、3.5mの間隔を置い

た東側に12基の土坑が散在する個所の 2か所に集中域をもっ。今回の調査では他に土坑が散在する個所

が見当たらなかったので、この部分までを含めてエリアAとした。

土坑の形状は長方形に近い長楕円形を呈するものが主体で、短軸に幅を持たせた楕円形を呈するもの

が若干含まれる。前者はエリ アの3/4を占めヒスイ製大珠・玉を包括し、後者はエリアの西端1/4程度を

占めるのみである。土坑墓の長軸は1.6mを超え、 伸展葬が十分可能な長さのものを含む。長軸の長さ

と短軸の長さの比率を比較すると、長楕円形を呈するものは大体10: 4程度、楕円形を呈するものは大
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第76図土坑墓エリアA(l)平面・断面図

体10:6程度で、前者の方が長軸に対して短軸が幅狭な規格となっている。

出土した土器は加曽利 E3'"'-'E4式土器が主で、曽利皿・ w.v式土器、北裏C式土器、咲畑式土器

を若干含む。 したがってこれらは中期末の土坑墓群と考えられる。

土坑墓エリアA (1) 

[遺構]S K70625はA区の最西端で検出された土坑墓で、西端はトレンチによって切られている。短軸

1m、深さ21cmで、長軸は1.5m以上になるものと考えられる。土坑の北東端には直径45cm程度の円形
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第3意調査の成果

1・3 10cm 

(163-166) 

170 

1 : 2 10cm 

(167-170) 

の小穴が切り合っている。土坑の掘削以前の遺構である可能性が高い。土坑からは珠が出土している。

いずれもヒスイ製で底面からやや浮いた位置にあり、薄型の大珠 l、小玉 lがおよそ16cm隔たった位置

から出土している。墓の中に埋葬された人が身につけていたものであろう。また、これらの南側からは

赤色の塊が出土している。科学分析の結果、赤鉄鉱であることが明らかになった。

S K20837は、 SK70625におよそ 1mの間隔を置いて直交する位置にある。長軸は後世の土坑によっ

て一部切られるため確かで、はないが、およそ1.95m、短軸は0.84m、深さ 12cmを測る。この土坑からも

鰹節形を呈するヒスイ製の大珠が出土している。土坑のほぼ中央付近にあり、遺構の検出段階で出土し

ているので、少なくとも底面からは12cm浮いた位置にあった。

[遺物:土器JS K70625からは文様などがわかる土器4点(第77図163"-'166)が出土している。(第77

図163)は口縁部に横隆帯を付けた曽利回式か曽利W式土器と思われる。(第77図164)は口縁部から条の

太さ約0.4cmのRLの縄文を付けた加曽利E3式から加曽利E4式土器と思われる。(第77図165)は爪形

を連続刺突した北裏C式土器である。(第77図166)は沈線による連弧文を付けた咲畑式土器である。

[遺物:石器J(第77図167"-'169)はSK70625から出土した。(第77図167)は台形状のヒスイ製の小玉

で、表裏両面から穿孔して孔を貫通させてある。(第77図168)もヒスイ製で、長さ6.1cm・111面2.2cmの薄

型の大珠である。(第77図169)は中粒砂岩製でゆ形の磨敵石で、ある。混入した可能性がある。

S K20837からは、鰹節形のヒスイ製大珠(第77図170)が出土した。長さ6.7cm・|幅2.5cmで、厚みもあ

り重量も51.4 gと、本遺跡から出土したヒスイ製品の中で最大のものである。

土坑墓エリアA (2) 

[遺構]ここは、エリアAの内でも最も東側に突出した部分である。楕円形の二つの土坑とこれに切り

合う円形の土坑を土坑墓と考えた。

S K70622は長軸1.71m、短軸0.79m、深さ18cmの長楕円形を呈する土坑である。 SK70523は長軸お

よそし26m、短軸0.75m、深さ 9cmの同じく 楕円形を呈する土坑である。これら二つの土坑は規模的に
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第78図 土坑墓エリアA (2)平面・断面図、出土遺物

も似通ってお り、両者はそれぞれを意識するかのようにおよそ40cmの間隔を保ってややずれたかたちで

平行している。

S K70624はSK70523の西端を切る位置に掘削された、直径O.66，..__，69m、深さ43.5cmを測る円形の土

坑であり、今回検出された中でも最も深いものとなる。

{遺物:土器] S K70624からは文様などがわかる土器7点(第78図171"-177)が出土している。(第78

図171)は風化している無文の胴部破片である。(第78図172)は沈線で区画した中にRLの縄文を付けて

おり加曽利E3式から加曽利E4式土器と思われる。(第78図174)は口縁を三角に作っており、加曽利

E 3式から加曽利E4式土器と思われる。(第78図176)は無文土器である。(第78図177)は沈線の付い
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た加曽利E3式から加曽利E4式

土器と思われる。

土坑墓エリアA (3) 

[遺構] S K70647・70648は西側

を撹乱によって切られている。撹

乱の対岸に土坑の一端が確認でき

ないことから、これらは円形ある

いは円形に近い不定形になるもの

と思われる。SK70621は長軸

1.59m、短軸0.79m、深さ19cmの

長楕円形を呈する土坑である。

[遺物:土器] S K70621からは文

様などがわかる土器2点(第79図

178・179)が出土している。(第79

図178)は沈線を横位に付けた加曽

利E3式から加曽利E4式土器で

ある。(第79図179)は沈線を縦位

に付けた加曽利E3式から加曽利

E4式土器である。

土坑墓エリアA(4) 

[遺構]この部分には長楕円形を

呈する同規模な土坑が掘られてい

る。 SK20722は長軸1.95m、短

軸0.81m、深さ 6cmの長楕円形を呈する土坑である。中央付近と南東側に二つの小土坑SK20723・

20724が切り合うが、いずれも SK20722より新しい遺構である。この南端に切り合う SK20725はSK

20722より新しい土坑で長軸2.01m、短軸O.81m、深さ 6cmを測る北側隅がやや角張った長楕円形を呈

する。内部には深さ34.5mの不定形な土坑がある。 2段に掘られた可能性がある。

S K20716は長軸1.89m、短軸0.82m、深さ 6cmを測る長楕円形の土坑である。東側で切り会う小土

坑SK20717はこれより新しく、内部で検出された不定形の土坑や小土坑はSK20716を検出した際には

明らかで、なかったので、さらに古い時期となる可能性がある

[遺物:土器]遺物は出土していない。

土坑墓エリアA (5) 

[遺構] F 8"'-' 9グリッドに密集する土坑群の内、 北側にあたる部分である。SK22954は長軸1.11m、

短軸0.63m、深さ 7cmの楕円形を呈する土坑である。東側の上端の一部は撹乱によって不確かであり 、

北側で二つの小土坑と切 り合う。この小土坑は遺構を検出した際には明らかでなかったので、さらに古

い時期となる可能性がある。これと南東側に直交する位置にある SK22955は一見不定形にも見えるが、

南側で別の土坑と切り会う直径0.82"'-'1 m程度の円形の土坑であろう。南側には底面からやや浮いた位

置に拳大~人頭大の自然礁が入れられている。

S K22956は北側を SK22955南側の土坑に、東側を撹乱に切られている。元来は長軸1.5m程度の長

楕円形の土坑であったろう。内部の南端に長軸0.67m、深さ20cm程度の不定形な小土坑が掘られている。

土坑底面との差が著しいので、さらに古い時期の切り合う遺構である可能性が高い。土坑内の南よりに
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(185) 

は台石を転用した扇平な礁が水平に置かれている。

[遺物:土器] S K22955からは文様などがわかる土器2点(第81図180・181)が出土している。(第81

図180)隆帯を曲線に貼り付け区画し、縄文を付けた加曽利E3式から加曽利E4式土器である。(第81

図181)は風化しており時期不明である。

[遺物:石器] S K22956の覆土からは厚き 6cm . 30cm四方以上の台石(第82図182)が出土し、板状の

細粒砂岩製で平坦面に磨面と敵打痕を有する。使用した台石を土坑墓の墓石として転用した可能性もあ

る。

土坑墓エリアA (6) 

[遺構] F 8"'9グリッドに密集する土坑群の内、中ほどにあたる部分であり、やや大型の土坑が目立

つ。最も新しい可能性があるのは SK23054で、長軸1.62m、短軸0.9m、深さ28cmを測る中央付近でや

や東に張り出す長楕円形を呈する。 SK2295い 22952に切り合っている。中央部分と南よりの底面より

やや浮いた位置に人頭大の磯を l個ずつ入れている。これらは台石の転用品である。 SK22950も22951

と切り合うので、あるいは23054と近似した時期である可能性がある。長軸2.04m程度、短軸1.05m、

深さ 6cmの楕円形を呈する。ここにも西よりに人頭大の礁が l個入れられている。

S K22952は長軸1.86m、短軸0.87m、深さ 6cmを測る西側でやや角張る長楕円形の土坑で、 SK

22951を切り、 23054に切られている。内面には小穴が掘られているが、遺構検出時には明らかでドなかっ

たのでさらに古い時期の遺構である可能性がある。 SK22951は前3者に切られる関係にあるので、こ

の中では最も古い。長軸1.8m程度、短軸0.93m、深さ 6cmを測る長楕円形を呈する。

S K23227は切り合う 4つの土坑の南西側にやや離れており、エリアAで最も西側にある。長軸1.71 

m、短軸1.11m、深さ 4cmの東側で、やや幅を持たせる楕円形を呈する。内面には小穴が掘られているが、

遺構検出時には明らかで、なかったのでさらに古い時期の遺構である可能性がある。

[遺物:土器] S K22952からは文様などがわかる土器 l点(第84図183)が出土している。(第84図183)

は条の太さ約0.3cmのRL縄文を付けた土器である。

【遺物:石器】(第84図184)はSK22952から出土した長脚の石鍛で、凝灰質頁岩製で縁辺に細かい調整
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第3章調査の成果
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第86図土坑墓エリアA(7)出土遺物

を加えているが、先端部は欠損している。

また、 SK23054の上部からは中粒砂岩製の台石(第84図185)が出土した。厚みのある礁の表裏と共

に側面も磨り・敵きの作業面として使用していたようである。台石として使用後、土坑墓の墓石と して

転用した可能性もある。

土坑墓エリアA(7)

[遺構] F 8'"'-' 9グリッドに密集する土坑群の内、南側にあたる部分であり、やや大型の土坑が目立つ。

S K23224は南東側の上端で切り合う 3つの土坑の最も南側にあり、より新しい。長軸1.8m、短軸

0.12mの長楕円形を呈し、深さは北東側3/5程度が4cm、南西側2/5程度が7cmと一部を深く掘り窪めて

いる。南縁に小穴が3個所連続して検出されている。最も東側のひとつは土坑検出段階から把握されて

いたもので、後に掘り込まれたものである。他の二つは遺構検出時には明らかで、なかったのでさらに古

い時期の遺構である可能性がある。これに南側上端を切られる SK23225は長軸1.74m、短軸O.96m、

深さ 7cmを測る、北東側でやや幅を持たせる楕円形を呈する。東側に小穴が3個切り合っている。東側

のふたつは土坑検出段階から把握されていたもので、後に掘り込まれたものである。中央よりのひ とつ

は遺構検出時には明らかで、なかったのでさらに古い時期の遺構で、ある可能性がある。もっとも北側で切

り会う SK23226はこの 3者の中では最も古い。さらに東側は先に述べた SK22956に切られている。規

模と形態は判然としないが、円形状になるのだろうか。深きは13cmと他よりもやや深くなっている。内

部中央付近で検出された小穴は遺構検出時には明らかで、なかったのでさらに古い時期の遺構である可能

性がある。

S K23223はエリアAの南西隅に位置する。他の土坑との切りあいは見られない。長軸1.14m、短軸

0.84m、深さ 9cmを測る楕円形で、エリアAの中で、は比較的小規模である。南東側で切り合う小穴は土

坑検出段階から把握されていたもので、後に掘り込まれたものである。

[遺物:土器] S K23238からは文様などがわかる土器 l点(第86図187)が出土している。(第86図187)

は縦に隆帯を貼り付け、区画内にハの字状の沈線を施した曽利V式土器である。

[遺物 :石器]S 1く23225からは石錬 I点(第86図186)が出土した。珪質頁岩製平基無茎錬の完形品で、

長さ4.15cm・|幅2.7cmを測り本遺跡出土石鍛の中で最も法量の大きいものである。

( 2 )エリアBの土坑墓

G8'"'-'9グリッドに長楕円形を中心とした土坑28基が密集する部分がある。ここをエリアBとした。

土坑の形状は、短軸に幅を持たせた楕円形を呈するものが主体である(長軸:短軸=10:7程度)。長
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軸の長さにばらつきが見られ、1.4"-' 1. 8m程度の比較的大型のものと、 1m以下の比較的小型のものが

混在する。大型のものは伸展葬が可能な長さであろう。小型のものは、被葬者の体格などが大型のもの

とは異なるか、あるいは埋葬姿勢が屈葬位であるなどの相違が推測できる。

出土した土器は中期末を示す加曽利E3"'E4式土器が主体で、これに中期前半~中期中葉の北屋敷

式土器、勝坂式土器が数点と後期初頭の中津式土器 l点が含まれる。これ以外に、不定形を呈するもの

が2基あり、一つは中期前半~中期中葉の土器を含み一つは後期初頭の土器を含んでいた。エリアAよ

り新しい時期の中期末頃の土坑墓群と考えたい。

土坑墓エリアB (1) 

[遺構] G8"'9グリッドに密集する土坑群の内、北側にあたる部分であり、やや大型の土坑が目立つ。

ここでは、 SK23170から23193までが連鎖的に切り合っている。

切り合いから最も古く位置付けられるのは SK23185で、このエ リアでは最も規模の大きな土坑であ

る。東側でSK23192などが重複するため長軸は明らかでないが、 2mを超えるものであったろう。短

軸は1.4lm、深さ 7cmの楕円形を呈する。北側で切り合う小穴は土坑検出段階から把握されていたもの
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で、後に掘り込まれたものである。 SK23185を切る土坑は 2基あるが、南側の23192がより古い。東側

と南側を SK23190と23193に切られるために規模は正確でないが、長軸1.6m、短軸1.3m程度の楕円形

を呈するものであろう。深さは12cmと他に比べやや深い。

S K23190は23192の北東端を切り、北西側の一部を23187に、東側を撹乱に切られる。規模は明らかで

ないが、長軸1.65m、短軸1.2m、深さ 7cmの楕円形を呈するものと思われる。これに重複する SK23187 

は長軸1.53m、短軸1.02m、深さ 7cmの楕円形を呈する。西側の一部を SK23186に切られている。北端

で、検出された小穴は遺構検出時には明らかで、なかったので、さらに古い時期の遺構である可能性がある。

S K23186は長軸0.87m、短軸0.63m、深さ37cmを測る、楕円形を呈する土坑である。エリアAのS

K70624に次ぐ深さであり、浅い土坑と比べて埋葬対象・方法に何らかの差があるのだろう。

[遺物:石器] S K23186の覆土からは(第88図188)が出土した。凝灰質頁岩製の凹基無茎鍛で縁辺か

らの比較的広い剥離によって調整され、一方のかえし部が欠損している。

S K23192からは凝灰岩製の横形石匙が出土した(第88図189)。表面からの調整が主であり、縁辺を細

かく剥離して成形している。

S K23187からは細粒砂岩の石核(第88図190)が出土した。

土坑墓エリアB (2) 

[遺構] G8"-'9グリッドに密集する土坑群の内、中ほど西側にあたる部分であり、 SK23184・23176

は先に述べた SK23185と連鎖的に切り合っている。

S K23184はより西側に掘削された土坑で、北東側の一部がSK23185を切っている。また、南東側で

S K23176に切られている。長軸1.8m程度、短軸1.38m。深さ 9cmを測る楕円形の土坑である。南西側

には拳大の礁が底面から21cm浮いた位置に検出きれている。内面からは東側と西側に小穴を検出した。

これらは遺構検出時には明らかでドなかったので、さらに古い時期の遺構である可能性がある。この南側

にある SK23176は長軸1.65m、短軸1.05m、深さ 9cmの楕円形を呈する土坑である。底面は東側がや

や深くなる。この中からは人頭大の自然礁と割り取られた角礁が l個ずつ検出されている。いずれも底

面から22cm程度浮いた位置にある。南東隅には二つの小穴が並んで、検出されている。これらは遺構検出

時には明らかで、なかったので、さらに古い時期の遺構である可能性がある。この南西側には、上端の一

部を切って SK23175がある。長軸0.87m、短軸0.51m、深さ 7cmと小型で、小児の墓である可能性を

感じさせる。ここからも同様に拳大の礁が l個検出された。底面から21cm浮いた位置にあり、先の例と

近似している。

S K23174は23175の南側にある切り合いのない土坑である。長軸0.87m、短軸0.6m、深さ12cmを測

る楕円形の土坑である。 SK23176と同様に小型でhあり、他との差を感じさせる。北よりの底面から24

cm浮いた位置で、砥石と思われる角柱状の礁が出土している。

[遺物:土器] S K23176からは文様などがわかる土器2点(第90図191・192)が出土している。(第90

図191)は沈線で区画した中にRの縄文を付けた加曽利 E3式から加曽利E4式土器である。(第90図

192)は微隆起で区画した中にRLの縄文を付けた加曽利E4式土器である。

[遺物:石器] S K23184からは砂質粘板岩製の打製石斧 (第90図193)が出土した。援形を呈し、側縁

をわずかに調整して表全面に原磯面を残すものである。 SK23174からは角柱状の礁が出土している。

各面がつややかなので、砥石で、ある可能性がある(第90図194)。粘板岩製で粒子は細かく、節理の部分の

摩滅がより少ないことから各面が波打っているように見える。

土坑墓エリアB (3) 

[遺構]G8"-'9グリッドに密集する土坑群の内、中ほど西側にあたる部分であり、 SK23185から連鎖

的に切り合う南東端にあたる。
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第3i;i 調査の成果
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(193・194)

S K23193は北側で23192を切り、南側で23172に切られている。長軸2.13m、短軸1.17m、深さ18cm

と大型で楕円形を呈する。内面からは中央部に不定形の落ち込みとその両端に小穴が5基検出されてい

る。これらは遺構検出時には明らかで、なかったので、さらに古い時期の遺構である可能性がある。

S K23170は最も東側にあたるひとつで、西側を SK23171・23172に切られるために長軸は不確かで、

あるが、1.4m程度になると思われる。短軸は0.9m、深さは 9cmを測る楕円形を呈する。 SK23171は

23170を切り、 23172に切られる、それぞれの接点となる位置に掘られている。長軸は23172のために不確

かであるが、 0.87m程度と思われる。短軸は0.75m、深さ13cmで、楕円形を呈する。南東側に小穴が2基

重複する。これらは遺構検出時には明らかで、なかったので、さらに古い時期の遺構である可能性がある。

この部分で最も新しく位置付けられるのは SK23172である。長軸1.86m、短軸し26m、深さ21cmを

測る楕円形を呈する。長軸が2m近くなる土坑の中では最も深い。西端で小穴と切り合っているが、遺

構検出時には明らかで、なかったので、さらに古い時期の遺構である可能性がある。

[遺物:土器] S K23172からは文様などがわかる土器 l点(第91図195)が出土している。(第91図195)

は横位に粘土紐を付けているが、器面が風化しており時期不明である。

土坑墓エリアB(4) 

[遺構]G8"-9グリッドに密集する土坑群の内、南より西側にあたる部分であり、 SK23120周辺は連

鎖的に切り合っている。

S K23122は、連鎖的に切り合う土坑の中でも古く位置付けられるひとつである。直径し05"-1. 08m、

深さ16cmを測る南西側がやや突出する円形状を呈する。南東側の一部がSK23120によって切られてい

る。内部からは拳大~人頭大の磯や台石、東側には埋謹と思われる深鉢(第93図198)が検出された。こ

れらは底面から34cm浮いた位置にある。 SK23120は北~東側を SK23290・23154によって切られてい

る。長軸1.41m、短軸1.26m程度、深さ16cmの円形状を呈するものとみられる。内面の東よりに小穴が

2基検出されているが、遺構検出時には明らかで、なかったので、さらに古い時期の遺構である可能性が

ある。中央南よりでは底面から37cm浮いた位置で石斧が l点出土している(第93図206)。
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第3宣言 調査の成果
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S K23125はエリアBの中では最も西側にあたる土坑である。北西側を撹乱によって切られているが、

長軸1.65m、短軸1.08m。深さ 7cmの楕円形を呈するものと思われる。中央やや北よりには人頭大の自

然礁が底面から24cm程の位置から検出された。これを南東側で切る SK23123は長軸1.8m、短軸1.27m、

深さ 9cmの南側がやや張る楕円形を呈する。中央から南西側にかけて拳大~人頭大の礁が検出されてい

る。この内のひとつは磨石の転用品である。

【遺物:土器]S K23123からは文様などがわかる土器3点(第93図199・202・204)が出土している。

(第93図199)は隆線で区画した加首利E3式土器である。(第93図202)は条の太さ約0.3cmのRL縄文
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で区画した中に、条の太さ約0.3crnのL縄文を付けた加曽利E3式から加曽利E4式土器である。(第95

図216)は条の太さ約0.3crnのLR縄文を付け、半裁竹管状工具の沈線で弧状に区画した加曽利E4式土

器である。

[遺物:石器] S K23290からは台石3点(第95図218・220・221)が出土した。(第95図218・221)は中
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第 3章調査の成果

粒砂岩・含機中粒砂岩の円離を使用し平部に磨面・敵打痕をもっ。(第95図220)は板状の細粒砂岩を使

用し表裏に磨面・敵打高を有すると共に、側面も滑らかに磨滅している。

S K23154からは、合磯中粒砂岩で、磨面を持つ台石(第95図221)の一部が出土した。

いずれの台石も、 墓石に転用された可能性がある。

土坑墓エリアB(6) 

{遺構]G8"'9グリッドに密集する土坑群の内、南より東側にあたる部分であり、 SK23156から東側

にかけて連鎖的に切り合っている。

S K23156は、東側を SK23155・23158によって切られる。長軸1.32m、短軸0.9m程度、深さ10cmを

測る楕円形を呈するものと思われる。北側で小穴と切り合うが、 遺構検出段階には把握できなかったも

のなので、さらに古い時期に遡る可能性がある。 SK23日5は北側を SK23158に切られる。長軸はO.78 

m程度、短軸0.63m、深さ13crnを測る円形状の土坑である。中央付近、底面から33crn浮いた状態で、深鉢

片がまとまって出土している。

S K23159は、西側を SK23日8に、南東側を SK23160に切られている。長軸1.62m、短軸1.08m、

深さ 9cmを測る楕円形を呈する。中央からやや南西よりの、底部から25cm浮いた位置に拳大の礁が検出

された。内面北側には小穴が切り合っているが、遺構検出段階には把握できなかったものなので、さら

に古い時期に遡る可能性がある。この、西側の上端を切るような形でSK23158が掘られている。長軸

1. 47m、短軸1.2m、深さ12crnの楕円形を呈する。上端にそって 3基の小穴と切り合っている。いずれ

も遺構検出段階では切り合いが明らかで、なかったので、きらに古い時期に遡る可能性がある。

S K23160は南側を撹乱に、東側を SK23166に切られている。長軸1.6m程度、短軸l.llm、深さ15

cmを測る楕円形を呈する。中央付近に拳大の礁を検出した。 1個だけであるが、底面から21crn浮いた状

態という他の土坑にも見られるような傾向があるので、この土坑に伴うものと解釈した。 SK23166は

エリアBの最も東側にあたる長軸0.99m、短軸0.52m、深さ15cmを測る楕円形を呈する。他に比べて小

ぶりであり、やや深い。中央東よりから拳大の礁が出土している。

[遺物:土器] S K23158からは文様などがわかる土器 l点(第97図222)が出土している。(第97図222)

は横位に隆帯を貼り 付け、隆帯に沿って沈線や模状刺突を施した勝坂式土器である。 SK23日5からは

文様などがわかる土器5点(第97図223"-'227)が出土している。(第97図223)は波状口縁部に沿って粘

土紐を貼り付け、区画した中に箆状工具で刺突を施した北屋敷式土器である。(第97図224)は口縁部に

沿って粘土紐を垂下し、刺突を付けた北屋敷式土器である。(第97図225)は横位に粘土紐を貼り付けた

加曽利E3式土器である。(第97図226)は縦位に沈線を付け区画している加曽利E3式から加曽利E4

式土器である。 (第97図227)は口縁部と胴部の境に横位の粘土紐を貼り付けた加曽利E3式から加曽利

E4式土器である。
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第98図土坑墓位置図4

( 3 )エリアCの土坑墓

I 8"-'J 9グリッドに長楕円形を中心とした土坑36基が密集する部分がある。ここをエリアCとした。

土墳の形状は、長軸の長さのばらつきはエリアBのものに近似しながら、短軸に幅を持たせた楕円形

を呈するものが主体であるが、不定円形を呈する大小の土壌も目立っている。不定円形の土墳は後期の

土器を含むものもあり、分布の中央付近から東側にかけて大きな礁を敷きこむ墓上配石の残存が他のエ

リアと異なる部分である。

出土した土器はやはり加曽利E3"-'E4式土器が主体であるが、中津式土器、称名寺式土器、林ノ峰

式土器など後期初頭~前半を示す土器が若干含まれる。中期末~後期前半頃の土坑墓群と考えたい。

土坑墓エリアC (1) 

[遺構]1 8"-'J 9グリッドに密集する土坑群の内、中央西側にあたる部分であり、 SK23082から西側

にかけて連鎖的に切り合っている。西側にある SK23078"-'23079の3基の土坑は同方向を志向して掘ら
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れているように見える。

S K23082は、西側でSK23079・23081、南側でSK23083、東側で23085に切られ、この部分で最も

古く位置付けられる。長軸およそ2.16m、短軸1.08m、深さ19cmの長楕円形を呈する。内面から 3基の

小穴が検出されているが、いずれも遺構検出段階では明らかで、なかったので、さらに古い時期に遡る可

能性がある。南側で切り合う SK23083は、長軸し2m、短軸0.78m、深さ21cmの北西側がやや膨らむ楕

円形を呈する。中央やや北東よりで角柱状の礁などが出土している。

S K23081は、南側を SK23079に切られる。長軸1.35m、短軸1.17m、深さ 7cmを測る円形状を呈す

る。内面からは 2基の小穴が検出されている。いずれも遺構検出段階では明らかで、なかったので、さら

に古い時期に遡る可能性がある。これに南側で切り合う SK23079は、長軸し41m、短軸0.87m、深さ

8 cmの楕円形を呈する。

S K23078はSK23083を切り、 23079に切られている。長軸1.89m、短軸1.2mの楕円形を呈し、深さ

は中央部分が12cmと周囲に比べて 3cm程度深くなる。中央付近には底面から19cm浮いた位置に人頭大の

礁が3個まとめて据えられている。この内のひとつは台石の転用品である。内面からは 3基の小穴が検

出された南側のひとつは土坑が埋められた後に掘られたものである。他の二つは遺構検出段階では明ら

かでなかったので、さらに古い時期に遡る可能性がある。

S K23078と23083を切る SK23080は楕円形の土坑ですこぶる小さい。小児の墓であろうか。

S K23077はいずれの土坑とも切り合わない。長軸1.56m、短軸0.82m、深さ 6cmの楕円形を呈する。

内面からは 2基の小穴が検出されている。これらは遺構検出段階では明らかで、なかったので、さらに古

い時期に遡る可能性がある。西側で切り合う小穴は、土坑が埋められた後に掘られたものである。

[遺物:土器]S K23077からは文様などがわかる土器 l点(第100図228)が出土している。(第100図228)

は半裁竹管状工具で縦位に沈線を付けた後期前半の土器である。

S K23078からは文様などがわかる土器2点(第100図229・230)が出土している。(第100図229)は口

縁部から条の太き約0.3cmのRL縄文を付け、半裁竹管状工具で横位の沈線を施した加曽利E3式から

加曽利E4式土器である。(第100図230)はへラ状工具でハの字沈線を付けた曽利V式土器である。

S K23083からは文様などがわかる土器9点(第100図231"，-，239)が出土している。(第100図231)は条

の太き約0.3cmのRL縄文を付け、半載竹管状工具で縦位の沈線を施した加曽利E3式から加曽利E4

式土器である。(第100図232・233)は隆帯を渦巻きに貼り付けた加曽利E3式から加曽利E4式土器で

ある。(第100図234)は嗣部に隆帯を縦位に貼り、へラ状工具で沈線を入れた加曽利E3式から加曽利E

4式土器である。(第100図235・237"'-'239)は無文土器で時期不明である。(第100図236)は口縁部に沿っ

て横位に粘土紐を貼り、条の太き約0.4cmのRL縄文を付けた時期不明土器である。

S K23082からは無文土器 l点(第100図240)が出土しており時期不明である。

[遺物:石器] S K23077からは(第100図241・242)が出土した。(第100図241)は肩平な粘板岩を用い

縄掛け部を 3か所作り出した打欠石錘である。(第100図242)は砂質粘板岩製の打製石斧で頭部が欠損し

ている。短冊形を呈し、側縁を加工調整するのみで原磯面を多く残すものである。

S K23079からは(第100図243・244)が出土した。(第100図243)は砂質粘板岩を使用した凹基無茎の

石鯨で脚部が欠損している。側縁の細かい調整は表面からなされている。(第100図244)は、粘板岩製の

スクレイパーで、調整の成された一辺と未調整の一辺を刃部として使用していたと見られる。

(第100図245)は、 SK23078から出土した粗粒砂岩の台石である。厚さ 7cmほどの板状を成し平坦部

に磨面と敵打痕を有する。台石として使用後、墓石に転用された可能性がある。

土坑墓エリアC (2) 

[遺構]18"'-'J9グリッドに密集する土坑群の内、中央北側にあたる部分であり、 SK23089から南側
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第 31:i 調査の成果

にかけて連鎖的に切り合っている。

S K23089は長軸1.89m、短軸し32m、深さ18cmを測る楕円形を呈する。これを南側で切る SK23087 

もほぼ同等の規模で、長軸1.89m、短軸1.2m、深さ18cmとなる。内面西側で小穴を検出したが遺構検

出段階では明らかで、なかったので、さらに古い時期に遡る可能性がある。 SK23093は23087の南東側を

切る。前2者に比べて小ぶりで、長軸およそし05m、短軸87cm、深さ10cmを測る楕円形を呈する。西側

は撹乱により壊されている。

S K23094は、長軸1.44m、短軸0.91m、深さ 9cmを測る楕円形を呈する。南側を SK23096等に切ら

れている。内部からは台石の転用品である人頭大の礁が底面から 9cm浮いた位置に検出された。

[遺物:土器]S K23094からは文様などがわかる土器4点(第102図246"-'249)が出土している。(第102

図246)は波状口縁の隆帯部に連続爪形を付けた北屋敷式土器である。 (第102図247)は波状口縁に沿っ

て粘土紐を貼り、指頭で波頂部を摘んだ北屋敷式土器である。(第102図248)は波状口縁に沿って粘土紐

を付け、下に擦痕が付く北屋敷式土器である。(第102図249)は隆帯に沿って|幅1.3cmの親指爪状による

連続刺突を付け、隆帯と沈線で区画した中に条の太さ約0.3cm、LRの開いた端の端部に結節を作って、

縦位に回転した伊那系加曽利E3式土器である。

S K23093からは文様などがわかる土器2点(第102図250・251)である。(第102図250)は条の太き約

0.3cmのRL縄文を付けて、半裁竹管状工具の縦位沈線で区画した加曽利E3式から加曽利E4式土器

と思われる。(第102図251)は竹管状工具で刺突を入れた北裏C式土器である。

S K23087からは文様などがわかる土器 l点(第102図252)は隆帯を横位に付けた加曽利E3式土器と

思われる。

[遺物:石器] S K23094からは、粗粒砂岩の台石(第102図253)が出土した。平坦部に磨面と若干の敵

痕をもち、欠損した状態であった。墓石に転用されていた可能性がある。
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土坑墓エリアC(3) 

[遺構] 1 8"-'J 9グリッドに密集する土坑群の内、ほぼ中央にあたる部分であり、 SK23099付近で連

鎖的に切り合っている。

S K23084は長軸1.69m、短軸1.14m、深さ 9cmを測り楕円形を呈する。内面北東側で2基の小穴が切

り合って検出された。これらは遺構検出段階で、は明らかで、なかったので、さらに古い時期に遡る可能性が

ある。南西隅からは底面から15cm浮いた位置に扇平な人頭大の礁を検出した。北側でこれに切られる SK

23085は、長軸1.4lm、短軸O.86m、深さllcmを測り、楕円形を呈する。西側でSK23082の上端を切る。

S K23096は、長軸1.14m程度、短軸O.81m、深さ21cmとやや深い楕円形を呈する。内面からは 4基

の小穴を検出したが、いずれも遺構検出段階では明らかで、なかったので、さらに古い時期に遡る可能性

がある。これを南側で切る SK23099は、長軸1.41m、短軸O.99m、深さ19cmを測り、円形状を呈する。
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第3章調査の成果
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第104図土坑墓エリアC(3)出土遺物

土坑の中央部の底面から28cm前後浮いて水平に、肩平で一辺が0.7m以上ある巨大な礁を土坑に覆い被

せるように配置している。この礁は台石あるいは敷石の転用品で、被熱して 4破片以上に割ている。割

れた状態で運ばれて再配置されたのであろうか。

[遺物:土器] S K23096からは文様などがわかる土器 l点(第104図254)が出土している。(第104図

254)は指状の沈線で区画した中に、撚りの堅い原体で条の太さ約0.3cmのRL縄文を付けた加曽利E3 

式土器である。
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{遺物:石器] S K23099からは台石(第104図255) と石匙(第104図256)が出土した。(第104図255)

は中粒砂岩で長さ77.3cm・|幅83.3cm厚さ13.6cmの板状三角形を呈し、本遺跡で最大の台石である。表面

の剥がれが広いが平坦部はほぼ全域にわたって磨面だ、ったと思われるため台石と したが、敷石だ、った可

能性もある。 SK23099の上部2/3程を覆う大きさであり、最終的に墓石として土坑墓に配されたものと

思われる。(第104図256)は左側縁が欠損した石匙とした。鋭利な粘板岩剥片の一辺を未調整のまま刃部

として使用していたと思われる。
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渦巻き状に付けた加曽利丘 3式土器である。

S K23日Oからは文様などがわかる土器2点(第106図262・265)が出土している。(第106図262)は粘

土紐を付けた加曽llJE3式から加欝llJE4式土器である。(第106摺265)は無文土器の腕部破片で時期不

明である。

{遺物:石器1S K23UOからは、中粒砂岩の覇平丹離を用いた購謀長石(第106図267)が出土した。踊平

な両面を磨面として使用し、一方には若干の離打穫を残す。

S K23107からは、中粒砂岩の購平礁を用いた台石(第106圏266)が出土した。麗平な両面を広く磨面

として梗用しているほか、側面にも幅3--5側程度の磨面を有する。台石の中では法華患が小さいので、

側面は磨石として利用されていたかもしれない。その後、基若に転用されたとも考えられる。
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第106図土坑墓エリアC(4)出土遺物

土坑墓エリアC(5) 

[遺構] I 8"'-'J 9グリッドに密集する土坑群の内、東よりにあたる部分で、西側にやや小ぶりな土坑

が、東側に大型の土坑が密集している。その多くには西側から継続して礁が配置されている。

S K 19231は北東側を SK 19330に切られ、長軸1.02m程度、短軸0.55m、深さ16cmとやや深い括れを

持つ楕円形を呈する。南西側では底面から34cm浮いた位置に矩形で、板状の離を検出した。これは台石の

転用品である。これに北東側で重複する SK 19330は、長軸 1m、短軸O.72m、深さ18cmを測る円形状

を呈する。底面から37cm浮いた位置に水平に置かれる拳大~人頭大の複数の礁を検出した。特に人頭大

の礁を中心に据えるのが特徴である。内面からは小穴が検出されたが、磯と重複する位置にあることか

らさらに古い時期の遺構である可能性がある。これを北側で切る位置にある SK 19331は、長軸0.66m、
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第Hi調査の成果

短軸0.45m、深さ10cmを測る小型の円形上を呈するものと思われる。北側縁の底面から33cm浮いた位置

に並んだ、状態にある人頭大の礁を二つ検出した。ひとつは台石の転用品である。

S K19125は、 SK 19330の南東側を切る。長軸1.5m、短軸0.87m、深さlOcmを測る楕円形を呈する。

西よりには底面から40cm浮いた位置に拳大の磯二つを検出した。また、内面には 3基の小穴があるが、

いずれも遺構検出段階では明らかでなく、西側の l基は礁と重複するので、さらに古い時期に遡る可能

性がある。 SK23210はSK 19330・19331と西側の上端が切り合い、 19331より古く 19330より新しい。

長軸し29m、短軸1.08m、深さ 9cmを測る円形状を呈する。内面底部から 3基の小穴を検出したが、西

側のひとつは検出段階で切り合いが把握されたより新しいものである。他のふたつは検出段階では把握

C' 
.-:=--

¥ 

A A・
110.30m 

B 
110.30m 

S' C C' 

110.20m 

l2'ZZZ:3 =~ @。
宅w

一¥、、」
二ト¥一一___../一 一---ー../"一一

f匂句

4 
志 φ

D 
110.30m 

D' E 
110.30m 

E' 

￠芯~~
ezm 。

一¥_ ____r 一¥一一____;-

。 1 : 30 
m
 

-

第107図 土坑墓エリアC(5)平面 ・断面図

127 



269 

? 
268 

270 

272 

-~一一\

メミ三士三

273 

一一一-¥

O 

第108図 土坑墓エリアC(5)出土遺物

できなかったもので、さらに古く遡る可能性がある。
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[遺物:土器]S K23210からは文様などがわかる土器 l点(第108図269)が出土している。(第108図269)

は胴部縦位に沈線を付けた加曽利E3式から加曽利E4式土器である。

S K 19186からは文様などがわかる土器3点(第108図268・270・272)が出土している。(第108図268)

は口縁部を波状にして、連続爪形文を付けた北屋敷式土器である。(第108図270)は縄文を付けた加曽利

E 3式から加曽利E4式土器である。(第108図272)は沈線で区画した中に、条の太さ約O.lcmのLR縄

文を付けた称名寺 I式土器である。

S K 19125からは文様などがわかる土器 l点(第108図271)が出土している。(第108図271)は胴部に

半裁竹管状工具で縦位状線を付けた加曽利E3式から加曽利E4式土器である。

【遺物:石器] S K 19231からは台石(第108図273)が出土した。一部欠損した板状の中粒砂岩で平坦部

が磨面となっている。土坑墓の墓石として配された可能性がある。

(第108図274)はSK 19331から出土した中粒砂岩製の台石で、平坦な両面に磨面・敵痕を有する。一

部欠損をしているが元々の法量は手のひらより少し大きいくらいであると推測され、側面の窪みを持つ

磨面は磨石としての機能を有していた可能性も示す。最終的に、墓石として転用されたとも考えられる。

土坑墓エリアC (6) 

[遺構] 18"'J9グリッドに密集する土坑群の内、中央から南東側にあたる部分で、大小の土坑が混

在する。北側の一部には継続して離が配置されている。

S K23105はSK23099に北西側を切られる。長軸1.66m、短軸0.84m、深さ25cmとやや深い楕円形を
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第3意調査の成果

呈する。中央西よりに 5個の礁が集中して検出された。この礁は底面から37cm浮いた位置にある。内面

東端には小穴を I基検出した。遺構検出段階には見出せなかったもので、さらに古く遡る可能性がある。

S K 19131はSK23105の南側にある。直径0.87'"'-'96mの円形状を呈し、深さは 8cmで、ある。内面には小

穴を 2基検出したが、遺構検出段階には見出せなかったもので、さらに古く遡る可能性がある。

S K 19146はSK 19330の南側を切る。長軸0.9m、短軸0.54m、深き30cmの楕円形を呈する。底面か

ら42cm浮いた位置に一抱え大程度の扇平な礁が置かれている。これは台石の転用品である。

【遺物:土器]S K19131からは文様などがわかる土器 l点(第110図275)が出土している。(第110図275)

は口縁に沿って隆帯を付けた加曽利E3式土器である。

[遺物:石器] (第110図276)はSK 19146から出土した粗粒砂岩の台石で、肩平な楕円礁の平坦部を磨

面に利用している。土坑墓底部から約42cmの高さに平らに位置し、墓石として転用された可能性がある。
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2000 

【遺構] I 8'"'-'J 9グリッドに密集する土坑群の内、中央から南西側にあたる部分で、大小の土坑が混

在する。他の部分に比べれば切り合いはさほど激しくない。

S K 19152は北東側で他の土坑を切るが、ほぼ重複する状態なので切られた土坑の状況は明らかでな

い。 長軸し86m、短軸1.77mの円形状を呈する。深さは最大で、42cmあるが、他の土坑の多くは底面が平

らであるのに比べ、これは中央にいくに従って深くなる。内面には、底面から1o '"'-'37 cm浮いた位置に大

小の磯が集中して配置されている。これらの内の二つは台石の転用品である。平面的な配置では中央部

付近に多く、外縁部では比較的少ない。内面からは 3基の小穴が検出された。覆土からは石鍛が出土し

ているが、混入品であろう。遺構検出段階では把握できず、磯とも重複するのでさらに古い遺構である

可能性がある。

[遺物:土器] S K 19152からは文様などがわかる土器11点(第112図277'"'-'287)が出土している。(第

112図277)は器面が風化しているが、沈線で曲線を付けた加曽利E3式から加曽利E4式土器である。

(第112図278)は半裁竹管状工具で縦位沈線を施した加曽利E3式から加曽利E4式土器である。(第112

図279)は条の太さ約0.3cmのLR縄文を付け、半裁竹管状工具で区画した加曽利E3式から加曽利E4 

式土器である。 (第112図280)は風化しているが条の太さ約0.3cmのLR縄文が付いた加曽利E3式から

加曽利E4式土器と思われる。 (第112図285)は半載竹管状工具の沈線で区画し、条の太さ約0.2cmのL

R縄文を付けた称名寺式土器である。 (第112図281)は沈線と縄文が付いた加曽利E3式から加曽利E4 

式土器と思われる。 (第112図283)は風化しているが縄文が付いた加曽利E3式から加曽利E4式土器と

思われる。(第112図286)は胴部に条の太ざ約O.lcm、長さ約2.1cmのLRの縄文を付け、半載竹管状工具
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で区画した称名寺式土器である。(第112図287)は無文土器で型式不明で、ある。(第112図284)は条の太

さ約0.2cmのLR縄文を付けた称名寺式土器である。

【遺物:石器] (第112図288"-291)はいずれも SK 19152から出土している。

(第112図288・289)は扇平な細粒砂岩を使用した台石で、平坦な表裏面に磨面を有する。いずれも、

台石として使用した後に土坑墓の墓石として配されたものと思われる。

(第112図290)は凝灰質頁岩製の石鍬である。側縁 ・脚部共に縁辺は細かい調整がなされた長脚鍛であ

る。また、覆土からは凹基無茎の石鍛(第112図291)が出土した。諏訪星ヶ台産の黒曜石を使用し、側

縁に細かい調整を加えた丁寧な仕上がりになっている。

土坑墓エリアC (8) 

[遺構] 18"-J9グリッドに密集する土坑群の内、南側にややはずれて存在する。さらに南側へ広が

る一群の一端である可能性があるが、調査区外となり明らかでないので今回は便宜的にエリアCに含め
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第 3意 翻ままの成果

た。大小の土坑の切り合いが激しく、離を配置するものが複数含まれるのが特徴である。

S K 19158は、切り合いからもより古く位置付けられる土坑である。本来は北東側と南西側の別土坑

で、切り合いから南西側の土坑がより新しい。短軸1.05m、長軸は総延長で1.98m、深さ20cmの楕円形

を呈する。南西側の新土坑には、底面から10'"'-'20cm浮いた位置に人頭大の礁を二つ一部が上下となるよ

う配置されている。この下側のひとつは台石の転用品である。内側の土坑SK 19197は著しく深い。醗

と重複する位置にあるのでさらに古い遺構である可能性がある。

S K 19163は西側で SK 19067に切られる。短軸0.6mで、長軸は調査区外となり定かでおない。深さは 9

cmと浅く、底面から 7cm前後浮いた位置に拳大~人頭大の礁を複数個配置する。 SK 19067はこれを西

側で切る土坑で、長軸0.66'"'-'75mの円形状を呈する。内面に別土坑が重複し深さは判然と しない。内面

の、検出面から 5cm程度浮いた位置に人頭大の礁を配置する。更に検出面から20cm程度下位までに拳大

の礁が複数個検出されている。

S K 19324は長軸1.02m、短軸0.63mの楕円形を呈し、深さは28cmとやや深い。南東側の底面から30

cm浮いた位置に人頭大の礁を配置する。

[遺物:土器] S K 19158からは文様などがわかる土器3点(第114図292'"'-'294)が出土している。(第114

図292)は胴部に半裁竹管状工具で縦位の弧状沈線が付く林ノ峰II式土器である。(第114図293)は胴部

に半裁竹管状工具で縦位の沈線が付く林ノ峰H式土器である。(第114図294)は胴部に半裁竹管状工具で

縦位沈線が付く林ノ峰II式土器である。

S K 19067からは土器 l点(第114図295)が出土している。(第114図295)は無文土器で時期不明で、ある。

[遺物:石器] S K 19158からは細磯岩を使用した台石 (第114図296)が出土した。扇平な円礁の表裏に

磨面・敵打痕を有する。側面へと向かう傾斜部の一部にも磨面がある。台石として利用後、墓石と して

配された可能性がある。

(4 )エリアDの土坑墓

土坑は全体的に小型で、形状は楕円形を呈するものが若干量ある他は、不定円形や円形を呈するもの

がほとんどであり、群の中心は調査区外に広がるものと思われる。

出土した土器はエリアCと同じく、加曽利E3'"'-'E4式が主体で後期初頭の中津式が数点含まれる。

中期末~後期前半の時期と考えたい。

土坑墓エリアD

[遺構] J 10'"'-' 11グリッドに密集する土坑群の内、東側がより密になる。大小の土坑が切り合い、内部

に礁を伴うものが多い。

S K 19314は長軸1.65m、短軸0.69m、深さ21cmを測る不定形を呈する。あるいは本来は北側・南側

で二つの楕円形状の土坑が切り合っているのかもしれない。内面には 3基の小穴が検出されたが、土坑

検出段階では明らかで、なかったので、さらに古い時期に遡る可能性がある。内部には拳大~人頭大の礁

が複数個散らばった状態で、底面から25cm浮いた位置に配置きれている。比較的南側で密に分布する。

この南側で切られる土坑SK 19312は、長軸およそO.96m、短軸O.75m、深さ15cmを測る円形状を呈す

る。内面には 2基の小穴が検出されたが、土坑検出段階では明らかで、なかったので、さらに古い時期に

遡る可能性がある。内部には拳大の礁が複数個と打製石斧が散らばった状態で、底面から21cm浮いた位

置に配置されている。 SK 19312に東側の一部を切られる SK 19318は、長軸およそ0.69m、短軸O.51m、

深さ 6cmと浅い円形状を呈する。東よりの底面から18cm浮いた位置に拳大の磯を複数個配置する。これ

らは内面中央部で検出された小穴に重複するので、小穴はさらに古く遡る可能性がある。 SK19311は、

北側を SK 19314・19312に切られ、南側は調査区外で規模、形状は確かで、ない。
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第 3~ 調査の成果
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第117図土坑墓エリアD出土遺物

い隆帯を貼り付けた北裏C式土器である。

5cm 

S K 19317は、長軸0.99m、

短軸0.46m、深さ21cmの楕円形

を呈する。北よりと南縁の底面

から15"""'-'25cm浮いた位置に、人

頭大~一抱え大の礁を二つ、水

平に据えている。南側のひとつ

は台石の転用品である。これに

北西側で切られる SK21904は、

長軸短軸は不確かであるが、深

さ9cmを測る、楕円形を呈する

ものと思われる。西縁に 3個の

人頭大~一抱え大の礁を配置す

る。 SK21907はこれに南端を

切られる。直径0.33"""'-'36mを測

る円形状を呈する。

S K 19313はSK 19314と19317

に切られるため、長軸・短軸と

もに定かでない。深さは12cmあ

り、中央から西側にかけての底

面から21cm浮いた位置に拳大の

磯を複数個配置する。

S K21666は、このエリアの

最も西側に位置する。長軸1.4

m、短軸0.74m、深さ 17cmを測

る不定形を呈する。南縁から磨

製石斧が検出されている。

【遺物:土器] S K21909からは

文様などがわかる土器 l点(第

20cm 116図297)が出土している。(第

116図297)は口縁部と胴部の境

に太い横位隆帯と細い横位隆帯

で区画して、その中に縦位の細

S K 19318からは文様などがわかる土器 l点(第116図298)が出土している。(第116図298)は薄い胴

部破片で北屋敷式土器と思われる。

S K 19317からは文様などがわかる土器4点(第116図299・300・303・307)が出土している。(第116

図299)は胴部に半裁竹管状工具で縦位沈線を付けた加曽利E3式から加曽利 E4式土器である。(第116

図300)は胴部に半載竹管状工具で斜位沈線を付け、太い沈線を施した加曽利 E3式から加曽利E4式土

器である。(第116図303)は胴部に Lのまばらな撚糸文を付けた加曽利E4式土器である。(第102図307)

は太い沈線で区画した中に、 LR縄文を付けた中津式土器である。

S K 19311からは文様などがわかる土器 l点(第116図301)が出土している。(第116図301)は口縁に
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第3草調査の成果

横位の隆帯を付けた加曽利E3式から加曽利E4式土器である。

S K 19314からは文様などがわかる土器4点(第116図302・304"-'306)が出土している。(第116図302)

は太い粘土紐を付けた加曽利E4式土器である。(第116図304)は波状口縁に竹管状工具で沈線区画し、

その中に縄文を付けた中津式土器である。(第116図305)は太い沈線で区画した中に、条の太さ約O.lcm

のLRで縄文を付けた中樟式土器である。(第116図306)は太い沈線で区画した中に、条の太き約O.lcm

のLRで縄文を付けた中津式土器で、表面に木の実の圧痕がある。

S K 19312からは土器 l点(第116図308)が出土している。(第116図308)は土器の底部である。

{遺物:石器] S K21666からは凝灰質磯岩を使用した磨製石斧 l点(第116図309)が出土した。形状は

乳棒状で、敵打により頭部を平らに成形しているが主面との境の稜は明瞭ではない。左側面には敵打後

研磨した痕がよく残っている。刃部には使用による欠けが見られるがその部分もかなり磨耗しているた

め、欠けた後もそのまま使用されていたのであろう。

S K 19312からは砂質粘板岩製の打製石斧(第116図310)が出土した。接形を呈し、頭部と側縁に少し

調整を加えただけで原磯面を多く残すものである。

S K 19242からは(第116図311・第117図312)が出土した。 (311)は細粒砂岩製で端部2か所に擦切に

よる縄掛け部をもっ切目石錘である。一方は原礁に直接擦切を施し、他方は敵打後に擦切を施している。

(312)は中粒砂岩の磯器としたが、原醗面の様子から磨石の転用品と考えられる。 SK 19242はエリア

Dの南西隅に位置する。調査区外にかかる等で規模は明らかでない。位置は付図を参照されたい。

S K 19317からは細粒砂岩製の台石(第117図313)が出土した。 30cm四方ほどの板状礁を使用し、台形

状の平面には磨面・蔽打痕を残す。台石として使用後、墓石として配された可能性がある。

第2表土坑墓一覧表

長(cm制)l 警告
深さ 凹，)

良(cm樹)j 短(cm軸) 
深さ (四，)

遺構苦手号 形状 検出而
石から

時期 エリア遺m帯号 形状
検台出、ら国 石から

時期
古、ら

A (1) 
S fく70625長柄円形 l∞ 21 中期末 (6) (23159 162 08 9 25 
S K20837 長楕円形 (195) 84 12 12 66 99 52 15 
S K70624 円形 69 66 43 中期末 83 120 78 21 中期末

A (2) S K70523 器講話 (126) 75 9 1 J日
S 1(70622 171 79 18 中期末 日へ---12 l日 中期末

S 1<70647 不明 7 C(l) 
A (3) S K70648 不明 93 9 

5 K70621 |長構内形 159 79 19 中期末

51く20716 189 82 6 i後期初頭~後期1FT半
A(4) 5 1<20722 195 81 6 5 中期末

S 1<20725 201 81 6-34 C(2) 

聾
中期末

5 1<22954 III 63 7 
A (5) S K22955 (100 (82) 7 18 中期末 _l>A末

S 1く22956 84 4 16 15 
5 Iく22951 (80) 93 6 C(3) 
5 K23054 162 90 28 18 楕円形 中国1末

A(6) 5 1<22952 186 87 G 

議
19 28.5 

5 l'く22950 (204) 105 6 o!J ". 
5 l'く23227 情円形 171 111 4 I8 中期末

SIく23223 情円形 114 84 9 C(4) 
5 K23226 

重量
13 中期末A (7) 

5 K23225 (174 96 7 14 
51く23224 180 72 4-7 中期末

S K23186 87 63 トー 中期末

S 1<23187 相円形 153 102 
B (1) 5 K23190 術円形 165 (120) 

7 ト「一一」5 l'く23192 初門j時 (160) (130) 12 C(S) 
51<23185 楠円形 141 7 5! 16 :)4 
S fく23184 楠円形 (180) 138 9 2¥ 中期末

5 K23175 相円形 87 51 7 1 21 40 中期末

B (2) S K23176 柄円形 165 105 9 i 22 中期末 J7 

5 K23174 栴門J~ 87 60 12 24 C (6) 42 
SIく23173 榊円形 159 93 12 中期末

S K23193 構内形 213 117 18 

重
10-， 

B (3) SIく23172

i襲
186 126 C (7) 

S K23171 (87 75 13 K 
S 1<23170 (140) 90 9 K 110-20 
S K23122 108 105 16 34 後ITI初頭~後則前半 C(8) K 

B (4) S K23120 141 (126) 16 37 中期末 K 5 
5 K23125 楠門J[:i (165) 108 7 24 K 
51く23123 栴円形 180 127.5 9 27 中期末 l' 165 
S 1<2出57 柄円形 162 90 15 中期末 f干 (59) 中期間半~中田i中東
S K23153 栴円形 108 7 F t日。]

B (5) S K23121 楕円形 93 48 21 39 押 99 ，-己l

S l'く23290 楕円形 96 (75) 24 42 中期末
D S K23154 楠円形 (120) 66 13 31 153 中期末

書Z
SIく23156 楕円形 132 (90 10 5K (36) 令3~

日(6) S K23155 円形状 (78) 63 13 33 中期末 5K 
51く23158 栴円形 147 120 12 中期前半~中間l中葉 5K 140 74 
5 1<23160 f曹司形 (160 111 15 21 K 45 36 1中斑
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3 土坑と出土遺物

土坑は調査区内の各所に散在して検出されている。ここでは、遺物がま とまって出土している土坑、

あるいは遺物の出土状況に何らかの意図を感じるものを図化し、詳述することとした。一方で図化でき

る遺物が数点含まれる土坑も多数検出されている。それらについては混入の可否を判別しがたいので、

遺物の記載のみとした。遺構については煩雑で、はあるが、付図で位置等をご確認いただきたい。

また、 SK60918については埋聾の項を起こして記述するべきかもしれないが、単独で、検出された唯

一の例なので、便宜的に土坑に含めることとした。

( 1 )主要な土坑と出土遺物

S K60918 (第118図)

[遺構]M20グリッドで検出された内部に埋塑をもっ土坑である。周囲に住居を構成する柱穴が見当た

らなかったので、屋外に単独で設けられたものと考えた。規模は直径0.45m、深さ16cmを測る円形を呈

する。検出段階ですでに埋蜜の一部が露出していたので、本来はさらに深いものであったろう。内面に

は底部を打ち欠いた深鉢が逆位で埋納されていた。

[遺物](第118図314)は口唇部直下に沿って半載竹管状工具の横位連続爪形文を付け、 下に同一工具で

横位沈線を施し、 4か所に縦位沈線を付けて区画する。口縁部と胴部の境に段を付けて一部に半載竹管

状工具で刺突を施している。胴部上半は隆帯で半円形や楕円形に 4区画して、区画内に半裁竹管状工具

の縦位沈線を付け、小三角の刻目とそこから弧状の細い沈線を施している。中原段階の五領ヶ台新式併

行の土器である。

SK70601 (第119図~第122図)

[遺構]F 3グリッドで検出された礁と土器を含む土坑である。規模は直径0.8""'9 mの円形状を呈する。

調査においては掘り込み面が不明確だったので底面まで落として構造を考えた。離は人頭大程度の肩平

なものを主体とし、底面の一部に敷いた後に周囲の掘方壁面に持掛けるように配置して、内面に空間を

作り出しているようである。この内面からは多量の土器片が出土したが、中には底面の磯に水平に接す

るものや、底を水平に置く底部が見えるので、何らかの意図を持って据え置いた可能性もあろう。

[遺物]S K70601からは文様などがわかる土器13点(第120図315""'327)が出土している。(第120図315)

は条の太さ約0.2cmのLR縄文が付く北屋敷式と思われる土器である。(第120図316)は条の太さ約0.3cm

のRL縄文が付く北屋敷式と思われる土器である。(第120図317)は条の太き約O.4cmのRL多条縄文を

付け縦位の沈線で区画した加曽利E3式土器である。(第120図318)は条の太さ約0.4cmの縄文を付けた

加曽利E3式土器である。(第120図319)は条の太さ約0.2cmのLR縄文を付けた加曽利E3式から加曽

利E4式土器である。 (第120図320・321)は無文である。(第120図322)は斜位沈線が付いた加曽利E3 

式から加曽利E4式土器である。 (第120図323)は底部に網代痕がある加曽利E3式から加曽利E4式土

器である。(第120図324)は条の太き約0.4cmのRL縄文を付けた加曽利 E4式土器である。(第120図

325)は口縁部から条の太さ約0.4cm、長さ約2.5cmのRL多条縄文原体の末端を結束し縦位に付け、指頭

状の沈線で、縦位に区画した伊那系加曽利E4式土器である。(第120図326・第121図326)は波状口縁に

沿って半裁竹管状工具の沈線で区画し、条の太さ約0.3cm、長き約1.7cmのRL縄文を付け指頭状で縦位

に磨り消し、半載竹管状工具の沈線区画した加曽利E4式土器である。 (第120図327・第121図327)は波

状口縁部に沿って半裁竹管状工具の沈線で区画し、条の太さ約0.3cm、長さ約1.7cmのRL縄文を付け指

頭状で縦位に磨り消し、半載竹管状工具の沈線区画した加曽利E4式土器である。
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S K70602 (第119図・第122図)

3 
目

321 

325 

326 

第120図 S K70601出土遺物1

第3章調査の成果

326 

326 

326 

選込月

。 1 : 3 10an 

【遺構]D • E 2グリッドで検出された。長軸0.7m、短軸0.52m、深さ25cmの楕円形状を呈する土坑で

ある。中央部から集中して土器片が出土している

[遺物]S K 70602からは文様などがわかる土器2点(第122図33い 332)が出土している。(第122図331)

は条の太さ約0.4cmのRL縄文を自身で、結節を作って、撚りを止めた原体を縦位に施文し、指頭状の沈
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第121図 S K70601出土遺物 2

線で縦位に区画した伊那系加曽利E3式土器である。(第122図332)は土器の底部で葉脈痕が付いた加曽

利E3式から加曽利E4式土器である。

S K70646 (第119図)

[遺構JC 5グリッドで検出された。長軸 1m、短軸O.6m、深さ22cmの三角形状を呈する。内面には拳
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第 3宣言 調査の成果
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第122図 S K70601・70602出土遺物

大~一抱え大の磯が充満していた。小ぶりな礁は内面中央部に比較的多く、その上に大ぶりな磯を配置

する傾向がある。

[遺物]出土していない。

S K64907・64660・64661(第123図)

[遺構]K20グリッドで検出された。 3基の小型の土坑が切り合っている。東側のSK64660が最も古く、

64661・64907の順で新しくなる。これらの土坑はいずれにも礁が埋め込まれている。あるいは先に説明

した土坑墓のひとつなのかもしれない。

S K64660は平面では長軸0.45m、短軸0.35m、深さ18cm程度の楕円形状を呈する。平面では捉え切

れなかったために検出面を下げて調査したため小型土坑に見えるが、ほぼ同じ大きさの掌大の礁が二つ

並んで、検出され、その下位にある覆土も途切れがないことから本来はさらに南東側へ広がる土坑であっ

たことが分かる。

S K64661は直径0.8m、深さ20cm程の円形状を呈する。内面に人頭大の磯を水平に置いている。
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1 : 30 。1 黒褐色シノレ ト(lOYR2/3)往穴覆土

2 黒禍色シノレト (lOYR2/3)土坑覆土

3 黒褐色シノレ ト(lOYR2/3)土坑寝土

4 黒褐色シノレト(lOYR2/3)，縄色(lOYR4/6)の混合土坑覆土

5 黒褐色シノレト(lOYR3/3)土坑橿土

S K64907・64660・64661・62004平面 ・断面図

S K64907は64661の中央部に切りこむ小土坑である。直径0.22--....25m、深さ35cmの円形状を呈する。

中央南東よりに拳大の礁を埋め込んでいる。

[遺物〕出土していない。

S K62004 (第123図)

[遺構]M21グリッドで検出された。長軸0.75m以上、短軸0.4m、深さ11cmを測る。この土坑にも北よ

りに拳大~ー握り大の礁が複数個配置されている。これも、あるいは先に説明した土坑墓のひとつなの

かもしれない。

{遺物]出土していない。

S K 19022 (第124図)

[遺構]H 7グリッドで検出された。長軸1.05m、短軸0.9m程度、深さ30cmを測る円形状を呈する。内

部の、底面あるいはやや浮いた位置から土器片が比較的密に出土している。

[遺物:土器]S K 19022からは文様などがわかる土器12点(第125図333--....344)が出土している。(第125

図333)は半載竹管状工具で渦巻き沈線を付けた加曽利E3式土器である。(第125図334)は条の太き約

Q.4cmのRL縄文を付け、横位の沈線を施した加曽利 E3式から加曽利E4式土器である。(第125図

335)は条の太さ約0.4cmのLR縄文を付け、縦位の沈線を施した加曽利E3式から加曽利E4式土器で

ある。(第125図336)は半載竹管状工具で波状沈線を付けた加曽利E3式から加曽利E4式土器である。

(第125図337)は縄文を施し縦位沈線で区画した加曽利E3式から加曽利E4式土器である。(第125図

338)は条の太さ約O.3cmL Rの多条縄文を付け、半裁竹管状工具の縦位沈線で区画した加曽利E3式か

ら加曽利E4式土器である。(第125図339)は半裁竹管状工具の爪形を横位に付けて区画した中に、条の

太さ約0.2cmのRL多条縄文を付けた加曽利E3式から加曽利E4式土器である。(第125図340)は波状
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第124図 S K19022・20841・7951・30295平面・断面図

口縁を区画した中に、条の太さ約O.2cmのRL多条縄文を付けた称名寺式土器で、ある。(第125図341)は

沈線を施した加曽利E3式から加曽利E4式土器である。(第125図342)は風化しているが胴部付近に半

裁竹管状工具で2状に沈線を入れ、条の太き約O，lcmのLR縄文を付けた中津式土器である。(第125図

343)は条の太さ約0.3cmのLR縄文を付けた後期前半と思われる土器である。(第125図344)は口唇部に

条の太き約0，2cmのLR縄文を付け、半裁竹管状工具で、弧状沈線を施した後期の在地系と思われる土器

である。

S K7951 (第124図・第125図)

[遺構]031グリッドで検出された。直径0.45"'-'56mの円形を呈し、 50cmと深い。検出面付近の高きか
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らは l個体の深鉢から割り取られた大破片が出土している。土坑底面からはかなり浮いた位置で、あた

かも内容物に蓋を掛けるようにほぼ中央に置かれている。

{遺物}文様などがわかる土器 l点(第125図345)が出土している。(第125図345)は口縁部から半載竹

管状工具による密接蒲鉾状平行沈線文を斜位に付け、口縁部と胴部の境に 2本の隆帯波状文を貼り付け

る。胴部は密接蒲鉾状平行沈線文を縦位に付け、粘土紐で渦巻きと縦波状の隆線を施した曽利H式土器

で、口径が約52cmで、ある。

S K20841 (第124図・第125図)

[遺構] H 11グリッドで検出された。長軸O.55m、短軸O.36m、深さ18cmを測る楕円形を呈する。土坑

内からは 2本の打製石斧が近接して出土している。何らかの要件で意図的に埋め込まれたように見うけ

られる。

[遺物]中粒砂岩製の打製石斧が2点出土している(第125図347・348)0 (第125図347)は分銅型を呈す

る。表面に原磯面を、裏面には剥片を割り取った際の剥離面を広く残す。調整は側縁を中心に行われ、

中央部分の両側縁には対になる大きな剥離が施される。先端部分にはやや斜めに使用痕である細かな擦

痕が複数条認められる。(第125図348)は横型を呈し、表面の先端部に原機面を、裏面の中央から先端部

に剥片を割り取った際の剥離面を広く残す。基部先端とくびれ部には細かな剥離が認められ、総じて荒

く大きな剥離で形作られている。先端部には表裏に使用痕とみられる細かな擦痕が認められる。

S K30295 (第124図・第125図)

[遺構] J 29グリッドで検出された。直径O.37，...，__41m、深さ14cmを測る円形を呈する。中央南よりの底

面からおよそ10cm浮いた位置から磨製石斧が I点出土している。刃部を上に垂直に立てられた状態であ

り、何らかの要件で意図的に埋め込まれたように見うけられる。

[遺物]チャート製とみられる定角式磨製石斧 l点(第125図346)が出土した。ほぼ完形を成し丁寧な

研磨が全体に及んでいる。長さ7.9cm、幅3.3cm、厚さ1.3cmと小形で精織な作りのため、儀礼用の道具

だ、った可能性がある。

S K62735 (第126図)

[遺構]K25グリッドで検出された。直径O.5m、深さ22cmを測る円形の土坑である。中央部には直径12

，...，__14cm、長き34cmの円柱状の自然礁がやや斜めに立てられた状態で埋め込まれていた。

[遺物]出土していない。

S K32047 (第126図)

[遺構] 1 28グリッドで検出された。直径O.22，...，__27m、深さ35cmの円形状を呈する。内部には、底面か

ら23cm程浮いた位置にー握り大の磯が埋め込まれていた。

[遺物]出土していない。

S K9145 (第126図)

【遺構] P30グリッドで検出された。直径O.44m前後の不定形を呈し、深さは30cmを測る。内面には土

坑にすっぽりと収まる程度の一抱え大となる自然礁を斜めに埋め込んでいる。さらにその上に拳大の磯

を複数個乗せている。

[遺物]出土していない。

S K9332 (第126図)

[遺構] S 32グリッドで検出された。直径O.29m前後の円形を呈し、深さは40cmを測る。内面には底面

からおよそlOcm浮いた位置に、小児頭大のやや肩平な自然礁を立てて埋め込んで、いた。

{遺物]出土していない。
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( 2 )その他の土坑の出土遺物

ここでは土坑内から出土した

遺物でも人為的な意図が明確に

窺えないものをまとめている。

土器のみが含まれる土坑と、

土器・石器が出土した土坑の遺

物については、およそ東から西

へ遺構ごとに土器の記述の後に

石器の説明を記載した。石器の

みが出土した土坑の遺物は、土

器が伴っていないので細かな時

期を特定することができないと

考え、遺構順ではなく器種ごと

にまと めることとした。

S K70642からは文様などが

わかる土器14点(第127図349"-'

362)が出土している。(第127図

349)は縦位に沈線を入れた曽利

N式土器である。(第127図350)

は櫛歯状工具か半載竹管状工具

で沈線を縦に引いた東鎌塚原式

土器である。(第127図351)は櫛

歯状工具で沈線を縦に引いた東

鎌塚原式土器である。(第127図

352)は櫛歯状工具で縦位沈線を

引いた東鎌塚原式土器である。

(第127図353)は波状口縁に沿っ

て横位に指頭などの調整痕が付

く中期後半の土器である。(第

127図354)は胴部に縦位の沈線

を付け区画し、区画内に条の太

き約O.lcmのRL縄文を付けた

称名寺式土器である。(第127図

355)は半裁竹管状工具で横位の

沈線を付け、横位に刺突した掘之内 I式土器である。(第127図356)は波状口縁に沿って半裁竹管状工具

で弧状沈線を付け区画し、区画内に条の太き約0.3cmのLR縄文を付けた後期前半の土器である。(第

127図357)は口縁部破片の無文土器で後期前半と思われる。(第127図358)は口縁部を膨らめて半載竹管

状工具で横位沈線と、斜位の短い沈線を付けた時期不明の土器である。(第127図359)は口縁部破片であ

るが、風化しており文様や型式が不明でドある。(第127図360)は縄文を付けた上に半裁竹管状工具で弧状

の沈線を施した型式不明土器である。(第127図361)は条の太さ約0.3cmのLR縄文を付けた型式不明土

器である。(第127図362)は無文で時期不明で、ある。
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第 3i，'i: 調査の成果
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(349-362) (366.367) 径三菱雪 くコ368。
(364 .365・366)

第127図土坑出土遺物2

石器は、石鍛 l点・磨石2点が出土した。(第127図363)は珪質頁岩製の凹基無茎鍛の形態を成す。剥

片の縁辺のみに細かい調整を施し、基部は剥離面を広く残す剥片鍛である。(第127図364・365)はいず

れも扇平な中粒砂岩の円礁を用いた磨石である。
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S K22292からは文様などがわかる土器2点(第127図366・367)が出土している。(第127図366)は北

屋敷式土器の角状突起である。 (第127図367)は波状口縁に沿って半裁竹管状工具の弧状沈線で区画し、

区画内に条の太さ約0.3cmで、Lの撚糸文を付けた勝坂式土器である。

石器は、含磯中粒砂岩製の打製石斧 l点 (第127図368)が出土した。両側縁から広く剥離した後、縁

辺に細かい調整を加えたもので、基部には敵打痕があり、原磯面をほとんど残さない。刃部が欠損して

いるが、短冊形を呈するであろう。

S K70573からは文様などがわかる土器 l点(第128図369)が出土している。(第128図369)は波状口

縁に沿って隆帯を貼り、隆帯上部に刺突を付けた後期前半の土器である。

S K70644からは文様などがわかる土器l点(第128図370)が出土している。(第128図370)は条の太

さ約0.3cmのLR多条縄文を付け、 口縁に沿って半載竹管状工具で横位沈線を施した掘之内 I式土器で

ある。

S K70556からは文様などがわかる土器 l点(第128図371)が出土している。(第128図371)は口縁部

を内反させ、櫛歯状工具で縦位に沈線を付けた後、半裁竹管状工具で縦の太い沈線を付けた曽利IV式土

器である。

S K70604からは文様などがわかる土器 l点(第128図372)が出土している。(第128図372)は口唇部

が欠損しているが、口縁部に半裁竹管状工具で円形や弧状の沈線を付けた掘之内 I式土器である。

S K70652からは文様などがわかる土器 I点(第128図373)が出土している。(第128図373)は口縁部

に沿って横位に粘土紐を貼り、半蔵竹管状工具で区画した後期前半の土器である。

S K70627からは文様などがわかる土器 l点(第128図374)が出土している。(第128図374)は表面が

風化しているが、口縁を内反させ弧状沈線が付く型式不明の土器である。

S K70579からは文様などがわかる土器 l点(第128図375)が出土している。(第128図375)は粘土紐

を斜位に貼り付け、上部を棒状工具で押さえた勝坂式土器である。

S K70628からは文様などがわかる土器2点(第128図376・377)が出土している。(第128図376)は波

状口縁で口縁部を内反させ、口縁に沿って竹管状工具で横位沈線の区画を し、 区画内に半裁竹管状工具

で沈線を付けた東鎌塚原式土器である。(第128図377)はLRの縄文を付けた土器で時期不明である。

S K70598からは文様などがわかる土器 l点(第128図378)が出土している。(第128図378)は半裁竹

管状工具の沈線で縦位に区画し、竹管状工具で、ハの字沈線を付けた曽利V式土器である。

S K70609からは文様などがわかる土器6点(第128図379"'384)が出土している。(第128図379)は半

裁竹管状工具で縦に区画し、条の太さ約0.2cmのRL縄文を付けた加曽利E3式土器である。(第128図

380)は半載竹管状工具で縦に沈線を付けた東鎌塚原式土器である。 (第128図381)は半載竹管状工具で

弧状に区画し、条の太さ約O.lcmのLR縄文を付けた後期前半の土器である。(第128図382)は粘土隆帯

を弧状に貼り付けた型式不明の土器である。(第128図383)は条の太き約0.3cmのRL縄文を付けた型式

不明の土器である。(第113図384)は沈線を付けた型式不明の無文土器である。

S K70620からは文様などがわかる土器 I点(第128図385)が出土している。(第128図385)は条の太

さ約0.3cmのLR縄文を付け、竹管状工具で縦位沈線を施した加曽利E4式土器である。

S K20821からは文様などがわかる土器7点(第128図386"'392)が出土している。(第128図386)は口

縁部を折り返して、指頭により円形の窪みを付けた加曽利E3式から加曽利E4式土器である。(第128

図387)は口縁部に粘土組を縦位に貼り付けた加曽利E3式から加曽利E4式土器である。(第128図388)

は条の太さ約0.5cmのRL縄文を付けた加曽利E3式から加曽利E4式土器である。(第128図389)は条

の太さ約0.5cmのRL縄文を付けた加曽利E3式から加曽利E4式土器である。(第128図390)は表面が

風化しているが加曽利E3式から加曽利E4式土器と思われる。(第128図391)は口縁部に半載竹管状工
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具で細い横位沈線区画を施し、 横位に粘土紐を貼り付けた後期前半の土器である。(第128図392)は底部

破片で時期不明土器である。

S K 19029からは文様などがわかる土器 l点(第128図393)が出土している。(第128図393)は条の太

さ約0.3cmのRL縄文を施した時期不明土器である。

S K 19042からは文様などがわかる土器 l点(第128図394)が出土している。(第128図394)は沈線が

付いた加曽利E3式土器である。

S K22674からは文様などがわかる土器3点(第128図395'"'-'397)が出土している。(第128図395)は口

縁部に沿って横位に粘土紐を付けた北裏C式土器である。(第128図396)は口縁部と胴部の境に竹管状工

具で横位の連続刺突を付けた北屋敷式土器である。(第128図397)は条の太さ約0.3cmのLR縄文を付け、

沈線で区画している称名寺式土器である。

S K22676からは文様などがわかる土器2点(第128図398・399)が出土している。(第128図399)は口

縁部から条の太さ約0.2cmのLR縄文を付けた中期前半から中期中葉土器と思われる。 (第128図398)は

沈線で区画した中に条の太き約0.2cmのLR縄文を付けた称名寺式土器である。

S K22757からは文様などがわかる土器 I点(第128図400)が出土している。(第128図400)は風化し

ているが、口縁部から半裁竹管状工具で沈線区画し、縄文を施していた加曽利E3式土器である。

S K 19055からは文様などがわかる土器5点(第128図401'"'-'405)が出土している。(第128図401)は波

状口縁の口唇部に刺突を付け、口縁部に沿って低い粘土紐を施して竹管状工具で刺突を付けた北屋敷式

土器である。(第128図402)は半載竹管状工具で区画し、条の太さ約0.5cmのLR縄文を付けた加曽利E

3式土器である。(第128図403)は口縁部から沈線で区画した加曽利E3式から加曽利E4式土器である。

(第128図404)は半載竹管状工具の沈線で区画し、条の太さ約0.2cmのLR縄文を付けた型式不明の土器

である。(第128図405)は表面が風化しているが、半裁竹管状工具の沈線で区画した中に、条の太さ約

O.lcmのLR縄文を付けた中津式土器である。

S K20813からは文様などがわかる土器 I点(第128図406)が出土している。(第128図406)は薄手無

文で北屋敷式土器と思われる。

S K20747からは文様などがわかる土器 l点(第128図407)が出土している。(第128図407)は胴部に

竹管状工具で刺突を付けた勝坂式土器である。

S K20706からは文様などがわかる土器 l点(第128図408)が出土している。(第128図408)は表面が

風化しているが、低い隆帯の上に条の太さ約O.lcmのLR縄文を付けた中期前半から中期中葉と思われ

る土器である。

S K23036からは文様などがわかる土器2点(第128図409・410)が出土している。(第128図409)は波

状口縁に沿って先端がとがった箆状工具で連続刺突を縦位と横位に付けた北屋敷式土器である。(第128

図410・第129図411)は同一個体で、口縁部に沿って半載竹管状工具で縦位と横位の沈線を付け、波状に

粘土紐を貼り付けた上に、半裁竹管状工具で連続爪形を施した北裏C式期の土器である。(第129図412)

は時期不明の底部である。

S K23163からは文様などがわかる土器 l点(第129図413)が出土している。(第129図413)は半載竹

管状工具で沈線を付た加曽利E3式から加曽利E4式土器である。

S K23162からは文様などがわかる土器 l点(第129図414)が出土している。(第129図414)は半書記竹

管状工具で沈線を付けた加曽利E3式から加曽利E4式土器である。

S K 19185からは文様などがわかる土器 l点(第129図415)が出土している。(第129図415)は波状口

縁の口唇部直下から半裁竹管状工具で斜位の沈線を付けた中津式土器である。

S K 19145からは文様などがわかる土器 l点(第129図416)が出土している。(第129図416)は条の太

154 



第 3i'堅調査の成果

吋 ;伊YU瞥》欝智智鞍惨?j4位2

;鞠融鞠静WFほ轟釦彰F d 1討戸!ちF 

o 1 : 3 10cm 

第129図土坑出土遺物4

155 



さ約0.3cmのRLの縄文を付けた土器である。

S K23003からは文様などがわかる土器 l点(第129図417)が出土している。(第129図417)は胴部に

半載竹管状工具の沈線で、区画し、ハの字状沈線を付けた曽利V式土器である。

S K 19126からは文様などがわかる土器 l点(第129図418)が出土している。(第129図418)は胴部に

沈線を付けた加曽利E3式土器である。

S K 19129からは文様などがわかる土器 l点(第129図419)が出土している。(第129図419)は半載竹

管状工具の沈線で、方形に区画した中に、竹管で円形刺突した中津式土器である。

S K23021からは文様などがわかる土器 l点(第129図420)が出土している。(第129図420)は先の尖っ

た竹管状工具の連続爪形を付け、口縁部から低い粘土紐を垂下した北屋敷式土器である。

S K22934からは文様などがわかる土器 I点(第129図421)が出土している。(第129図421)は口縁部

に棒状工具で‘刺突を付けた型式不明土器で、ある。

S K22818からは文様などがわかる土器 I点(第129図422)が出土している。(第129図422)は低い隆

帯を貼り上部に刺突を施し、補修孔を付けた北裏C式土器である。

S K20223からは文様などがわかる土器 l点(第129図423)が出土している。(第129図423)は微隆起

を縦位に付けた加曽利E4式土器である。

S K22785からは文様などがわかる土器 l点(第129図424)が出土している。(第129図424)は微隆起

で区画した中に条の太さ約0.5cmのLR縄文を付けた加曽利E4式土器である。

S K22878からは文様などがわかる土器 l点(第129図425)が出土している。(第129図425)は楕円形

に区画した中に先を尖らせた箆状工具で、連続刺突を付けた北屋敷式土器で、ある。

S K22555からは文様などがわかる土器 l点(第129図426)が出土している。(第129図426)は条の太

き約0.5cmのRL縄文を施し、半載竹管状工具の沈線で区画した加曽利E3式から加曽利E4式土器で

ある。

S K19178からは文様などがわかる土器 l点(第129図427)が出土している。(第129図427)は条の太

さ約0.2cmのRL縄文を施し、半裁竹管状工具の沈線で区画した中津式土器である。

S K 18057からは文様などがわかる土器 I点(第129図428)が出土している。(第129図428)は隆帯を

縦位に貼り付け、隆帯上部を竹管状工具で連続圧痕や連続爪形を施して区画し、密接蒲鉾状平行沈線文

を付けた勝坂式土器である。

S K 19302からは文様などがわかる土器 l点(第129図429)が出土している。(第129図429)は半載竹

管状工具で沈線を施し、条の太き約O.lcmのLR縄文を付けた中津式土器である。

S K 19235からは文様などがわかる土器 l点 (第129図430)が出土している。(第129図430)は口縁に

そって横位沈線を付け、ハ状の沈線を施した曽利V式土器である。

S K 19240からは文様などがわかる土器 l点(第129図431)が出土している。(第129図431)は波状口

縁の口唇部に半裁竹管状工具で刺突を施し、口縁部にそって粘土紐を斜格子に貼り付け、刺突を施した

北裏C式土器である。

S K 19242からは文様などがわかる土器 l点(第129図432)が出土している。(第129図432)は波状口

縁の口唇部に刺突を付け、半裁竹管状工具で沈線を施した後期前半の土器である。

S K21883からは文様などがわかる土器 l点(第129図433)が出土している。(第129図433)は胴部に

半載竹管状工具で、弧状沈線を付ーけた称名寺式土器で、ある。

S K 19257からは文様などがわかる土器 I点(第129図434)が出土している。(第129図434)は口縁部

と胴部の境に横位の隆帯を付け、竹管状工具で連続刺突を施した中期前半から中葉の土器である。

S K22408からは文様などがわかる土器 l点(第129図435)が出土している。(第129図435)は胴部の

156 



第 31ji 調査の成果

縦位に粘土紐を貼り、条の太さ約0.3cm、LRの聞いた末端を結節した縄文原体を縦位に回転した伊那

系加曽利E3式土器である。

S K22375からは文様などがわかる土器 l点(第129図436)が出土している。(第129図436)は半裁竹

管状工具で横位沈線を付けた後期前半の土器と思われる。

S K21349からは文様などがわかる土器3点(第129図437"'-'439)が出土している。(第129図437)は口

縁部に高めの隆帯を縦位に付けた北屋敷式土器で、ある。(第129図438)は口唇部を丸く作り、条の太さ約

0.2cmで長さ約1.8cmのLR縄文を付け、口唇部直下に縄文を施し、竹管状工具で沈線を付けた中期前半

から中葉の土器である。(第129図439)は条の太さ約0.2cmのL縄文を付けた中期前半から中葉の土器で

ある。

S K21371からは文様などがわかる土器 l点(第130図440)が出土している。(第130図440)は口縁部

を丸くした勝坂式土器である。

S K21362からは文様などがわかる土器 l点(第130図441)が出土している。(第130図441)は微隆起

で区画した中に、条の太さ約0.4cmのLR縄文を付けた加曽利E4式土器である。

S K21455からは文様などがわかる土器 I点(第130図442)が出土している。(第130図442)は太い隆

帯を付け区画した中に縄文を付けた加曽利E3式から加曽利 4E式土器である。

S K21644からは文様などがわかる土器 l点(第130図443)が出土している。(第130図443)は横位に

粘土紐を貼り付け、粘土紐上部に刺突を施した北屋敷式土器である。

S K 19275からは文様などがわかる土器2点(第130図444・445)が出土している。(第130図444)は口

縁にそって半裁竹管状工具で沈線を付けた咲畑式土器と思われる。(第130図445)は波状口縁から粘土紐

を垂下し、半載竹管状工具で爪形文を付け、内面に粘土を貼っている北裏C式土器と思われる。

S K21745からは文様などがわかる土器 l点(第130図446)が出土している。(第130図446)は粘土紐

を渦巻き状に貼り、区画内に条の太さ約0.3cmのRL縄文を付けた加曽利E3式土器である。

S K22288からは文様などがわかる土器 l点(第130図447)が出土している。(第130図447)は口縁に

沿って粘土紐を貼り付け、粘土組の上部に連続爪形文を施し、下に半裁竹管状工具で波状沈線を付けた

北屋敷式土器である。

S K21745からは文様などがわかる土器 l点(第130図448)が出土している。(第130図448)は先端を

尖らせた竹管状工具で連続刺突を施した北屋敷式土器である。

S K21585からは文様などがわかる土器 l点(第130図449)が出土している。(第130図449)は北屋敷

式土器の無文部の破片と底部である。

S K21584からは文様などがわかる土器2点(第130図450・451)が出土している。(第130図450)は条

の太さ約0.3cmのLR多条縄文を付けた加曽利E3式土器である。(第130図451)は条の太さ約0.4cmのL

R縄文を付けた土器である。

S K22304からは文様などがわかる土器 l点(第130図452)が出土している。(第130図452)は口唇部

にへラ状工具の刺突を付け、横位の微隆起が付いた咲畑式土器である。

S K20111からは文様などがわかる土器7点(第130図453"'-'459)が出土している。(第130図453)は口

縁部から条の太さ約0.3cm、RLの縦走する縄文を付けた加曽利E4式土器である。(第130図454)は口

縁部に沿って半載竹管状工具で沈線を付けた加曽利E3式から加曽利 4E式土器である。(第130図455)

は波状口縁にして条の太き約0.2cmのRL縄文を付けた加曽利E3式から加曽利 4E式土器である。(第

130図456)は横位に隆帯を付けた加曽利E3式から加曽利4E式土器である。(第130図457)は胴部にへ

ラ状工具で格子状沈線を付けた東鎌塚原式土器である。(第130図458)は底部で型式不明の土器である。

(第115図459)は底部で北屋敷式土器である。(第130図460)は条の太き約0.2cm、長さ約1.8cmのRL縄
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第 3章調査の成果

文を付けた中期初頭の土器である。

S K62622からは文様などがわかる土器 l点(第130図461)が出土している。(第130図461)は竹管状

工具で連続刺突を付けた勝坂式土器である。

S K60677からは文様などがわかる土器 l点(第130図462)が出土している。(第130図462)は浅い櫛

歯状工具の沈線を付け、半載竹管状工具で横位と渦巻き沈線を施した東鎌塚原式土器である。

S K61975からは文様などがわかる土器2点(第130図463・464)が出土している。(第130図463)は口

縁部に沿って沈線を付けた北裏C式土器である。(第130図464)は半載竹管状工具で浅い縦位沈線を施し、

さらに半裁竹管状工具で連弧文を付けた東鎌塚原式土器である。

S K64892からは文様などがわかる土器5点(第130図465"'-'469)が出土している。(第130図465)は縦

位の隆帯で区画し、条の太さ約0.2cm、原体の長さ約1.8cmのRL縄文を付けた加曽利E3式土器である。

(第130図466)は波状口縁部で口縁を折り返している。折り返し部の下に縄文が付いた中期前半から中

葉の土器である。(第130図467)は半載竹管状工具で渦巻き沈線を付け、条の太さ約0.2cm、条の長さ約

2.8cmのLR縄文を施文した加曽利E3式土器である。(第130図468)は条の太さ約0.4cmのRLの多条縄

文を施文した後、半裁竹管状工具で区画した加曽利 E3式土器である。(第130図469)は口縁に沿って指

頭で横位沈線を付け、竹管状工具で区画した後期前半の土器である。

S K30292からは文様などがわかる土器 l点(第131図470)が出土している。(第131図470)は胴部に

半裁竹管状工具で縦位沈線を付けた東鎌塚原式土器である。

S K31195からは文様などがわかる土器 l点(第131図471)が出土している。(第131図471) は胴部に

半載竹管状工具で縦位沈線を付けた東鎌塚原式土器である。

S K30296からは文様などがわかる土器 l点(第131図472)が出土している。(第131図472)は底部で

型式不明で、ある。

S K30294からは文様などがわかる土器 l点(第131図473)が出土している。(第131図473)は条の太

さ約0.3cmのLR縄文を付け、細い粘土組を波状に貼り付けた曽利11式から曽利回式土器である。

S K30348からは文様などがわかる土器 l点(第131図474)が出土している。(第131図474)は条の太

さ約O.lcm、Lの撚糸文を付け半裁竹管状工具で縦波状の沈線を施した型式不明の土器である。

S K9075からは文様などがわかる土器 l点(第131図475)が出土している。(第131図475)は胴部に低

い隆帯で曲線区画した加曽利E3式土器である。

S K8794からは文様などがわかる土器 l点(第131図476)が出土している。(第131図476)は波状口縁

に沿って半裁竹管状工具で横位沈線と波状沈線を付けた東鎌塚原式土器である。

S K213からは文様などがわかる土器2点(第131図477・478)が出土している。(第131図477)は隆帯

を縦位と横位に付けた北屋敷式土器である。(第131図478)はハの字状の沈線を付けた曽利W式土器であ

る。

S K8236からは文様などがわかる土器 l点(第131図479)が出土している。(第116図479)は底部付近

の破片で、条の太さ約0.3cmのRL縄文を付けている。

S K30107からは文様などがわかる土器 l点(第131図480)が出土している。(第131図480)は外反す

る頚部に横位隆帯を付け、半蔵竹管状工具で鋸歯状沈線を入れた勝坂式土器である。

S K7960からは文様などがわかる土器 l点(第131図481)が出土している。(第131図481)は半裁竹管

状工具で縦位区画し、条の太さ約0.4cmのLR縄文を付けた称名寺式土器である。

S K7931からは文様などがわかる土器 l点(第131図482)が出土している。(第131図482)は口縁部を

低い隆帯で楕円形に区画し、区画内に条の太さ約0.2cmのLR縄文で末端を結束した原体を斜位に施文

し、 胴部にも同一原体を縦位に回転施文した伊那系加曽利E3式から加曽利E4式土器である。
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石器が単独で出土した土坑の遺物

石鍛(第133図487'"'-'496) 
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第3奪調査の成果
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S K70505・70662・22578・22903・23107・60680・8234・8803とA区不明土坑2基から石錬がl点ず

つ出土した。うち、 6点が諏訪星ヶ台産の黒曜石を使用したものである。

石錐(第133図497・498)
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第 3君主 調査の成果
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S K60482からは台形状のつまみをもち錐部の短い石錐(第133図498)が、 SK8052からは錐部がやや

長く断面三角形状の石錐(第133図497)が出土した。いずれも珪質頁岩製で、つまみ部が欠損している。

石匙(第132図486、第133図499・500)

S K64076からは珪質頁岩製の石匙 (第132図486)が出土している。挟り部を中心に細かい調整を加え

ているが、裏面に素材を割り取る際の剥離面を広く残している。刃部の一部は欠損する。

S K 19095からは刃部と側縁~つまみの挟り部に細かい調整を加えた石匙が、 SK21272からは扶り部

の他は細かい調整は加えられていない石匙が出土した。いずれも粘板岩を使用した横形を呈している。
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第 3i;i 調査の成果

スクレイパー・二次加工剥片(第133図497・498)

S K 19284からは二辺に調整を加えたスクレイパー(第133図503)が、 SK20068からは一辺に調整を

加えた二次加工剥片(第133図502)が、 SK20249からは一辺を刃部として使用した剥片(第133図501)

が、 SK31465からは二辺に調整を加えた二次加工剥片(第133図504)がそれぞれ l点ずつ出土した。い

ずれも粘板岩製である。

打製石斧(第132図483・484、第134図505'""第136図517)

S K22927・23003・61252とB区の不明土坑から、短冊形を呈する打製石斧が l点ずつ出土した(第

134図505"'508)0 (505)は刃部の一部が欠損しているようにみえるが、側縁が連続していることからも

調整によるものと考えられる。 (506・508)は半ばで折れており、 (507)は刃部から右側縁にかけて割れ

て失われる。これらのうち、 (507・508)には使用痕とみられる細かな擦痕が刃部を中心に観察される。

S K21108・22928・6015い61140・64794・8511と不明土坑からは、機形を呈する打製石斧がI点ず

つ出土した(第135図509'"第136図513・514・516)0 (509・51ト 514・516)は、円礁の表面部分から割

り取った剥片を素材としているため原機面を多く残し、側辺のみを細かく調整することで形作られてい

る。一方、 (510・512・513)は、原醗面をほとんど残さない。原磯面を残す・残さないの差は、素材と

なる剥片をどこから割り取っているのかによるものと思われる。 (509・510・512)は、使用により刃部

を欠損している。特に (509)は欠損した際に斜め方向に大きく割れることで使用できなくなったのだろ

う。 (511)は半ばで折れ、 (512)は刃部が大きく失われている。しかし、 (512)は先端部に細かな調整

を加えており、折れた後も再加工して利用をもくろんだものとみられる。

S K23299・62409からは分銅形を呈すると思われる打製石斧と形状の不確かな打製石斧が l点ず、つ出

土した。いずれも、主に側縁に調整が加えられ原磯面を多く残すものである。(第136図515)は刃部が大

きく割れて失われているが、側縁から入る広い剥離はより新しいものなので欠損した後に形を整えて再

利用しているものと思われる。(第136図517)は円形状を呈する。 基部の先端は折れているが、刃部には

細かな調整が施されている。欠損部を繕いながら使用を続け、このような形に至ったのであろう。

S K22511からは打製石斧2点が出土した。(第132図483)は細粒砂岩製で短冊形を呈する。縁辺から

広く剥離した後側縁に細かい調整を加えており、原磯面は表 ・裏面にわずかに残るのみである。刃部に

使用に伴うとみられる割れ・頭部にわずかに使用痕を残すため、上下とも刃として使用されていたと思

われる。(第132図484)は含磯中粒砂岩製の援形を呈する。素材剥片の側縁に細かい調整を加えており、

原醗面を多く残している。刃部は一部が欠損するが、使用痕とみられる細かな擦痕が観察される

これら打製石斧の多く は、住居の集中域の範囲に存在する土坑から出土しているが、住居に近接する

場所だけでなく、集中域の端にあたる辺りに位置する土坑からの出土も若干目立つ。

石錘(第137図518'""524)

S K70583・20931・60928・8496・9821・30205・31199からは、肩平な円1擦を用いた打欠石錘が I点

ずつ出土している。いずれも、長軸の 2箇所に縄掛け部を作り出したもので完形である。ほぼ、住居の

集中域の範囲に存在する土坑から出土している。

磨石・敵石(第138図525~527)

S K21480・22739・23045からは、やや肩平な長楕円~棒状の中粒砂岩を用いた磨敵石が出土してい

る。平坦面あるいは側面を磨面とし、 長軸の端部や側面を敵打面と している。 SK21480出土の(第138

図525)・SK22739出土の(第138図527)は敵打の際に剥離を起こしている。 SK23045出土の(第138図

526)は先端よりやや平坦部方向へず、れた位置に敵打痕が残る。

台石・石皿(第132図485、第138図528'""第139図532)

S K64076からは細粒砂岩製の台石(第132図485)が出土した。頂部の最も平らである一部に敵き痕が
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第 3~ 調査の成果
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残り、周囲は磨り面と して利用されている。一端は大きく欠損する。

S K21926からは細磯岩製の台石(第138図529)、SK62731からは中粒砂岩製の台石(第138図528)、

S K60696からは組粒砂岩製の台石(第139図531)、 SK64650からは細粒砂岩製の台石(第139図532)、

S K30113からは細磯岩製の石皿(第139図530)が出土した。(第138図528・第139図531・第139図532)

は板状の離を用い平坦面に磨面・敵打痕を有するもので、住居や土坑墓から出土している台石と石質 ・

形状も類似しており本遺跡で最も一般的なタイプのものである。

その他の石製品(第139図533......535)

S K70627からは滑石製の垂飾 (第139図533)が出土した。小形品だ、がつやが出るまで全体を磨き込ん

で作られており丁寧な仕上がりとなっている。出土品と土坑の規模から SK70627は土坑墓の可能性も

あるが、土坑墓集中エリアから若干離れていることと不定形なことから、ここでは土坑扱いとした。

S K21237からは凝灰質砂岩の砥石(第139図534)が出土している。

S K22299から出土した(第139図535)は珪質凝灰岩で、全体が研磨されたように滑らかであり先端に

研磨により面が形成されているため磨製石斧の一部としたが、磨石の可能性もある。
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突を付け、条の太'd約'O.3cmのRL縄文を付けた北裏C式土器である'" (欝142国551)は粂の太さ約0.2閣

のRL縄文を付けた北灘C式土器である。(第142図552)は条の太さ約0.2cm、載さ約O.4cmでrの絡条帯

伍痕を付けた北襲C式土器。(第142図553)は縄文を付けた北轟C式土器である。(第142囲554)は縄文

を付けた北諜C式土器である。(第142図555)はミニチュア土器の腰部付近で、条の太'd約0.2憾のRL

縄文を付けた北韓C式土器である。(第142図556)は披状口縁部に沿って鑑帯を付け区闘し、条の太1予約

0.2佃のRL縄文を施した拍臆敷式土器である。(第142留557)は口縁部に沿って粘土紐を貼り、半載竹

管状工具で沈線を付けた北屋敷式土器である。(第142図558)は口融部に竹管状工島で連続瓜形文を討け

た北麗敷式土器である。(第142関559)は口縁部に竹管状工具で連続爪形文を付けた北屋敷式土器である。

(第142国560)は口縁部に離帯を貼り付けた北麗敷式土器である。(第142臨時1)は口縁部を半載竹管状
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は縦位沈離で区揺した中に条の太さ約'0.5惜のRL縄文を付けた中期前半から中葉の土器である。(第

143図593)は沈離で区画した中に条の太さ約0.3cmのRLの多条縄文を付けた中期前半から中棄の土器で

ある。(第143甑594)は口縁から条の太さ約0.4側、長さ約2.2cmのLRの縄文を付けた中期前半から中葉

の土器である。(第143臨595)は条の太き約0.4個、長さ約2.1佃のRLの縄文を付けた中期前半から中葉

の土器である。(第143図596)は条の太き約0.3畑、 RLの多条縄文を付けた中期前半から中葉の土器で

ある。(第143図597)は条の太さ約0.3砲のRL縄文を付けた中期前半から中棄の土器である。(第143酪

598)は条の太さ約0.3cmのLR縄文を付けた中期前半から中葉の土器である。(第143溜599)は条の太さ

約0.4閣のRL縄文を付けた薄手土器の中期前半から中葉の土器である。(第143図600)は条の太さ約0.4

mのRL縄文を付けた中期前半から中葉の土器である。(第143図601)は条の太さ約0.4邸、長さ約1.6咽
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第3i江調査の成果
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， iに円形の富みを封¥:川:! 'ある。(第144臨621iい、旬、iノl、!i 、半裁竹管状工具十

線で 棒状工具で束IJ突を 器である。(第144図 と帯

を付 弓形と四角形のくほ 尤線区爾内に半裁竹 ー こ沈

線を を垂下した曽手IJmメ 14図623)は口縁部l せ、

半諮 問玄匝iした中に沈紙 士慌である。(第14L 占土

帯を ._. . ..__ _ _ ，_ .11"，線を附した曽利IIL._~_ _ _ _ _ ".5144閲625)は口縁音f 一 一吋一._t肥

JJl;させ、半裁竹管状.1キ i¥1 した替相盟式土器、ふ (1 5:dUi36)は口縁部iこ粘土干j

: t肥圧化きせ、半裁J11

は口縁部に騒帯を i'_i

し， .曽京Urn式土器であ十

た中に逆ハ状に沈A'ー/ し川 13!? ミ土器である。(第l~l::

:麓である。(第144密'，) : 1 帯を付け、渦巻き;，

J7は口鶴部に隆帯を事， ， …，こりに、関取式土器である。ん

を渦巻き状に付 むある。(第144図63 を渦

式土器で、ある。(第 を無文にし、!阿部と きを

144[ 

き

付わ ある。

部にY:I犬のヲぞj包をホ 見でfj}1~t7~に沈1患をメ であ

』一一一河形

flj III 

盟式

ス

刺安

5=t:i 

~U..) I，:I: !I綜部を無ア-1，ごい.~-小. ~I"_ ，jO"~ '"-rnTぞあろ v (第 14う図的>...I_~ .cn 11 

線を施した曽手iJIII ~ 45院1637~640 ・642、

凶641)は釣手土器σ に半裁竹管状工具て

643)はl盗措で渦巷 式土器である。(詩

い(第145図649)ね

たき利国式土器である

事で禍巻きを付けた

付けた曽利 III 式土~ 1647・648)は|降帯主 器で

-i ，_1 ::;た曽利皿式土器でま〆 (:l i JU(J :;JJ!jj は陸帯で縦位に区し

い陸帯で渦巻きを村上:-;:- 、あ る 。 ( 第145関653)

1L30(第145図655)はい 1 i_，、区舗内に縦位の

654 

えれた曽f1J田式土器

L欝146関6fio)は臨調，ー しJ-i{¥、縦柑の枕離券入れ土〕ノi-:Uill '_:H '(_ ，今ろハ(智146関657)
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に、半裁竹管状工具で縦位に沈鯨を付けた曽利W式土器である。(費il47鴎693)は睦帯で渦巻き状に区間

した中に、半裁竹管状工具で縦位に洗練を持けた欝利lV式土器である。(第147図694)は口縁部と腕部の

境に双環状拙手を材け、渦犠き隣帯や弧状離帯で区画した中に、櫛歯状工具の沈織を付けた曽利W式土

器である。(第147図695)は離帯で区酷した中に櫛歯状工具で斜位と縦位沈擦を付け、指頭状の縦披状沈

j穣を付けた曽利W式土器である。

(第148図696)は渦巻き陸帯で区間した中に、半載竹管状工具で縦位に洗緯を付けた曽利W式土器であ

る。〈第148図697)は隆帯で区画して半裁竹管状工具で縦般に沈繰を付けた曽和UlV式土器である。(第148

盟698)は胸部に隆帯を綾位に付けた鶴利lV式土器である。(第148閲699)は縦位の隆帯を付け半載竹管

状工具でハ状に沈繰を施した曽和UlV式土器である。(第148踊700)は臨帯を付け半裁竹管状工具で縦位沈
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多条縄文を付け、半載竹管状工具による沈緯で限踊した加韓邪UE3式土器である。(第151鴎7沌)は半載

竹管状工具による沈線で区画し、区園内に太き約O.3cmのRLの多条縄文を付けた加曽利E3式土器で

ある。(第151図779)は条の太さ約0.4畑、長さ約2仰のRL縄文を付け、半載竹管状工具による沈鰻で

区画した加曽科E3式土器である。(第151関780)は条の太i予約0.3閣のLR縄文を付け、半載竹管状工

具による縦位沈離で区画した加曽利E3式土器である。{第151題781)は半裁竹菅状工島による縦位と縦

波状沈緯を付け、哉の太さ約0.3佃のL良縄文を施した加韓利日 3式土器である。{第151図782)は条の

太さ約O.4cmの LR縄文を施し、主幹載竹管状工具の縦位と縦披状の沈緯を付けた加曽事~E 3式土器であ

る。(第151劉783)は条の太さ約0.4盟、畏き約2.4cmのRL縄文を施し、半裁竹管状工具の縦位沈線を付

けた加曽利E3 式土器である。(第151~784) は条の太'ð約む.4cmのRL縄文を村け、半裁竹管状工具の
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第3翠調査の成果

条の太さ約0.4cmのRLの縄文を付けて、縦位に沈線を施した加曽利E3式から加曽利E4式土器であ

る。(第152図821)は条の太さ約0.5cmのRLの縄文を付けて、縦位に沈線を施した加曽利E3式から加

曽利E4式土器である。(第152図822)は条の太さ約0.3cmのLRの縄文を付け、半載竹管状工具で縦位

沈線を付けた加曽利E3式から加曽利E4式土器である。(第152図823)は条の太さ約0.4cmのRLの縄

文を付けて、縦位に沈線を施した加曽利E3式から加曽利E4式土器である。(第152図824)は条の太き

約0.3cmのLRの縄文を付けて、縦位に沈線を施した加曽利 E3式から加曽利E4式土器である。(第

152図825)は条の太さ約0.3cmのRLの多条縄文を付け、半載竹管状工具で縦位に沈線を付けた加曽利E

3式から加曽利E4式土器である。(第152図826)は条の太さ約0.4cmのRLの縄文を付けて、縦位に沈

線を施した加曽利E3式から加曽利E4式土器である。(第152図827)は条の太さ約0.3cm、長さ約1.2cm

のRLの縄文を付け、へラ状工具で縦位に沈線を施した加曽利E3式から加曽利E4式土器である。

(第152図828)は条の太さ約0.3cmのLRの縄文を付け、半載竹管状工具で縦位に沈線を施した加曽利E

3式から加曽利E4式土器である。(第152図829)は条の太さ約0.3cmのRLの縄文を付け、半載竹管状

工具で縦位と横位に沈線を付けた加曽利E3式から加曽利E4式土器である。(第152図830)は条の太さ

約0.3cmのLRの開端を自身で結節した縄文を縦位に回転し、縦位に沈線を施した伊那系加曽利E3式

から伊那系加曽利E4式土器である。(第152図831)は条の太き約0.3cmのRLの縄文を付け、縦位に沈

線を施した加曽利E3式から加曽利E4式土器である。(第152図832)は条の太さ約0.4cmのLRの縄文

を付けて、縦位に沈線を施した加曽利E3式から加曽利E4式土器である。(第152図833)は条の太き約

0.2cm、長さ約1.8cmのRLの縄文を付けて、縦位沈線を施した加曽利E3式から加曽利E4式土器であ

る。(第152図834)は条の太さ約0.3cmのLRの縄文を付けて、縦位に沈線を施した加曽利E3式から加

曽利E4式土器である。

(第153図835)は条の太さ約0.4cmのRL縄文を付け横位沈線で区画した加曽利E3式から加曽利E4

式土器である。(第153図836)は縄文を付けた加曽利E3式から加曽利E4式土器である。(第153図837)

は条の太き約0.4cmのLR縄文を付け、半裁竹管状工具で沈線を施した加曽利E3式から加曽利E4式

土器である。(第153図838)は条の太さ約0.3cm、長さ約2.1cmのRLの縄文を付け縦位沈線で区画した加

曽利E3式から加曽利E4式土器である。(第153図839)は条の太さ約0.2cmのRL縄文を付けた加曽利

E 3式から加曽利E4式土器である。(第153図840)は条の太さ約0.3cm、長さ約2.5cmのLRの多条縄文

を付け、半載竹管状工具で隅丸方形に沈線区画した加曽利E4式土器である。

(第154図841)は波状口縁に条の太さ約0.4cmのLRの縄文を付け、 2個単位の把手が付いた加曽利E

4式土器である。(第154図842)は口縁が内湾し、半載竹管状工具で横位と曲線の沈線を付け、半載竹管

状工具で条線を斜位に施した加曽利E4式土器である。(第154図843)は口縁部から条の太き約0.3cmで、

多条のRL縄文を付け、半裁竹管状工具で区画した加曽利E4式土器である。(第154図844)は口縁に竹

管状工具の沈線で区画し、条の太さ約0.3cm、長さ約1.3cmのLRの縄文を付けた加曽利E4式土器であ

る。(第154図845)は条の太さ約0.3cmのLRの縄文を付け、竹管状工具で沈線を施した加曽利E4式土

器である。(第154図846)は口縁に条の太さ約0.3cmのLRの縄文を付けた加曽利E4式土器である。(第

154図847)は粘土紐を横位に付け、 条の太さ約0.3cm、長さ約1.6cmのLRの縄文を施した加曽利E4式

土器である。 (第154図848)は条の太き約0.2cm、長さ約1.8cmのL縄文と縦位沈線を付けた加曽利E4式

土器である。(第154図849)は条の太さ約0.4cmのRLの多条縄文を付け、縦位沈線で区画した加曽利E

4式土器である。(第154図850)は条の太さ約0.5cmのRLの多条縄文を付け、縦位沈線で区画した加曽

利E4式土器である。(第154図851)は縄文を付け縦位沈線で区画した加曽利E4式土器である。(第154

図852)は条の太さ約0.3cmのLR縄文を付け縦位沈線で区画した加曽利E4式土器である。(第154図

853)は条の太さ約0.4cmのRL縄文を付け、縦位沈線で区画した加曽利E4式土器である。(第154図
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第3'1統繍査の成
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Q 。
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，tけ、縦位沈離で区，" 1，1 

と器である。(第154

':52)は条の太さ約G‘

R _，  ._ーマ F

!ミ土器である。(第lf'~ 

、的。寵5恨のRL縄文a

;tけた加曽和UE4式二

子底経7.5c盗である。 O.4cmのRLの多条

54図864)はYJミ鉢形土 片文をや

で!底京;

め，:;)0 

した加曽手lJE4ズ

会ミの太さ約| のRL組jζを付けた で

221羽2568) と同一時
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3式土器である。(

結節した原体を縦佐
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那系力1I関手IJE 3 
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(第155悶873) は~'~"- (1 ')ヘ
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. [56国879)は口縁部'，;，I '~舗の LRの繍端金 i: 「 { i J!jJ/;三を縦位に回転施文 、
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に付け、竹管状工具の沈線で区画した伊那系加曽利E3式から伊那系加曽利E4式土器である。(第156

図882)は口縁部に 2本の横位隆帯を付け、隆帯の聞に半載竹管状工具で刺突し、条の太さ約O.2cmのR

Lの開端を自身で結節した原体を縦位に回転施文し、竹管状工具で沈線を付けた伊那系加曽利E3式か
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第3責辞 書事変の湯
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【 156図886)は条の太;
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Lム」乃関端を結節した廓
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第3J障驚査の成 i

の刺ヲ 胸部の境に半故竹程 施した東鎌塚原式ま ま1

915) ifこ竹管状工具で刺 ミ式ニt'. {1~iである。(等 部

から事 条線を入れ、口縁(" 工民でj光線を付け、 売

を施[ である。(第157[玄[9 地文として半故竹官 能

を入才一 文と弧状刺突を付レ ーー一一←…ーである。(第157ほ[9

'，' iた工具で地文の斜位/日:-!伏工島で弧状に太" t壕蕗式土器である。

157図919)は口縁か}Jj / l f地文の沈離を付け ! 、t離を施した東錬塚}，

:普である。(第157密1:):_J)) ;: ; ! ! ii-， 、とに半載竹管状工具(い!子、沈繰風の剰突でi

りと施した斑鎌壕原式;山 十一 .'1，-，7図921)は口縁から、-具で説く流離を付，j、
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入れ、 一 伊 ". - "-線を付けた東鎌塚K .~_'，. ー→ . ， .f1157図926) は胴部~~・ υ ー，守 r. _ _ .  縦

息状4こ沈線を擁した{il l iil!;: 干しとるる。(第157図927~ 、!二!詫竹管状工具で地文つ

忠線や斜栓沈線を付ijld{(i i \l 聾である。(第157~註jJii)11 山、:こ /ι三 1/ )太き約O.2cmのRL'つ

を自身で結節した原(j、 I[け 半離竹管状工其のて|ノ十 t日系加曽京UE4式土 ri ，~ 
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(/， i R縄文を付けた中探 ，f: ' C (第158園960)は， ιJ、 '引I/'i況 L縄文を付けた中

の土? 158図961)は条のメ

又さ約O.4cmのRL講

すけた中期の土器と

'た RLの縄文を付1

を付けた中期の

と思われる。(

k1964) は条の太さj

lわれる。(第158図E

1太
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1581玄

さ約(

さの]

rffi(九日日一ι 也・.".~.1jtnの土と思われー
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1に、条の太さ約O.; 

は半t リ克線で渦巻状に区

土器、 71) は縦牧に沈線を

J構内形と縦位沈繊をパ 川ノi!r，日'(:騰である。

11159図973)は縦位(パム !日/…川三内 I式土器である《

操を材けて区酷し、 1" 1)、J 伏工具で地文に薄く

， (第159図975)はぺ .，刊

J67) け条のプ三ざ約。…~.-日日........ ...no..._ L"__"_ • ~I け

と思われる。(第15~ ， ;:1犬
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ある。(第1581'i2
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の太さ約0.5cmのRLの撚りのあまい縄文を付けた後期前半土器である。(第159図978)は条の太さ約0.4

cmのLRの縄文を付け、縦位の半裁竹管状工具の沈線で区画した後期前半土器である。(第159図979)は

条の太さ約0.3cmのLRの縄文を付け、縦位の半裁竹管状工具の沈線で区画した後期前半土器である。

(第159図980)は条の太さ約0.3cmのLRの縄文を付け、隆線と縦位の半載竹管状工具の沈線で区画した

後期前半土器である。(第159図981)は条の太さ0.2cmのLRの縄文を付け、弧状に半載竹管状工具の沈

線で区画した後期前半土器である。(第159図982)は縦位に半裁竹管状工具の太い沈線で区画した後期前

半土器である。(第159図983)は竹管状工具の細い沈線を付けた後期前半土器である。(第159図984)は

条の太さ約0.4cmのRLの縄文を付け、縦位の沈線で区画した後期前半土器である。(第159図985)は縦

位の沈線で区画した後期前半土器である。(第159図986)は弧状沈線で区画した後期前半土器である。

(第159図987)は弧状沈線で区画した中に条の太さ約0.3cmのRLの縄文を付けた後期前半土器である。

(第159図988)は縦波状の沈線を付けた後期前半土器である。(第159図989)は縦位に隆帯を付けた後期

前半土器である。(第159図990)は条の太さ約0.3cm、長さ約1.8cmのLRの縄文を付けた後期前半土器で

ある。(第159図的1)は条の太き約0.3cm、長さ約1.8cmのLRの縄文を付けた後期前半土器である。(第

159図992)は条の太さ約0.3cmのRL縄文を付けた後期前半土器である。(第159図993)は底部付近の破

片で半載竹管状工具の沈線を横波状と横位に付けた後期前半土器である。(第159図994)は底面に木葉痕

のある後期前半土器である。(第159図995"'997)は口縁部を無文にした時期不明土器である。(第159図

998)は器面横位に隆帯を貼り付けた時期不明土器である。(第159図999)は器面横位に隆帯を貼り付け、

聞に縄文を施した時期不明土器である。(第159図1000)は半裁竹管状工具で縦位に沈線を付けた時期不

明土器である。(第159図1001)は条の太さ約 0.3cmのLR縄文を付け、斜位の沈線を施した時期不明土

器である。(第159図1002)は口縁部と胴部の境に隆帯を貼りくの字状にした時期不明の土器である。(第

159図1003)は薄い沈線を縦位に付けた時期不明の土器である。(第159図1004)は縄文の条の端が撚り

戻っており、条の太さ約0.4cmのLR縄文を付けた時期不明の土器である。(第159図1005)は条の太さ約

0.3cmのLR縄文の付いた時期不明の土器である。(第159図1006)は条の太き約0.3cmのRL縄文を付け

た時期不明の土器である。(第159図1007)は条の太き約0.3cmのLRの多条縄文を付け、半載竹管状工具

の斜位沈線で区画した時期不明の土器である。(第159図1008)は条の太さ約0.3cmのRLの縄文を付けた

時期不明の土器である。

(第160図1009)は条の太さ約0.3cmのRL縄文を付けた時期不明の土器である。(第160図1010)は条の

太さ約0.3cmのLR縄文を付けた時期不明の土器である。(第160図1012)は胴部にX状把手を付けた鍔付

き土器で中期末から後期の製品である。(第160図1011・1013'"1019)は底部の破片で型式不明で、ある。

(第160図1020)は底部の破片で、 条の太さ約0.3cmのRL縄文が付いた型式不明の土器である。(第160

図1021)は底部の破片で、縦位の沈線が付いた型式不明の土器である。

(第160図1022"-'1040)は遺物集中区出土の土製円盤で19点出土した。 (第160図1022)は隆帯を付け半

裁竹管状工具で沈線を施し、形状が楕円形に近い。中期中葉の土器で周辺の研磨はない。(第160図

1023)は隆帯を付けて形状が円形である。加曽利E3式から加曽利E4式土器で周辺部を全体的に研磨

している。(第160図1024)は縦位の半裁竹管状工具の沈線を付け形状が円形である。東鎌塚原式土器で

周辺部全体を研窮している。(第160図1025)は隆帯を付け形状が楕円形である。中期後半の土器で周辺

一部を平らに研磨している。(第160図1026)は半載竹管状工具で斜位沈線を付け形状は円形である。曽

利N式土器で周辺部全体を研磨している。(第160図1027)は隆帯が付いており形状が楕円形に近い。中

期末の土器で周辺部全体を研磨している。(第160図1028)は隆帯を付け形状が不定形である。中期末の

土器で周辺一部を研磨している。(第160図1029)は無文で形状が不定形であり、時期不明で周辺全体を

研磨している。(第160図1030)は無文で形状が不定形である。時期不明の土器で周辺一部を研磨してい
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る。(第160図1031)は文様不明で形状が隅丸方形である。時期不明の土器で周辺全体を研磨している。

(第160図1032)は無文で形状が不定形である。時期不明の土器で周辺一部を研磨している。(第160図

1033)は文様不明で、不定形である。時期不明で周辺一部を研磨している。(第160図1034)は文様不明で、
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第3章調査の成果

形状が不定形である。時期不明で周辺一部を研磨している。(第160図1035)は無文で形状が不定形であ

る。時期不明で周辺一部を研磨している。(第160図1036)は文様不明で形状が不定形である。時期不明

で周辺全体を研磨している。(第160図1037)は縄文を付け不定形である。時期不明で周辺一部を研磨し

ている。(第160図1038)は文様が不明で、形状が円形に近い。時期不明で周辺全体を研磨している。(第

160図1039)は文様不明で‘円形に近い。時期不明で周辺全体を研磨している。(第160図1040)は文様不明

で円形である。時期不明で、周辺部全体を研磨ている。(図版10、左中央)は口縁部と胴部の境に双環状把

手を付け、条の太さ約0.4cmのRL縄文を施し、指頭状の沈線で縦楕円形に区画する加曽利 E4式土器

と思われる土器で、胴部の径が約50cmになる。

[遺物:石器]石器は、石鯨、石錐、スクレイパー ・二次加工剥片、打製石斧、石錘、磨石・敵石、台
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石が出土している(第161図1041"-'第168図1097)。ここでは器種ごとにまとめて記述する。

(1)石鍛(第161図1041"'"1061) 

半数が諏訪星ヶ台産の黒曜石製で、あとは珪質頁岩とチャー トを使用している。平基無茎鍛と尖基鍛

は2点ずつのみで、他は凹基無茎錬・長脚鍛が占める。完形品は少なく先端部やかえし部が欠損してい

るものが多い。報告書に掲載しなかったが、欠損した先端部や脚部などの小片も多数含まれていた。

(2 )石錐(第161図1062)

珪質頁岩製で、錐部が短く扶り部をはっきり作り出しである。つまみ部の調整は粗い。

(3 )スクレイパー・二次加工剥片(第162図1063.....1068) 

調整が細かいものをスクレイパ一、粗いものを二次加工剥片とした。粘板岩・珪質頁岩 ・チャート を

使用している。刃部が l辺のものと 2辺のものに大別される。(第162図1065)は尖頭状の個所を作り出

すことを意識して 2辺を調整している。(第162図1068)はチャートのスクレイパーに分類したが、石鍛

の未製品の可能性もある。

(4 )打製石斧(第163図1069.....第165図1083)

砂質粘板岩・細粒~粗粒砂岩制が主流で、粘板岩・珪質頁岩製を l点ずつ含む。短冊形(1069"-'1074)、

接形(1075"-'1078)、形態不明品 (1079"-'1 083)に分けられ、欠損品や未製品が多い。 (1077"-'1 080)は

刃部に使用痕が見られ磨耗している。 (1081・1082)は側縁の調整がほ とんど見られないため、 未製品と
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した。(1082)の下端には小さな敵打痕が複数残る。

(5 )石錘(第165図1084"""1087) 

いずれも扇平な粘板岩製で縄掛け部2か所を有する打欠石錘の完形品である。(1085)は縦軸と横軸の

長きが同じで重量は16.8gとやや小ぷりである。その他は長軸の両端に縄掛け部が設けられ、重量は

21.1g'"'-'49.3gで本遺跡内の最も標準的なタイプに類するものである。

(6 )磨石・敵石(第166図1088.....，第167図1096)

中~組粒砂岩・砂質粘板岩・凝灰質組粒砂岩・花闘岩が用いられ、磨りと敵きの機能を両方有してい

るものが目立つ。(第166図1088・1089)は直方体状で各面を磨面と して、長軸の先端部を敵面として利
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る石材を利用した磨敵石である。

(7)台石(第168図1097)

1 : 4 10cm 

用している。(第166図1090)は

棒状の磨石、(第166図1092)は

やや肩平な長楕円形の磨敵石で

ある。

(第166図1091)は組粒砂岩製

でやや小ぶりの敵石である。敵

打痕は全体的に観察できるが、

長軸中央付近の凹みが顕著で、あ

る。全体が磨滅しているが、長

軸の一端が磨面として最も顕著

に使用されたらしく鏑のような

稜が残る。(第167図1094)は小

形で尖頭状をしており尖った部

分に磨面が残るため、磨石と し

た。 (第167図1096)は天竜川水

系の花闘岩製磨敵石で、扇平円

礁の平面は磨面・円周を敵面と

して使用している。本遺跡の中

で最も粒子が組くざらつきのあ

中粒砂岩製で小形の台石と思われる。底部が欠損しているが形状は立方体状で上面と側面に磨面が見

られ、 ともに台部と して機能していた と思われる。

S X7002 (第169図)

[遺構]遺物集中地点の半ばからは土坑状の SX7002が検出された。主体となる部分は長軸2.7m、短軸

2.1mの楕円形状で、深きは50cmとなる。レンズ状の堆積がみられるため風倒木痕によるものとは考えに

くし人為的に掘られ自然に埋没したものと考えられる。東側には不定形な小土坑が2か所取り付いて

いる。

[遺物](第169図1098)は条の太さ約0.3cmのRL縄文を付け、半載竹管状工具で斜位に沈線を施した咲

畑式頃の土器と思われる。(第169図1099)は隆帯で区画し、区画内に沈線を付けた曽利回式土器である。

(第169図1100)は口縁部が外反して、胴部に粗雑な条線を付けた後期前半の土器である。
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5 風倒木痕と出土遺物

風倒木痕と考えたのは平面的には馬蹄形や半月形、あるいは不定形を呈する土坑である。馬蹄形や半

月形の場合は、倒れて根が持ちあがった側に窪みができているのであろう。不定形のものは、あるいは

立ち枯れているのかもしれなし=。底面は平らになるものは少ない。覆土がブロック状になったり、オー

ノてーハングする場合もある。

今回図示した風倒木痕は、遺物が出土しているものを主体とした。遺物が確認できるものは稀である

が、打製石斧が含まれることがある。根や、根の間に合まれていた何かを探っていたのであろうか。土

器がまとまって出土した例は SX63919の l基のみである。

風倒木痕の分布は広範囲に及ぶが、 A区から B区の北側、 C区の中央付近、 D区の中央から北側は希

薄となる。土坑墓と重複する例は認められず、竪穴式住居と重複する例も少ないので、意図的に森が伐

採された部分があるのかもしれない。

S X21751 (第171図)

{遺構] 1 11グリッドで検出された。南東に聞く長軸3.3m、短軸2.3mの、西側が広く窪む馬蹄形状を

呈する。この木は南東側に倒れ、西側の根が抱えていた土が大きく起こされたものと考えられる。

[遺物】文様のわかる土器2点が出土した。(第171図1101)は条の太さ約0.4cmのLR縄文を付け、内面

擦痕を施した型式不明の土器である。 (第171図1102)は薄手の北屋敷式土器である。

S X64794 (第172図)

{遺構]M19'" N20グリッドで検出された。直径2.4m前後の不定形を呈する。北側に直径0.8'"1 m程

度の土坑状の窪みが連続し、南側が深くなるためにこの部分が段のように残されている。南側の窪みは

長軸2.28m、短軸1.65mの不定形で、下端が南東側に寄っている。底面は丸く、北側の段から45cm程度の

SX63919 

SX21751 

SX84794 

。 1 : 2.500 100m 

SX8822 

第170図風倒木痕分布状況
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深さがある。

[遺物]出土していない。

S X63919 (第173図)

【遺構] 1 25グリッドで検出された。長軸2.6m、短軸2.2m前後の不定形を呈する。下端は深さ28'"'-'50

cmの位置にあり、南側に行くに従って深くなる。覆土は根の腐食した部分や、倒れることによって持ち

あがった部分に土が流れ込んでいるようで、縦横に細かく入り組んでいる。

中央南よりの、底面からおよそ50cm浮いた位置から深鉢が l個体まとまって出土している。この土器

を含む土坑上に木が発育した可能性もあるだろう。あるいは倒れて起こされた土に何らかの要件で入れ

こんだものかもしれない

[遺物]文様のわかる土器が l個体出土した。(第174図1103-1)の把手頂点は皿状に窪めており、 3単

位の彫りの深い渦巻き沈線を付ける。把手(第174図1103-1)を横位から見ると把手に付いた左右の渦巻
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き沈線が目のようになり、垂下した把手に半裁竹管状工具で2本の縦位沈線を付けて、鳥の鴫状になっ

ている。この把手を中心に置くと口唇部左右に断面三角形の隆帯を貼り付けている。口縁と胴部の境は

括れて 3本から 4本の細い横位隆帯を付け、隆帯上に連続刺突を施している。横位隆帯の下には横位に

流れるような4単位の連弧状沈線と渦巻き状沈線が付いている。(第174図1103-2)の2単位の把手は、

渦巻き沈線と横位沈線を組み合わせた文様で、中間に半円形の穴を穿っている。左右の把手をつなぐ口唇

部は隆帯を付け、波底部と胴部括れ部の横位刻み隆帯をつなぐ 3本の橋状隆帯を付ける。横位の刻み隆

帯をまとめるように低いX状の突起を付ける。土器の口縁部を上から見ると楕円形になり、把手間の幅

(第174図1103-2)が約28.5cm、別の面の口径(第174図1103-1)が約20.2cmで、ある。把手の頭頂部の幅

7.5cm、把手の長さ10.3cmで、あり伊那系曽利II式から伊那系曽利回式土器である。

S X64216 (第175図)

[遺構]Q26グリッドで検出された。長軸2.75m、短軸1.64mを測る不定形を呈し、北西側に張り出し

状の段を持つ。北西側の段は直径0.8m前後の不定形で、北西隅がへそ状に飛び出している。底面は平

坦であるが南側に行くに従い次第に浅くなる。南東側に連続する土坑状の部分は長軸1.9m、短軸1.6m 

ほどで、下端が南西側に開く馬蹄形状に巡っている。

[遺物]砂質粘板岩製の打製石斧が l点出土した (第175図1104)。素材剥片の長軸部に調整を加え頭部
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第174図 S X63919出土遺物

と刃部を作り出し、 表にはほぼ全て原磯面を残した蟻形である。完形品であり、風倒木を掘り起こす作

業中に柄からはずれ土中に取り残されたのであろうか。

S X30322 (第176図)

[遺構] J • K29グリッドで検出された。長さ4.4m、最大幅1.6mの半月状を呈する。 下端は長細 く、
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南東側に寄っている。長手方向には、中央部分が75cm前後と最も深く、両端で一段浅くなる部分がある。

南東側に倒れる際に持ちあがった北西側に張った根の一部であろう。

[遺物]出土していない。
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S X64891 (第177図・第178図)

【遺構] Q27グリッドで検出された。長軸3.4m、短軸2.9mのややひしゃげた円形を呈する。下端は上

端に沿うような位置にあり、底面は広く平坦で、ある。北西側に長軸1.3m、短軸 1m程、深さ14cmの不

定形な窪みがある。

[造物]土器は l点が出土した。(第178図1105)は粘土紐を横位に貼り付けた勝坂式土器である。
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石器は、細粒砂岩製の分銅形を呈する打製石斧l点が出土した(第178図1106)。くびれ部を中心に素

材剥片の縁辺に細かい調整を加え、一方に原礁面を多く残している。基部の表面がやや磨耗しており柄

の装着された痕とも考えられる。完形品であるので、穴に風倒木を掘り起こす作業中に柄からはずれ土

中に取り残されたのだろうか。

S X8822 (第179図)

[遺構] P28グリッドで検出された。長軸3.6m、短軸2.6m程度で、南西側に聞く馬蹄形状を呈する。

北側は、長軸3.2m、短軸1.9m程度、深さ22cmの土坑状を呈する。南側の部分には大きくくびれて取り

ついている。下端は上端に沿う位置にあり、底面は緩やかに丸くなる。この木は南西側に倒れ、 東より

の根が抱えていた土が大きく起こされたものと考えられる。

[遺物]出土していない。

S X31202 (第180図)

[遺構] J 28グリッドで検出された。長さ2.95m、最大幅1.55mを測る半月状を呈する。北側には深さ

20cm前後の不定形の浅い部分が取りついている。南側の土坑状の部分は長軸2.25m、短軸1.4mのひ

しゃげた楕円形状を呈する。下端は楕円形で、東側に寄っている点は SX30322に類似する。底面は丸

くなだらかである。

[遺物]土器は 2点が出土した。(第180図1107)は口縁部から半裁竹管状工具で密接蒲鉾状平行沈線を

斜位に付けた曽利II式土器である。(第180図1108)は鉢形の底部と思われる。

石器は、砂質粘板岩を使用したスクレイパー l点(第180図1109)が出土した。剥片の辺縁にU字状に

調整を加え刃部と し、 刃部と向かい合う縁辺は弓なり状に刃潰し加工がされている。
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181図1131)は口藤から半裁竹管状工具で連続爪形文を付けた北難C式土器である冶(第181鴎1139)は半

載竹管状工具で連続爪形文を付けた北麗C式土器である。(第181閣1140)は口署部を断面三角にして、

半蔵竹管状工具で縦位に沈織を付けた北襲C式土器である。(第181園1141)は波状口縁に沿って半裁竹

管状工具で弧状沈緯と、縦位沈繰を付けた北裏C式土器である。(第181図1142)は被状口縁に沿って指

頭で摘んだように鑑みを付け、半載竹管状工島で斜位沈線を付けた北諜C式土器である。{第181関

1143)は液状口縁に沿って粘土紐を貼り、平らな粘土紐で区爾した中に半載竹管状工具で斜位の洗線を

付けた北轟C式土器である。(第181図1I44)は波状口縁に沿って粘土紐を横位と縦f立に貼り半裁竹管状

工異で斜位の沈練を付けた北裏C式土器である。(第181醤1145)は口縁部と胸部の境に粘土帯を鮎り有

段口緯嵐にして、半裁竹管状工具で弧状沈鯨を村けた北襲C式土舗である。(第181図1146)は断面三角
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1278)は平らなヘラ状工具で縦位にく状に連続車j突した北麗歎式土器である。(第186歯1279)は波状口

離に睦帯で楕円形に区画し、その中に先端三三角の平らなヘラ状工具で連線制捜した北麗敷式土器である。

(第186圏1280)は口緯部に隆帯を貼り材け区闘した中に、先端互角形の輔広のへラ状工其で連続束i突を

付け、中間でV状の粘土踏帯を貼った北麗敷式土器である。(第186函1281)は口緯部に薩帯で槽円懸の

区画を付け、接点をつまみ上げX状にし、区圏内に先端を少し尖らせた輔広のヘラ状工具で連続刺突を

付けた端麗数式土器である。(第186図1282・1283)は口容部に隆帯を付け毘画し、先端を三角にした輯

広のヘラ状工具で連続剰突を施した北麗敷式土器である。(第186図1284)は隆帯で区蹴した中に、ヘラ

状工具の先端を尖らせ灘続刺突を付けた北屋敷式土器である。(第186図1285)は陸帯で区画した中に、

ヘラ状の先端を三三角に尖らせた工具で連続期i突を付けた北麗敷式土器である。(第186関1286)は隆替を

232 



通:p奇襲、
F罰Im 

1252 

1257 

1253 1254 

P 
τラ⑩~VJ

h
v
ω
 

家
ハV
v
v

1261 

題ジ
1266 

1270 

1275 

1271 

1262 

1249 

1263 

1268 

、
1277 

1255 

織防

p 
1269 

第 3草調査の成果

1256 

-~、
1260 

1273 

1) 
1268 

p 
1274 

1279 

義的 襲警句
1288 

1284 -1?R<; 

寝顔援~D 鯛一、
1289 

1290 
1292 1293 1291 、 建欝 噂一、

1294 1295 1296 1297 1256 

第186図遺構外出土遺物6

。 1 : 3 10cm 

2::13 



4議ミ 議撃 p 。
1298 1299 1300 1301 1302 

鞠も t 
1304 1305 1306 1307 1308 

?
 

郡
山

v
nn円

以

ω
川内

μ刈，

器

1315 

1321 

1326 

1331 

ゑsd零ダ議3礎2

6 」 線?議F静J
B暢?司(劃品P

撃事g費量 2議妙

J 

1310 

喝lìiJ~' B 

1325 

13 
1328 1329 1330 

1331 "1332 

噂欝師。 し斗d
1334 1335 

。 1 : 3 10cm 

第187図遺構外出土遺物7

弧状に貼り、先端を三角にしたへラ状工具で連続刺突を付けた北屋敷式土器である。(第186図1287・

1296)は角状突起の先端が欠損しており、下の区画内に先端を三角にした工具で連続刺突を付けた北屋

敷式土器である。(第186図1288)は口縁に隆帯を付け区画し、区画内にへラ状工具と半裁竹管状工具で

刺突を施した北屋敷式土器である。(第186図1289)は波状口縁に沿ってへラ状工具で連続刺突した北屋

敷式土器である。(第186図1290)は隆帯を貼り付け区画した中に、先端を丸くした竹管状工具で連続刺

突を施した北屋敷式土器である。(第186図1291)は波状口縁に幅広の隆帯を貼り区画した中に、へラ状

工具の先端を尖らせた施文具で連続刺突を施した北屋敷式土器である。(第186図1294)は波状口縁に

沿って隆帯で区画し、区画内に先端三角のへラ状工具で斜位や横位に連続刺突を付けた北屋敷式土器で

ある。(第186図1295)は波状口縁の下の区画内に、先端三角のへラ状工具で連続刺突を付け、同一工具
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具で溜続剰突を付けた勝摸式土掃である。(第1.88図1340)は隆帯を付け半裁竹管状工其で連観剰突を施

した勝坂式土器である。(第l酪関1341)は横位騒帯を貼り、区画した中に半裁竹管状工具で横根沈繰を

付け、間一工具で連統制突を施した勝坂式土器である。(第188顕1342)は条の太さ約0.2cmのLRの縄文

を地文に付け、半載竹管状工其で縦位、斜位、横位に沈離を付けた船元盟式土器である。(第l槌関

1343)は波状口縁部に沿って、半載竹管状工具で横並に連鱗剰突した勝坂式土器である。(第188関1344)

は騒帯で槽円形に臨闘した中に、隆帯に沿って半裁竹管状工具の連続剰突を位けた勝坂式土器である。

(第188囲1345・1347)は浅鉢形土器で口唇部に沿って半載竹管状工具の連続瓢突を付けた勝探式土器で

ある。(第188額1346・1348)は口豪華の区画内に半載竹管状工具で縦位の連続刺突を付けた勝様式土器で

ある。(第188図1349)は睡帯を斜位に鮎り材け、半裁竹智状工其で斜位の連続期突を付けた勝城式土器
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である。(第188図1350)は横位隆帯に沿って半裁竹管状工具を連続刺突した勝坂式土器である。(第188

図1351)は半裁竹管状工具の横位連続刺突した勝坂式土器である。(第188図1352)は横位隆帯を付け、

隆帯に沿って半裁竹管状工具の連続刺突を施した勝坂式土器である。 (第188図1353)は半載竹管状工具

の横位連続刺突で区画した中に、連続刺突を付けた勝坂式土器である。(第188図1354)は隆帯を貼り、

隆帯に沿って半載竹管状工具の連続刺突を付けた勝坂式土器である。

(第189図1355)は口縁に沿って半裁竹管状工具の横位の連続刺突を付けた勝坂式土器である。(第189

図1356)は先端三角の竹管状工具で縦位と横位に連続刺突を付けた勝坂式土器である。 (第189図1357)

は隆帯で楕円形区画し、先端三角の半裁竹管状工具で連続刺突を付け、隆帯に沿って竹管状工具の連続
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刺突を付けた勝坂式土器である。(第189図1358)は隆帯に沿って先端三角の竹管状工具で刺突を施した

勝坂式土器である。(第189図1359)は隆帯で横位と縦位に区画し、隆帯に沿って先端三角の半裁竹管状

工具で連続刺突を付けた勝坂式土器である。(第189図1360)は横位と弧状の隆帯を交差して、それに

沿って、細い先端三角の半載竹管状工具で連続刺突と沈線を付けた勝坂式土器である。(第189図1361)

は隆帯で楕円形に区画し、それに沿って細い半裁竹管状工具で刺突し、区画内に細い半裁竹管状工具で

縦位の連続刺突を付けた勝坂式土器である。(第189図1362・1363)は横位の隆帯に沿って、半載竹管状

工具で連続刺突を付けた勝坂式土器である。(第189図1364)は隆帯に沿って半載竹管状工具で連続刺突

を付けた勝坂式土器である。(第189図1365)は波状口縁に沿って粘土帯を貼り、先端三角の竹管状工で

連続刺突を付けた勝坂式土器である。(第189図1366)は隆帯に沿って先端三角の工具で連続刺突した勝

坂式土器である。(第189図1367)は隆帯上部に半裁竹管状工具で連続刺突を付けた勝坂式土器である。

(第189図1368)は隆帯に沿って細い竹管状工具で連続刺突を付けた勝坂式土器である。(第189図1369)

は隆帯に沿って細い竹管状工具で連続刺突を横位、縦位に付けた勝坂式土器である。(第189図1370)は

口縁から隆帯を斜位に付け、隆帯に沿って半載竹管状工具の爪形刺突と先端三角の竹管状工具で連続刺

突を付けた勝坂式土器である。(第189図1371)は先端三角の工具で連続刺突を施した勝坂式土器である。

(第189図1372)は先端三角の竹管状工具で連続刺突を付けた勝坂式土器である。(第189図1373)は先端

三角の竹管状工具で弧状の連続刺突を施した勝坂式土器である。(第189図1374・1375)は横位隆帯に

沿って先端三角の竹管状工具で連続刺突を施した勝坂式土器である。(第189図1376)は横位隆帯に沿っ

て半裁竹管状工具で連続刺突を施した勝坂式土器である。(第189図1377)は波状口縁から斜位に隆帯を

貼り、隆帯上に連続爪形文と先端三角の連続刺突を付けた勝坂式土器である。(第189図1378)は隆帯を

貼り付け、隆帯に沿って連続爪形文と先端三角の工具で連続刺突を付けた勝坂式土器である。(第189図

1379)は隆帯を楕円形に貼り付け区画し、それに沿って先端三角の半裁竹管状工具で連続刺突を施した

勝坂式土器である。(第189図1380)は隆帯に沿って半載竹管状工具と先端三角の竹管状工具で連続刺突

を付けた勝坂式土器である。(第189図1381)は半載竹管状工具で横位に連続爪形文を付け、それに沿っ

て先端三角の竹管状工具で連続刺突を付けた勝坂式土器である。(第189図1382)は隆帯に沿って半載竹

管状工具で連続爪形文を付け、それに沿って細い三角の竹管状工具で、波状に連続刺突を施した勝坂式土

器である。(第189図1383)は隆帯を貼り付け、隆帯に沿って半載竹管状工具と先端三角の細い竹管状工

具で連続爪形を付けた勝坂式土器である。(第189図1384)は半載竹管状工具による連続刺突と、先端三

角の竹管状工具で連続刺突を施した勝坂式土器である。(第189図1385・1386)は半裁竹管状工具と先端

三角の半蔵竹管状工具による連続刺突を付けた勝坂式土器である。(第189図1387)は隆帯を横位に付け、

半裁竹管状工具で連続爪形文を施した勝坂式土器である。(第189図1388・1389)は隆帯を横位や波状、

V状に付け、隆帯に沿ってへラ状工具で刺突を施した勝坂式土器である。(第189図1390・1391・1393' 

1394)は半裁竹管状工具の爪形をつなげて区画し、区画内に爪形を付けた勝坂式土器である。 (第189図

1392)は先端を三角にした竹管状工具の連続刺突で区画し、半載竹管状工具の連続爪形文を付けた勝坂

式土器である。(第189図1395・1398)は横位隆帯を挟んで上下に半載竹管状工具の連続爪形を付けた勝

坂式土器である。(第189図1396)は半裁竹管状工具の連続爪形と先端三角の竹管状工具の連続刺突を付

けた勝坂式土器である。(第189図1397・1399)は隆帯上部や隆帯に沿って半載竹管状工具の連続爪形を

付けた勝坂式土器である。

(第190図1400)は半裁竹管状工具の連続爪形文で楕円形に区画し、中に細い先端三角の竹管状工具の

連続刺突を斜位の波状に入れ、外に条の太さ約O.lcmのRLの縄文を付けた勝坂式土器である。(第190

図1401)は隆帯で区画した中に半裁竹管状工具で楕円形に連続爪形文を付け、中に細い竹管状工具の連

続刺突を波状に入れた勝坂式土器である。(第190図1402)は隆帯で区画した中に竹管状工具で連続刺突
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施し、隆帯を円形に付けて竹管状工異で刺突を施した勝坂式土器である。(第191関1437)は設状口融か

ら睦帯を渡状に付け盛下し隠織を施し、区廟内に学載竹管状工具で東j突を施した勝模式土器である。

(第191図1438・1斜4• 1445)は隆帯上部に竹管状工具で東j突を付け沈離を施した勝坂式こと器である。(第

191鴎1439)は口縁部に沈鰻を付け、口綾部から陸帯を誰下した勝概式土器である。〈第l剖図1440)は悟

い隆帯を鮎り付け、竹管状工具で沈線を施した勝坂式土器である。(第191関1441)は陸帯を円形に貼り

付け、沈線と円形の嘩みを施した勝坂式土器である。(第191歯1442)は揺い鰻椿を誕状に付けた勝蝶式

土器である。(第191臨1443)は口縁部から隆帯を垂下した勝坂式土器で為る。(第191関1446)は口縁部

と胸部の境に横位権帯を貼り、陸帯上部を棒状工具で圧摸した勝概式土器であるα(第191関1447)は披

状口縁に陵情を貼り、棒状工具で刺突を施した勝坂式土器である。(第191関I併8)は隆帯の上を棒状工
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具で押さえた勝坂式土器である。(第191図1449)は横位に隆帯を付け、隆帯に沿って半載竹管状工具で

刺突を施した勝坂式土器である。(第191図1450)は隆帯を貼り付けた勝坂式土器である。(第191図1451) 

は隆帯を付けて沈線で区画した勝坂式土器である。(第191図1452)は口縁部と胴部の境に半載竹管状工

具で縦位に刻みを入れた勝坂式土器である。(第191図1453)は浅鉢形土器の口縁部に沿って隆帯を横位

と円形に貼り付け、横位隆帯に半裁竹管状工具で刻みを入れた勝坂式土器である。(第191図1454)は横

位隆帯を付け、半裁竹管状工具で縦位に刻みを入れた勝坂式土器である。(第191図1455)は横位隆帯に

沿って半裁竹管状工具で連続爪形文を付けた勝坂式土器である。(第191図1456)は隆帯を弧状に付け、

区画内に半載竹管状工具で縦位の沈線を施した勝坂式土器である。(第191図1457)は縦位に半裁竹管状

工具で沈線を付けた勝坂式土器である。(第191図1458)は口縁に沿って斜位に半載竹管状工具で沈線を

付けた勝坂式土器である。(第191図1459)は波状口縁を内反させ、口縁部に隆帯と半裁竹管状工具の弧

状沈線を付け、隆帯区画内に半裁竹管状工具で縦位沈線を施した勝坂式土器である。(第191図1460)は

口縁部に横位と弧状隆帯を付けた勝坂式土器である。(第191図1461)は口縁部に沿って横位隆帯を 2本

付けた勝坂式土器である。

(第192図1462)は半裁竹管状工具で斜位の沈線を付けた勝坂式土器である。(第192図1463)は条の太

さ約0.2cmのRの撚糸文を付けた勝坂式土器である。(第192図1464)は横位に隆帯を貼り、沈線を付けた

勝坂式土器である。(第192図1465)は横位に隆帯を貼り、沈線を付けた勝坂式土器である。(第192図

1466)は沈線で区画し、沈線に沿って竹管状工具で刻みを入れ、区画内に条の太さ約0.3cmのLRの縄文

を付けた勝坂式土器である。(第192図1467)は横位隆帯を付け条の太き約0.2cmのLの撚糸文を施して、

半裁竹管状工具で横位の沈線を付けた勝坂式土器である。(第192図1468)は条の太き約0.2cmのRLの縄

文を付け、半裁竹管状工具で爪状に刺突を施した勝坂式土器である。(第192図1469)は半裁竹管状工具

で横位の沈線を付けた勝坂式土器である。(第192図1470)は隆帯を弧状に貼り付け、隆帯に沿って竹管

状工具で連続刺突を施した勝坂式土器である。(第192図1471)は条の太さ約0.3cmのRLの縄文を付けた

勝坂式土器である。(第192図1472)は隆帯を横位に付け条の太さ約0.2cmのLの撚糸文を施した勝坂式土

器である。(第192図1473)は口縁部に棒状工具で圧痕し、半裁竹管状工具で横位の隆線を付けた勝坂式

土器である。(第192図1474)は隆帯を円形に貼り付け、条の太さ約0.3cmのRLの縄文を施した勝坂式土

器である。(第192図1475)は口縁部から条の太さ約0.2cmのLRの縄文を付けた勝坂式土器である。(第

192図1476)は横位に隆帯を貼り付けて隆帯上に横位沈線を施し、条の太さ約0.4cm、長さ約1.6cmのLR

の縄文を付けた勝坂式土器である。(第192図1477)は条の太さ約0.2cmと約0.3cmのLR原体を撚った縄

文を施した勝坂式土器である。(第192図1478)は条の太さ約O.3cmのRLの縄文を付けた勝坂式土器であ

る。(第192図1479)は条の太さ約0.3cmのRLの縄文を付けた勝坂式土器である。(第192図1480)は縄文

を付けた勝坂式土器である。(第192図1481)は口縁部が無文の型式不明の土器である。(第192図1482)

は口縁部を無文に して内面に段を付けた型式不明の土器である。(第192図1483)は口唇部に沈線で文様

を付けた勝坂式土器である。(第192図1484)は口唇部に半載竹管状工具で爪形文を付けた勝坂式土器で

ある。(第192図1485)は口唇部に竹管状工具で連続刺突を付けた勝坂式土器である。(第192図1486)は

無文の有孔鍔付土器で鍔の上部から内面に孔を貫通させた勝坂式土器である。(第192図1487)は口縁部

ら胴部をふくらめた勝坂式土器である。

(第193図1488)は隆帯を付け一部を削り取り、隆帯上に竹管状工具で円形刺突と沈線を施した中期中

葉土器である。(第193図1489)は口縁部に沿って横位に幅約しOcmの隆帯を付け、この隆帯上部に約0.5

cmの半裁竹管状工具で刺突を施し、隆帯直下から同一工具で、縦位に沈線を付けている。内面には約3.5

cm幅の段を施した中期前葉から中期中葉土器であり、口径は約20cmで、ある。(第193図1490・1491)は口

縁部と胴部の境に隆帯を横位に貼り付け、隆帯上部に半載竹管状工具で押し引きを付け、以下に縦位沈
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半裁竹管状工具の沈鰻で区画した中期前葉から中期中葉土器である。(第195園1552)は条の太宰約O.3cm

のRLの縄文を付けて、半数竹管状工具の沈線で区闘した中期前濃から中期中葉土器である。(第195図

1553)は条の太さ約0.6αnと約0.4側の原体を撚ったRLの縄文を付けて、半裁竹管状工具の縦位沈線で

誌踊した中期前葉から中期中葉土器である。(瀬195圏1554)は条の太さ約0.3cmのRLの縄文を村け、半

戴竹管状工具で離位の洗練を施した中期前葉から中期中葉土器である。(第195図1555)は条の太さ約0.5

舗のRLの縄文を付け、半載竹管状工具で縦位に区臨した中期前麓から中期中葉土器である。(第195図

1556)は条の太さ約0.2拙のRLの縄文を棺け、沈線を縦位と醜状に付けた中期前葉から中期中葉土器で

ある。(第195図1557)は条の太き約0.4個のRLの縄文を付け、竹管状工具で縦位沈線を施した中期前葉

から中期中葉土器である。(第1部部1558)は条の太さ約0.2閣のRLの縄文を付け、竹管状工具の弧状沈
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離栓に沈線を付けた中期前繁から中期中難土器である。(第196図1599)は半載竹管状工具で縦栓に沈鰻

を付けた中期前葉から中期中葉土器である。(鱒196図16∞)は半韓竹管状工具で縦位に沈繰を社けた中

期前葉から中期中葉土器である。(第196図1601)は学載竹管状工具で縦位と斜位沈離を付けた中期前葉

から中期中葉土器である。(第196閣1602)は半載竹管状工具で縦波状の沈線を付けた中期前葉から中期

中葉土器である。(第196臨1603......1605)は縦位や斜位に細い沈線を付けた中期前葉から中期中葉土器で

ある。(第196図1606)は半裁竹管状工具で太い縦位沈離を付けた中期前議から中期中葉土器である。(第

196図1(08)は縦泣に洗鰻を付けた中期前難から中期中葉土器である。〈第196圏1609)は条の太さ約0.5

側、長さ約2.8舗の LRの縄文を柑けた中期前議から中期中灘土器である。(第196園1.610・1(23)は条の

太さ約0.3仰のRLRの縄文を材けた中期前葉から中期中葉ごと様である。(第196随1611)は口緯部から条
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器である。(第197図1644)は縄文を付けた中期前葉から中期中葉と思われる土器である。(第197図1645)

法条の太き約0.4cmのRLの縄文を縦位走行させた中期前葉から中期中葉と思われる土器であるφ 〈鰯

197図1646)は殺の太き約0.3cmのRLの縄文を縦並走行させた中期前葉から中期中葉と態われる土器で

ある。(欝197図1647)は条の太さ約0.5憾と約0.3備を撮り合せたRLの繊維の粗い縄文を付けた中期前

葉から中期中葉の土器勺ある。(第197図1648)は条の太さ約0.3慣の縄文を付けた中期前葉から中期中葉

土器である。(第197図1649)は条の太さ約0.2cmのLRの縄文を村けた中期前葉から中期中葉と思われる

土器である。{第197掴1650)は薄手の無文で中期前葉から中期中葉と思われる土器である。{第197図

1651)は縦位に沈織の付いた中期前葉から中期中葉土器である。〈第197顕1652)は条の太き約0.4cmのR

Lの縄文を付けた中期前葉から中期中葉と思われる土器である。(第1抑留1653)は口唇部に条の太君約
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第3章調査の成果

0.4cmのRLの縄文を付け、口縁部を無文にした中期前葉から中期中葉と思われる土器である。(第197

図1654・1655)は波状口縁が内反し、無文の中期前葉から中期中葉と思われる土器である。(第197図

1656)は口唇部を平らにした中期前葉から中期中葉と思われる土器である。(第197図1657・1658・1660

----1664)は薄手の胴部で無文にした中期前葉から中期中葉と思われる土器である。(第197図1659)は棒

状工具で刺突を斜位に付けた中期前葉から中期中葉と思われる土器である。(第197図1665)は薄手で一

部に条線が付く中期前葉から中期中葉と思われる土器である。

(第198図1666・1671)は底面に網代痕が付き、底部の境に指頭痕を施した中期前葉から中期中葉土器

である。 (第198図1667)は薄手で底面を無文にして、底部に縦位の沈線が付いた中期前葉から中期中葉

土器である。(第198図1668)は薄手の底面に網代痕が付いた中期前葉から中期中葉土器である。(第198

図1669)は薄手の底部の中期前葉から中期中葉土器である。(第198図1670)は底部を無文にして薄手の

底面に網代痕が付いた中期前葉から中期中葉土器である。(第198図1672)は胴部に隆帯を貼り付けた曽

利 I式土器である。(第198図1673)は口唇部と口縁部に密接蒲鉾状平行沈線を付けた曽利H式土器であ

る。(第198図1674)は口唇部に密接蒲鉾状平行沈線を付け、口縁部に密接蒲鉾状平行沈線を弧状に施し、

縦位に波状隆帯を付けた曽利II式土器である。(第198図1675----1687)は口唇部や口縁部に密接蒲鉾状平

行沈線を斜位に付けた曽利II式土器である。

(第199図1688)は口縁部と胴部の境に密接蒲鉾状平行沈線を横位に付け、隆帯を波状と斜位に施した

曽利II式土器である。 (第199図1689・1691)は口縁部と胴部の境にX状の把手を付け、密接蒲鉾状平行

沈線を施した曽利II式土器である。 (第199図1690)は口唇部に密接蒲鉾状平行沈線を付け、口縁部にも

密接蒲鉾状平行沈線を斜位に施した曽利II式土器である。(第199図1692)は密接蒲鉾状平行沈線を斜位

に付けた曽利II式土器である。(第199図1693----1695・1703)は密接蒲鉾状平行沈線を縦位に付け、隆帯

で渦巻きゃ縦波状を施した曽利II式土器である。(第199図1696)は隆帯で渦巻きを付けた曽利H式土器

である。(第199図1697)は隆帯を弧状に付けた曽利H式土器である。(第199図1698)は密接蒲鉾状平行

沈線を付け渦巻き隆帯を施した曽利II式土器である。(第199図1699)は密接蒲鉾状平行沈線を弧状に付

けた曽利II式土器である。(第199図1700)は密接蒲鉾状平行沈線で弧状を付け、縦位に半載竹管状工具

で沈線を施した曽利II式土器である。 (第199図1701・1702)は密接蒲鉾状平行沈線を弧状や縦位に付け

た曽利H式土器である。(第199図1704----1710)は密接蒲鉾状平行沈線を斜位や縦位に付けた曽利日式土

器である。(第199図1711)は密接蒲鉾状平行沈線を縦位に施した曽利H式土器である。(第199図1712)

は口縁部と胴部の境に隆帯を貼り、隆帯上部に半裁竹管状工具で連続刺突を施し、下に密接蒲鉾状平行

沈線を横-位に付けた曽利II式土器である。(第199図1713)は密接蒲鉾状平行沈線を付けた曽利H式土器

である。(第199図1714)はX状把手に密接蒲鉾状平行沈線を付け、下部に半載竹管状工具の沈線を施し

た曽利H式土器である。(第199図1715)は口唇部に沈線を付け、口縁部に隆帯を施し半裁竹管状工具で

斜位に沈線を施した曽利II式土器である。(第199図1716)は刺突と沈線を斜位に付けた曽利II式土器で

ある。 (第199図1717)は半裁竹管状工具で縦位沈線を付け、波状隆帯を縦位に施した曽利II式土器であ

る。(第199図1718)は渦巻き、横位、斜位に隆帯を付け区画した中に、半蔵竹管状工具で縦位沈線を施

した曽利H式土器である。(第199図1719)は隆帯を横位に付け半裁竹管状工具で縦位沈線を施した曽利

II式土器である。(第199図1720)は隆帯を縦位に付け、半載竹管状工具で横位沈線を施した曽利H式土

器である。(第199図1721・1722)は隆帯を横位、波状、縦位、斜位に付け、半載竹管状工具で縦位沈線

を施した曽利H式土器である。(第199図1723)は隆帯を弧状に付けて半裁竹管状工具で斜位沈線を施し

た曽利H式土器である。

(第200図1724)は隆帯をU字状に貼り付け、半裁竹管状工具で点状に沈線を施した曽利II式土器であ

る。(第200図1725----1729・1734)は隆帯を縦波状や縦位に付け、半裁竹管状工具で縦位に沈線を施した
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位沈線を付けた曽事j限式土器である。〈第201圏1782)は波状口畿の披頂部から睦帯を垂下して区画し、

その中に半戴竹管状工具で縦位沈織を施し、内面にも撞帯者付けた曽利盟式辞行土器である。〈第201図

1783)は波状口縁のに沿って陸帯を付けた韓親j限式土器である。(第201関1784)は口縁部から離帯を斜

位と縦位に付けた曽利湿式土器である。〈第201罰1785)は薩帯で渦巻きを付けた曽利盟式土器である。

(第201歯1790・1791)は口縁に沿って離帯と沈畿を横位に吋けた曽利頂式土器である。

(第202図 1793'" 1795・1798--1800・1806・1808"-'1810・1814'"1816 • 1818・1823-'"沼紛争 1830' 

l部1・1833"-1835・1部8)は口韓部に高い離帯で調巻きや縦位、構丹形に貼り付けた曽利国式土器であ

る。(第202図1796・1797・1801・1802・1804・1805・1819.......1822・1829・1832)は比較的低い隆帯を渦

巻き状に貼り付けた曽利限式土器でるる。(第202図1803)は陸帯で把手が付いた曽利湿式土器である。
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蜂帯を施した曽利田式土器である。〈第204留1890)は縦位隆帯で区援護した中北半畿竹管状工異の斜設沈

離を付けた曽利回式土器である。(第204図1891......，1893ぺ898)は陸帯で縦位匹離した中に半載竹管状工

具で縦盤沈線を付けた曽利直式土器である。(第204留1894)は半畿竹菅状工具で離故沈鰻を付けた曽利

回式土器である。(第204鴎1896・1897・1899・1902)は渦巻きゃ縦泣離帯などで区画した中に、ヘラ状

工具や半載竹管状3こ具でハ状沈繰を付けた曽利回式土器である。(第204図1900)は口縁部に半書記竹管状

工具で横位の弧状沈線を付けた曽和理式土器でおる。(第204図1901)は渦巻隆帯を施し、学識竹管状工

具で車II突を付けた普利回式土器である。

(第205図1903・1904)は口縁部から半載竹管状工異で横位や弧状に沈癒を材けた曽和田式土器である。

(第205闇1905ぺ906)は口韓部から半韓竹管状工具で斜栓や弧状に沈繰を社げた曽利盟式土器である。
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(第205図1907)は口縁部から半裁竹管状工具で区画し、区画内に同一工具で縦位沈線を付けた曽利回式

土器である。(第205図1908・1909)は口縁部から半裁竹管状工具で渦巻き、横位、弧状沈線を付け区画

し、中に半載竹管状工具で横位や斜位に沈線を施した曽利皿式土器である。(第205図1910'"1915)は渦

巻きや弧状沈線を付けた曽利回式土器である。(第205図1916'"1922)は半裁竹管状工具の太めの沈線で

区画した中に、半裁竹管状工具で細い縦位や斜位沈線を付けた曽利回式土器である。(第205図1923'"

1925)は半載竹管状工具で沈線を付けた曽利回式土器である。(第205図1926)は半裁竹管状工具で横位、

弧状、縦位沈線を付けた曽利回式土器である。(第205図1927'"1929)は半裁竹管状工具で縦位沈線を付

け、 太い波状沈線を施した曽利回式土器である。(第205図1930・1937・1938)は半裁竹管状工具で斜位

に沈線を付けた曽利回式土器である。(第205図1931)は密接蒲鉾状平行沈線を斜位に付けた曽利回式土

器である。(第205図1932"'1935・1939・1940)は縦位に半載竹管状工具の沈線を付けた曽利回式土器で
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を施した曽京UN式土器である。(第2む8関198的は角状突起を施した北腫敷式土器である。

(第209図1991""2013・2015)は弧状、渦巻き、縦位、横位に隆帯で区闘した中に、半裁竹管状工具で

V状やハ状沈離を施した曽京UN式土器である。(第2加図2014・2016"'2025)は弧状、渦巻君、縦位陣帯

で区画した中に半裁竹管状工島や櫛轍状工具の刺突を付けた曽和IV式土器である。

(第210図2026""2030・2038)は弧状や縦桂、横栓韓帯で区画した中に、半裁竹管状工異や櫛歯状工具

工異の剰突を付けた曹司司UIV式土器である。(第210図2031--2035・2037・2039.2邸前は弧状や縦位陸帯

の中に弧状認線を付けた鱒利W式土器である。(第21合図2倒的は半裁竹管状工具で矢羽根状に沈線を付

げた曽利IV式土器である。(第210図2036・2041--2044・2045"-'2050・2064)は沈緯や揺い騒帯で陛酷し

た中に半載竹管状工異の矢酒根状や縦披状沈離を施した曽利IV式土器である。(第210国2051--2059)は
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のRLの縄文を施し、波状睦帯を付けた加瞥利芭 2式土器である。(第212国2127)は縄文を付けて半寄託

竹管状工具で弧状沈綜を施した加曽和UE2式ごと離である。(第212図2128)は条の太さ約0.6cmのRLの縄

文を付け、隆帯を横位に掘した加曽和UE2式土器でおる。(鱒212闇2129)は条の太き約0.2cmのLの撚糸

文を付けた加曽和UE2式土器である。(第212図2130)はX状拙乎の加曽利E3式土器である。(第212図

2131"'2134・2136・2137・2140.....，2146)は輔巻きや横位、弧状、縦位陸帯と沈鰻を付けた加曽利E3式

土器である。(第212国2135)は披状口線に沿って抵い離帯を付け、条の太さ約0.3cmのRLの縄文を施し、

沈織で区画した加曽利E4新式土器である。(第212図2138)は離帯と半裁竹管状工具で渦巻きと縦位沈

線を付けた加曽和UE3式土器である。(第212関2139)は口縁部と胸部の墳を蜂帯で図画し、半裁竹管状

工具で斜位沈藤を位げた加曽利E3式土器である。(第212閣2147)は口縁部に沿って沈様を材け、隆帯
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条のコ η縄文を施した}m時 50 (招212図2150H に

横位p 部に沈線を施し、 ELの縄文を付け、 縦

{立沈~ 3式オ二階である。( 縁部に沿って隆帯4 iz 

匝iし、 3Cll1の日しの縄文を え土器である。
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LRの縄文を付け、半裁竹管状工具で縦位と縦被状沈鰻を施した加轡恭UE 3式土器である。(第214閤

2228)は半裁竹管状工具の縦位沈線で区画した中に、縦波状沈線を付けた加曽和E3式土器である。(第

214図2229"'-'2231)は条の太さ約O.2cmのRLの縄文を材け、半蔵竹管状工其の縦泣沈離で区画し、縦波

状沈織を施した加曽利日 3式土器である。(第214図2232)は半載竹管状工具の洗練でLK睡し中に縄文を

付けた加曽利E3式ごと器である。{第214閣2233)は離:ti:沈離で区翻した中に、条の太き約O.5cmのRLの

縄文を付けた加瞥利息 3式土器であるδ(第214図2234)は条の太さ約O.3c隠のLRの縄文を#け、沈織

を施した加曽和UE3式土器である。(第214図2235・2236)は条の太さ約O.2cmのRLの縄文を吋け、弧状

沈離を施した加髄務UE3式土器である。(第214園2237)は口録部に沿って横栓沈鰻を付け、条の太さ約

O.3c磁の設L縄文を施した加普京UE3式土器である。(第214凶2238)は口縁部に沈線で区画した中に条の
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太さ約0.2cmのL肢の縄文を付けた加曽示UE3式土器である。(第216図23∞)は縄文を付け半裁竹管状工

具で縦位沈線を施した加曽利E3式土器である。(第216図2301)は条の太さ約仏4舗の LRの縄文を施し

た加曽~jE 3式土器である。(第216鹿沼田)は条の太i予約0.4cmのLRの縄文を施し、学載竹管状工具め

沈鰻を付けた加欝京UE3式土器である。(第216図2304)は条の太さ約0.5徹のRLの縄文を付け、半載竹

管状工具で離位沈線を施した加曽和E3式土器である。(第216図2305)は条の太dO.3舗のRLの縄文と

沈鰻を付けた加曽利E3式土器である。(第216歯2307・2310・2317)は口縁部から半裁竹管状工具で禍

巻きや重量状沈離を付けた加曽利E3式土器である。(第216留2308)は鉢形の口軽部に半裁竹管状工具で

弧状沈鰻を付けた加曽京UE3式土器である。〈第216図2309・2311)は学教竹管状工具で縦位とU状洗練

を付けた加曽~jE 3式ごと器である。(第216図2312・2313)は弧状沈離に対けた加曽利E3式土器である。
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2356)は条の太さ約0.2拙のLRの縄文を付け、枕緯で区画した加曽利E3式から加曽利E4式土器であ

る。(第217国2357・2360)は口縁かち条の太さ約0.4c湿のRLの縄文を付け、半裁竹管状工島の沈織で臨

調した加曽利E3式から加留事UE4式土器である。(第217図2358)は半裁竹管状:工具で縦位洗離と渦巻

き沈繰を付けた加曽和E3式から加普利E4式土器で、招手の可能性がある。(第217図2359)は条の太

さ仏2植のLの縄文を材け、口縁に沿って半裁竹管状工異で横位沈離と瓢状沈織に区画した加曽豹UE3 

式から加曽和UE4式土器である。(第217間2361・2362)は条の太宰約仏5惜のRLの縄文を討け、半裁竹

管状工具の沈線で区躍した加醤科お 3式から加曽和UE4式土器である。(第217関2363)は条の太きj約0.2

mのRLの縄文を付け、竹管状工具で洗練を施した加曽和E3式から加曽利E4式土器である。(第217

国2364)は窟部近くで識の太i予約0.2cmのRLの縄文を付け、沈鰻を施した加曽翠UE3式から加欝利E4
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る。(第218園2415)は口縁から条の太さ約0.4cmのLRの縄文を材けた加曽利E3式から加韓京UE4;iえ土

器である。(第218臨2417)は口融から条の太さ約0.4cmのRLの縄文を付けた加曽京UE3式から加曽事UE

4式土器である。(第218鴎2418勝 2425)は口藤から条の太さ約0.2個のRLの縄文を千さげた加曽利E3式

から加曽和UE4式土器である。(第218図2419)は口轄部に条の太さ約0.3cmのRLの縄文を付けて、口縁

部にもRLの縄文を施した加曽和UE3式から加曽和E4式土器である。(第218図2420)は口融部から条

の太さ約O‘3胞のRLの縄文を付けた加曽.fIjE 3式から加曽京UE4式土器である。(第218園2421)は口講義

部から発の太き約0.2cmのLRの縄文を付けた加曽京UE3式から加欝科E4式土器である。(第218関

2422)は条の太さ約0.3畑、長さし7cmのRLの縄文を付け、横並洗畿を撫した加曽利E3式から加曽利

E4式土器である。(第218極2423)は条の太宰約0.2倒のLの縄文を付けた加曽利E3式から加曽務UE4 
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太さ約0.2cmのLRの縄文を施した加曽利E4式土器である。(第219翻2464)は口縁部に沿って撤睦超を

付け、識の太き約0.3cmのLRの雑文を施した加欝利E4式土器である。(第219図2胡めは日韓部の徴隆

起の下に、条の太さ約0.5仰の設 Lの縄文を付けた加曽利E4式土器である。(第219国2470・2471)は条

の太き約0.3cmのRLの縄文を付け、徴蜂起を逆U字やU宇状に貼り付けた加曽事UE4式土器である。

(第220図2473・2474・2484)は撤蜂起を付け縄文を施した加曽京UE4式土器である。 (2474)は徴笹起

を付けて、条の太さ約0.3cmの廷の縄文を施した加曽豹UE4式土器である。(第220図2475)は撤隆起を付

けて、条の太さ約弘3cmのLRの縄文を施した加曽利E4式土器である。(第220摺2476・2477)は染の太

き約仏3cmのしRの縄文を付け、徴陸起を施した加曽事UE4式土器である。(第220図2478)は条の太さ約

0.5四で長さ約2.6佃のLRの縄文を付け、敏隆起を施した加曽策UE4式土器である。〈第220国2479' 
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1 ‘闘した加曽利B45 

}ュナ、半議文竹管状工具で

約0.3咽のRLの縄、 ι

)0)は条の太さ約0.3，.! 

I :20関2492)は条の太

:釘().2' 

O. 3m 

一.. I寸け、沈j阪でi三i出jL -• 

T、沈総で区画した

'器である。(前22り.-ー

である。(第220問24
約

条

の会" 縄文を付け、王子長訓 示区画した力u将利 E

2201'6 句0.3cmのRLの多 ! で 楕 円 形 に 区 画 し7 二 で

ある。 U~I火の沈線を付け六 である。(第220凶~ 1.3 

Lの縄文を付け、半 げに'1嬢を施した加曽利E/!?:i怖い?~ 、 〈第220阻2500)は半

}決工具の弧状の枕締 lい二 ;;1 " r .， 4式土器である。 (f }太き約0.3cmのLR

をイすけ、半載竹管棋 !1 I1した加曽和UE4式士 、 11聾2503)は条の太さ)

(i 'II!lのLRの縄文を付日 bの沈線を施した加1 .'.る。(第220国2505))2~ 
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付け，
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縄文
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τγt1'J'~昔状工具で沈線i

(第22り!ヌ12506・251-'

式土器である。
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l、!異で刺突を施してb

1，の枕線を施した加事i

1， J221留2514・2547)
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~20[羽2509) は条のえ
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nのRLの縄文を付 ~の沈線を施した1n . 
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守
す
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l

第22日泣2515指 2519 ‘7ヰIj

E 4， 2211玄12516ぉ 2517・: 2539・2548)は条!J の

の沈線を施 l :器で、ある。(第2211 1 ~ 

2544 の太さ約O.3cmのL f:故竹情状工具の沈 :4

式十"問司?叩 W …_____(12;:;21・2;:;?'!i・ 25:10.一一--明._" ...__'O'jí~*#l 令市lî L t:加首，噌--一一関門司_._•. ) 0 

(第; にさ約O.3cm、長さSJ E付け、半裁竹管:1犬 正し

た加 うる。(第2211豆12526 約O.3cmのLの縄文

えの 11曽利E4式土器で、 7 ・ 2554) は条の太~ g文

を付 主の縦位、横位、弧 1]関手IjE 4式土器で 8) 

&~:. ';の太さ約0.3cmで長 ， 日!I i，l ~縄文を付け、半載中一、 J iLUlllrcf iJ線で区画した加曹不 2

LI 土器である。(第22，と…Ij;l i 川、 F約0.3阻のL設の調 管状工異の縦位沈蕗

した加留事UE4式:l図2533・2534.253:: 川 、)，'…':') i縄文を付け半裁竹宅 l

の縦盤沈線で区画1 ι 、 器である。(第221Bノ:. ，;)' つコたさ約0.5慣のRI

縄文を付けて、学普.、 〆 l沈織で区繭した加官 i'/!、 る土器である。(第:ぺ~ 1 
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第 3i;'t 調査の成果

図2549・2553)は条の太さ約0.3cmのRLの縄文を付け、口縁部に沿って半裁竹管状工具で横位沈線を施

した加曽利E4式土器である。(第221図2551)は口縁から条の太さ約0.3cmのLRの縄文を付け、半載竹

管状工具の横位や縦位沈線を施した加曽利E4式土器である。(第221図2552)は条の太き約0.3cmのRL

の縄文を付け、半裁竹管状工具で弧状沈線を施した加曽利E4式土器である。(第221図2555)は口縁か

ら条の太さ約0.4cmのRLの縄文を付けた加曽利E4式土器である。(第221図2556)は口縁から条の太さ

約0.3cm、長さ約2.0cmのLの縄文を付けた加曽利E4式土器である。(第221図2557)は条の太さ約0.6cm

のLRの縄文を付けた加曽利E4式土器である。(第221図2558)は波状口縁に条の太さ約0.3cmのRLR

の縄文を付けた加曽利E4式土器である。(第221図2559)は条の太さ約0.5cmのRLの縄文を付けて、半

載竹管状工具の縦位沈線で区画した加曽利E4式と思われる土器である。(第221図2560・2566)は縄文

を付けた加曽利E4式と思われる土器である。(第221図2562・2564)は口縁から条の太き0.4cmのRLの

縄文を付けた加曽利E4式と思われる土器である。(第221図2563)は条の太き約0.2cmのRLの縄文を付

けた加曽利E4式土器である。

(第222図2567)は波状口縁に沿って口縁部から微隆起を付け、条の太さ約0.2cmのRLの縄文を付け、

半載竹管状工具で区画した加曽利E4式新段階の土器である。(第222図2568)は(第138図865) と同一

個体である。条の太き約0.4cmのRLの多条縄文を付け、半裁竹管状工具で隅丸方形と楕円形に区画し

た加曽利E4式在地系土器である。(第222図2569)は隆帯に沿って半載竹管状工具で連続爪形文を付け、

鋸歯状沈線を施した伊那系曽利回式土器である。(第222図2570)は条の太さ約0.3cmのRの開いた端を自

身で結節した原体を作り、縦位回転した伊那系加曽利E3式土器である。(第222図2571・2572)は条の

太さ約0.3cmのRLの開いた端を途中で結節した原体を、縦位回転した伊那系加曽利E3式土器である。

(第222図2573・2574)は条の太さ約0.2cmのLRの聞いた端部を結節した原体を、縦位回転した伊郡系

加曽利E3式土器である。(第222図2575)は条の太さ約0.2cmのRLの開いた端を途中で2連結節した原

体を縦位回転し、隆帯で区画した伊那系加曽利E3式土器である。(第222図2576)は条の太さ約0.3cmの

RLの開いた端を途中で結節した原体を縦位回転し、隆帯で区画した伊那系加曽利E3式土器である。

(第222図2577)は条の太き約0.3cmのRLの開いた端の途中を結節をした原体を縦位回転し、縦位沈線

で区画した伊那系加曽利E3式土器である。(第222図2578)は条の太さ約0.3cmのRLの聞いた端を自身

で結節をした原体を縦位回転し、縦位沈線と弧状沈線で区画した伊那系加曽利E3式土器である。(第

222図2579)は条の太さ約0.4cmのRLの聞いた端を結節した原体を、縦位に回転した伊那系加曽利E3 

式土器である。(第222図2580)は隆帯で区画した中に条の太さ約0.4cmのRLの開いた端を自身で結節を

した原体を、縦位回転した伊那系加曽利E3式土器である。(第222図2581)は条の太き約0.2cmのLRの

聞いた端を結節した原体を縦位回転し、縦位と弧状沈線で区画した伊那系加曽利 E3式土器である。

(第222図2582)は条の太さ約0.3cmのRLの聞いた端を途中で結節をした原体を、 縦位回転した伊那系

加曽利E3式土器である。(第222図2583)は波状口縁部に沿って半裁竹管状工具の沈線と隆帯で区画し、

中に条の太き約0.3cmのRの縄文を施した伊那系加曽利E3式から伊那系加曽利E4式土器である。(第

222図2584)は条の太さ約0.3cmのRLの開いた端を途中で2連結節した原体を縦位回転し、半裁竹管状

工具の沈線を付けた伊那系加曽利E3式から伊那系加曽利E4式土器である。(第222図2585)は条の太

さ約0.3cmのLRの開いた端を途中で2連結節した原体を縦位回転し、半載竹管状工具の沈線を付けた

伊那系加曽利E3式から伊那系加曽手IjE 4式土器である。(第222図2586・2587)は同一個体で口縁に

沿って半裁竹管状工具で横位沈線を付け、条の太さ約0.3cmのRLの縄文を付け、 LRの聞いた端を 2

連結節をした原体を縦位回転した伊那系加曽利E3式から伊那系加曽利E4式土器である。(第222図

2588)は口縁部から条の太き約0.3cmのLRの聞いた端を途中で2連結節した原体を、縦位回転した伊那

系加曽利E3式から伊那系加曽利E4式土器である。(第222図2589)は口縁部から条の太さ約0.2cmのL
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さ約0.4cmのRLの開いた端を結節し、縦位回転した伊都系加曽利E3式から伊那系加曽利E4式土器

である。(第223関2615・2617‘2620・2622)は条の太さ約0.3咽のRL療体の開いた端を結節した原体を

縦位回転し、竹管状工具で縦位に区画した伊那系加曽lIJE3式から伊那系加曽策UE4式土器である。

(第223臨2616)は条の太さ約0.3胞のLRの原体の開いた端を結節し縦位回転した伊那系加普利E3式

から伊那系加曽利E4式土器である。〈第223罰2(18)は条の太さ約0.4cmのRLの開いた端を結節した原

体を、縦位回転施文した伊那系加曽利 E3 式から研都系加曽~J 巴 4 式土器である。(第223図2(19) は条

の太さ約0.3棚の LRの開いた端を結節した原体を、縦位回転施文した伊那系加曽和~E 3式から加曽事j

E4式土器である。(第223図2621・2632)は条の太き約0.3閣のRLの開いた端を結節し、縦盤回転した

伊那系加曽和E3式から伊那系加曽和E4式土器である。(第223密2(23)は陸帯を離設に付けて区画し、
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加曽邪UE3式から捗，;Ii1二土器である。(第22~: ) i (/I[璃いた端を結節した1'，'

、縦位回転した伊現乙j21111Jlji コハ 7江、ら伊都系加欝利E4 寸'，. (iJ223図2636)は条の

ヨ.3仰のLの開いたプコ♂;川口liiと)京体を、縦世に何回¥';! ;，:露系加曽和UE3式から

伊jj[i; fである。(第223図;

i光線、 )え;さ約O.3cmのLf 

那系"，ある。(第223図26:

さ約 ヒ端を結節した原件

(徐C_一一一一，一一一口緑に治っγ;オィ線を日 '，F'" ，，_-一-一一J::iぞmのRの開いたtUN -'I'_~"'" _.鳴門咽，.-、

i，lrに回転施文した伊到Jzij!il lJJ/i!i i;!Jl; ♂器である。(第223~! (i)ば!Iァか!-，")沈線で区画した中に、

計二(/，)太さ約0.3cmのLRイじた康体を、縦位に j川:ι .1'_ ();'系加曽利E4式土器:

o (第223溜2(41)は-~ 1， -六J() :_-;(.!!lり Lの開いた端を結額八 φ ゴ (lJ41!lFiJ/1曲転縄文し、 Lを総¥;'_

に一痕して区画した伊部

}って竹管状工具の!

結節した原体を、出 ー伊

〉て竹管状工具で横1 )太

文した伊ト那系力n曽ヰ '。

付け

さ約

〉縦枕沈線で毘画し

た端を結節した原f

;式土器である。(努

;し、縦位沈線でi豆i

〉た端を結節し

こ日阿部の境に横位i捺

太

E

、3
ノ

!
4
1

4式 3図2644)は条の太2

た伊 二器で、ある。(第223

に半_.一日 "'1"- • ーも山崎爪形を施し、同

くし

二部

2646 cmのRLの縄文を千

(第 太さ約O.2cmのRL

で 8‘2649)は条の太:

IftsL 50 (第2231立12650・

;管状工具の縦位洗車j;寸し 土器である。

Z 嘗し n'.. ， ...r¥. 4，J'.線を付けたト札木系 z 一、…山轟 ‘一…31竺!

兵で弧状沈線を施( る。

主竹管状工具で縦位 三土

唱文を付け、半裁竹 設を

条で太さi向。‘ 5cmの 半

〈第22:日刊，)、き約0.3咽のRLの調...

c- 1
，1け、半戴竹管状工Ji !た車水系土器であ{'，':' (:'-i 1，ι)' ~:: i ¥/1山工:):ま条の太さ約O盆 2c盗(i，

I 里木系土器である。(、ノ こ(ì55) は条の太~約Q. ::'::111 "縄文を付け、縦位k

J; I、の謀長糸文を付けたJi

て半帯ボ渦農r捕同隅仁 l

(第223国2(56)は[

|ノj以擁持γ昆の趨i喜怒JF2i

化させ、被状口練に許つ

練語磁場券付けt...齢 ti'，¥ 

293 



迂拘寄吋3尋紺;i;篭轟る、 雪事志喜ζ:〉轟議;》ι 
毒笥霊、 繁喰欝、 霊繋5も 笥匂2f4釦グ

鵠靖轍命執量診託丸2初mJ6ω6

轟》臨甑;i;34 U 議¥j蒜
れ轟f-- 一刈

薬 2679醤轟 j欝681FV-f欝22

話番)、 選ヂコ藤;》 議〉議3

1鍾! ぷ
2》管九雰〉瞥J

ぢ;J鴻W犠JJ<R!l僻P戦?2
。織0324む事f袋駅議議F

第224図遺構外出土遺物44

294 



'IIxv.!RJ(，:衆

誌である c

}って

同2657)1

π，.1.，...す'_.M~. .. ._.. _ =r" _L. qq 
及主主誠 ii: しれιり<;;N羽 l十 '.侭)'6) 0 

'ど 出文に

マ

10.2CIl1の

たを付け

付l:

2658)は .~部4こ治ザ f守管状工

太t， "，'，uのRLO ._，ゃー掘した咲， 'L~であるn

l 横位、~' 瀦弧状枕 l

関2659) 二議長の太;

?、条の

'.，nのLR
を付! 竹管状:1 京で区川 きと ?たi民矧 持ある。

0)は波が 沿って 鴻し、条 10.5cmの i文を付t

式ゴ る。(第2'〆， ';1)は渡t:!I 沿って半"，~工具のiノ日日画し、区 I 長の太さ

約o ~Lの縄ブ 11 ， ，iた咲畑式 、うる。〈第I ソー lV(J62)は内1，' :!縁部に棋 :g陸帯で

mした咲: である。

位に沈設

現2663)

モ11)Cr.rn式

;から地主

lる。

たさ約O.

i4) 

L 

.沿って5

軍司v ~~rr:l (1)了、ん VJl問 f-fa ! 斗 _ __.-.'~.i~;\， れ r- 1=.， ，'=". ;bV.日勺hノ、-t'慨rJ ハ奇 ... ' tlR 11¥. i ' 
!っ1，'し

V) "二号ぺ:Nli の '6)。 r'i[ωUU!同

隆平 サ 1持け区鶴 11'こ竹管状，突を付吋 え土器でi (院24関2(，，，))、:華帯を横

栓ι ムー 貼句付け t士器で(' _ 0 ¥ ，~224図26 i ) 手雄竹管町一 ン 揮弧文を 1. 長畑式十A

ごある。 [2668)は ‘回したベ η太さ約 ELの縄 「た!9ミ1:m;
与。(第2: l) はこ|三産 工l司令で)準 lを付‘けf 土器であ ~24[羽267

書記十i' 具で濃路 lJr ノを付け区 ;1に、条l) 弘lcmのl''文を付吋/ 、;全土器で

あ~ (三" 24罰2671) !.，誌竹管状弧状沈鰯戸りとと態わ:1. 武土器""(， '第224図

を{寸』

である。 ]2673) ~: 

;こ条の太

ル付けたq

:mのRの

ある

:付けた11

4図2674)
て、、にヴ / 

凸lI'';:L1ォ?f下{、臨'市匂l: 十!マi到しはザ!ゴ ーヴ刷、、在釘 I/:i~ -;i-;1 コレー1ー
もへーし員 J究官 1~ 首 ) i 河守二日華i'1.' ¥lilS.::..c.'t弘i

267，-，) 状口縁に;十 iJ管状工，ー(、)山府j突を長:lj iJ:こ半載竹:い ; 17'で沈錬を見

器. c (第224~;'~ ;:1:口融に状主鼻'"'(， ， -よ iれす区間 L ームi内にま学窓， ，唱し'.:c轟で斜

η沈総を 市H系士_fi ) (第224 はI.J縁ヱ 竹管状工 会き

:1I1系土器 (第224[) は|二!総を 5子にし"C 隆r市で純i さき;[犬にf

学r 工具で報:川、泉を施したり!、 一l土器で毒(i224関2tf!、状口縁毛響で区画

し、い )に粘土鮭と) 守管状工，きを持L:it 系土器で〆 /欝224閣2: 嘘文に条

太5約札 の探糸ヌ 半裁竹; で弧;1犬ベ !先線を施 日系

ロ224図2( 1*まに?位 w 竹:~V;I犬工 員をイ寸け、 にj拳状=[ i東日ヲさをj

入i ，~ /7'， ，")十.~添加・ 4fT;:小勺 Y り縄入41(J14 子 、予慨TJ寝ザγ 間一'v棋'ULぬが'"北町) 7こ伏期ホ !II1VJ九oQo \.~ 

22L11 ;、は波状t! 隣帯を貼 ii，" :¥H系土器" (第224隠lハ:'，'，) I t液状口事-/!¥ 文に条の

太町 ，~!;湿の LR ーホfけ、 状主具-( I¥'.九一世状沈露 tlE咲畑系，.1，、 c)る" (第

22tl 'i j は披状 : :載竹督率l 、J賛位と強" ?付けた年 !器である。 ノ4盟2685)

は1 ， '.捧状工主 を付け、 k'の太さ つRの諜 iし、学護 γ| 工具で都

のj光線を ~1:国系土i

約札 2cmG

(第22L

設竹管状

は仁 工具で束 ナ、地文

1 L 01 ~}! 状の沈続 三n)社国系

る‘，'" t国2687): i聴の地ゴ 太さ約O. 良の縄文 半裁竹1 、 で横位と

波町、:/，施した暗川識である 1図2688): 〉一部にSi〆 約O.2cnw) : 'ノ縄文を制

けたl決:rrtl糸 E 聞 4 ち令。(ポ白山間山出j はItt.[Ä~岨〉り中f主主品組、U'L-，-よニ1べ、りiJJ.¥H't 淵晶、さ ι Lムもよ1. ~品，

三'-

で画し たの太さj つLRのj けた咲却 である。 12690)は

ら条の丸事吋___.cn1の LR._.

ヌ¥45



伊 27〉寒撃も議奪三

警時金、替、 5jも

警警察)、

2720 

201 轄下 、
判
ぃ
、
…
叫

ん
仰
向
取

2720 

畿二》籍、

二〉議耳
鳴議喜子、すも響響、

議》:鉱;?器 41 時零封AJ鞍-》

議去三曹主購)》鵠ふ寄)》議》
一←-~ 一一一 -- 必些符笠ーで¥ 也 ι ー (

塁 貯蓄J議 27〉議P講義1町
昼過ーさ事)、 必蜘雌組l~" 2753 守山

轡FJ ーヲ問 事;34Jjpt議 27》顎》者コ
四・田園且一 守、 噂膚... ・帽r~て\ 写a

議事》階ふ地!5轍下警警3で内
‘議繍静

;〉 議23め :議委》場選¥》部;)

296 

o 1 : 3 10cm 

第225図遺構外出土遺物45



第 3~ 調査の成果

224図2691)は波状口縁の口唇部に条の太さ約0.4cmのRLの縄文を付け、半裁竹管状工具で横位沈線を

施した咲畑系土器である。(第224図2692)は内反する口縁を隆帯と沈線で区画し、条の太さ約0.2cmのR

Lの縄文を付けた咲畑系土器である。(第224図2693)は波状口縁に沿って半裁竹管状工具で横位と弧状

沈線を付け、区画した中に条の太さ約0.2cmのRLの縄文を施した咲畑系土器である。(第224図2694)は

口縁に沿って半載竹管状工具の沈線を付けた咲畑系土器である。(第224図2695)は胴部に弧状隆帯を付

け竹管状工具で刺突を施した咲畑系土器である。(第224図2696)は隆帯を縦位に蛇行させた咲畑系土器

である。(第224図2697)は口縁の内反する部分に弧状隆帯を付けた咲畑系土器である。(第224図2698.

2699)は口縁に隆帯を貼り付けた咲畑系土器である。(第224図2700)は隆帯を斜位と縦位に貼り付けた

咲畑系土器である。(第224図2701)は半載竹管状工具の沈線で区画した中に、条の太さ約0.3cmのLRの

縄文を付けた咲畑系土器である。(第224図2702)は地文に条の太さ約0.3cmのRLの縄文を付け、半載竹

管状工具でコンパス文状の横位沈線を入念に施した咲畑系土器である。(第224図2703)は隆帯と沈線で

弧状に区画した中に、条の太さ約0.2cmのRLの縄文を付けた咲畑系土器である。(第224図2704)は地文

に条の太さ約0.2cmのRの撚糸文を付け、上に半裁竹管状工具の弧状沈線を施した咲畑系土器である。

(第224図2705)は地文に条の太さ約O.lcmのRの撚糸文を付け、半載竹管状工具で弧状の沈線を施した

咲畑系土器である。(第224図2706"-'2708)は半裁竹管状工具で連弧状の沈線を付けた咲畑系土器である。

(第224図2709)は半載竹管状工具で縦位沈線や渦巻き沈線などを付けた咲畑系土器である。(第224図

2710)は地文に条の太さ約0.3cmのRLの縄文を付けて、半載竹管状工具で円形や斜位に沈線を施した咲

畑系土器である。(第224図2711)は半載竹管状工具で弧状や斜位に沈線を付けた咲畑系土器である。(第

224図2712)は隆帯を横位に貼り付けた咲畑式頃の土器である。(第224図2713)は竹管状工具で連続刺突

を付けた咲畑式頃の土器である。(第224図2714)は半載竹管状工具で沈線を付けた咲畑式と曽利回式の

折中土器である。(第224図27日)は竹管状工具で刺突を付けた咲畑式と曽利皿式の折中土器である。(第

224図2716)は扇状口縁の下に縄文を付け、半裁竹管状工具で渦巻き状の沈線を施した咲畑式と曽利回式

の折中土器である。

(第225図2717)は波状口縁に沿って半載竹管状工具で沈線を付け、沈線内に竹管状工具で刺突を施L、

地文に半載竹管状で縦位に条線を付け、半載竹管状工具の連弧状沈線を施した東鎌塚原式土器である。

(第225図2718)は口縁部に沿って棒状工具で、刺突を付け、地文に半載竹管状工具で条線を施し、 条線の

上から同一工具で連弧状沈線を付けた東鎌塚原式土器である。(第225図2719)は口縁部に沿って半載竹

管状工具で刺突を付け、地文に半載竹管状工具で格子状の条線を施し、条線の上から同一工具で連弧状

沈線を付け、下に小波状の沈線を施し、連弧文と小波状の沈線の聞に連続刺突した東鎌塚原式土器であ

る。 (第225図2720)は胴部に半裁竹管状工具か櫛歯状工具で縦位条線を付けた東鎌塚原式土器である。

(第225図2721)は波状口縁部に沿って円形竹管状工具で刺突を付け、地文に半裁竹管状工具で縦位と斜

位に条線を施し、上部に弧状沈線を付けた東鎌塚原式土器である。(第225図2722)は口縁部先端が欠損

しているが、地文に半載竹管状工具で格子状沈線を付け、棒状工具で刺突を施し、下に連弧文状沈線を

付けた東鎌塚原式土器である。(第225図2723)は口縁部先端が欠損しているが、 棒状工具で刺突を付け

て、半裁竹管状工具で渦巻き沈線を施した東鎌塚原式土器である。(第225図2724)は波状口縁に沿って

竹管状工具で刺突を付け、半載竹管状工具で縦位に条線を施し、半載竹管状工具の沈線で渦巻きと連弧

を付けた東鎌塚原式土器である。(第225図2725)は波状口縁に沿って半裁竹管状工具で沈静くを付け、沈

線に沿って竹管状工具で刺突を施し地文に条線を付け、さらに半載竹管状工具で条線を施し、同一工具

で連弧状沈線を付けた東鎌塚原式土器である。(第225図2726)は波状口縁に沿って竹管状工具で刺突を

付け、半裁竹管状工具で縦位に条線を施し、 半蔵竹管状工具の沈線で渦巻き と連弧を付けた東鎌塚原式

土器である。(第225図2727)は波状口縁に沿って半載竹管状工具で沈線を付け、沈線の中に横位に竹管
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誌を付け、

-h土

討犬

了縦{立に条1誌を付け ‘T 

手tア一一一一-一一一一よ枕綿がj(jli!六て

状工 れナ、口縁に沿って

ある u也;丈に

γ一F

主とj連車d弧瓜ザ状tiむ沈シブ克1七Cお線aをI施担
と付け、同一

で縦{立に

で れず

た

{立や

)0 (第226図2779)

。) は ißZ~)そ口

;ノl 線を施した東鎌塚s，

、i:.'横位と渡状沈隷を

にを付け、同一工具「

竹管状工具で斜位も

ツ、ノ1)784)は波状口繰にま;

じi た工

斜位に条離を材け、 l'

状工具で斜位条続。}

;L) はロ縁から竹管阜

で〆る。(第226関2783)

!た東錦稼原式土器ペ

" rE226図2781)は地ゴF

[土器である。(第22'

施した東鎌探原式d

I，._i:; 1i: 工具で槽円形の沈車

い格子状の費量線を千"
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都 i京瓦ニ仁掛である。〔期出り聞出lりは地Xに官官状ム共で椛位に朱糠をfすげ、間一ム共で趨琳状認糠を

施した東灘塚原式土器である。(第226関2818'"'-'2820)は地文に竹管状工異で斜位の条続安施し、 i竜一工

具で弧状沈離を持けた東鎌塚原式土器である。(第226罰2821)は学識竹管状工具で現状沈線を付けた東

鎌壊原式土器である。(第226図2822・2828)は半裁竹管状工具で郵状沈離を付けた東嫌壊原式土器であ

る。(第226函2823)は半裁竹管状工具で横位沈繰を付けた東灘塚原式土器である。(鱒226鴎2824)は半

載竹管状工具で斜位と縦位条離を付けた東鎌語草原式土器である。(第226圏2825'"'-'2827・2829・2830)は

半裁竹管状工異で斜位と縦栓染離を柑けた東鎌塚原式土器である。(第226図2832'"'-'2834}は半載竹管状

工具で斜位と縦位条鰻を付けた東鎌場原式土器である。(第226図2831・2835""2$39)は竹管状工具で縦

位と斜位条犠を付けた東鎌塚原式土器である。

(第227関2840"-'2848・2850・2851・2853・2855"'2862・2864・2865・2868・2871""'2錦ト 2885・2887
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豊富3)露 繍査の民営

"-'289 状工孔による結 式土器で左

2884 ' 紋竹管状工具によ之

2852 . . 2869・2870)は当

j "-' 2897) は

は煎二j ー である。(第2271盟2

j'::-.;":'[_，Itヱ具で沈線を横位叶，工態われる土器であ

こ '1た中期後半の土器、一 】、r

る縦f立と

と法i、われる土器でぷ

さ約O掬 3cmのLF .____.ー ・・裁

-? I、ノ， .仁川は口融iこ騒帯を横

)土器である。{第2.• 
， ，1)は換の太き約仏t.:¥111 

む0.2舶のRLの縄ゴ • I 

持故に付けた中期鶴十 L 

;の土器勺ある。(第t仁川、、~i i/:_:(川

〈第227図2902)は条つ

!太き約O.3cmのRL'う

宅 土器である。

(第 太さ約0.3cmのLR 明後半のごと器で、あ之 は

条のノ う縄文を付けた中期 的i~228凶2906) は R 

Lのi; 中期後半の土器でj )は条の太さ約O.畑 中

期後久 、打228図2908)は条c 司 J の綿丈を付けた '.1: 1 • 一司・ F ， pL  

e28図2909.2910)尚一一、 j i 人ノ 1jJ川護:半の土器である。(ごJi 1) I i :r縁部から陸帯を横 J

に ry付けた中期後葉の 日目J8溜2912)は口縁部白状、主で横位沈線を付け

;発葉の土器である。(' "/" ~ iノ!パ!じ r 4)は口縁部を無文， .、 ヒ器である。(第2281i 

は縦位に陸帯を村山 iilJUIJJl:lvi 欝である。(第228闘行)1 'l 犬工具で横位に沈緯一

付‘け1

2918) 

を付b

-ある。(深~228 医'1 291

11のRLの縄文を付

ー 1である。(第228図2

付いた1:1:1期後葉のニ

ある。(第228岡;

]点にした中期後

.[ヌ!

:28 

思J29~ ~誌の土器である。( 迭を無文にしたrjl矧

228区 ， - v{議帯を縦イなに付けt._. "ー， 一一 ，る。(第228凶2924r

日 ...)'は口縁無文の中真E 11;iil ipJ?? 〈第228悶2929)は半、!i、に~.立沈線を付けた中期

江J:提である。〈第228区;') ι 費 税に調整棋の付いある。(第228図2934)

lζ ，fli:の沈鯨を付けた吟 '1 1. ー♂ " (第228掴2936)l;' ，，'…  末の土器である。(;:

12937)は条の太きl，ii 丈を社けた中期末<7:.' ~8図2938) は殺の太~

約O.~ 

(第

は去を(

Clllの

吋けた中!?間ミの

は条の太さ約0.4cn

しのる古文を付けたr[:

:中期末の土器で、反}

，1た中期末の土捕で

(採~229凶2941 ・ 2S

太さ約札 4cm(

、、、
z
'
J
f

凡
H
U}
 
).3 

中内j…..._，.I _'LlLl ...........， -_.....、事??91ヨ2944) ~:]" .~'J 喜一一一一0-.- ..... ~' rft) ろ~ (第229[豆129'.~ 】 OJ '"'-1 #は'=~.)唐

古1)でI ) 0 (第229間2948) ， )土器である。(第2:

の|一11 ト反した中WJ末の土 12950"-'2954・2956 1縁

で、jJ同中期の士院である〈 条の太さ約0.6cmの ;中

期の jlヌ[2957) は口縁か gO)土問である。

i川けた中期の土器でま ;1'/1山(八J)は睡帯を付けた時I 〆 lilJ~fj J (第229閣2961)は障;

iけた中期の土器で高 じ:とけIソI

1'1である。(第229圏，:;: 

.2979・2985・298!， "i ハ

1・2986)は条の太1雪パγ 以 fノJム令]

) ( ; ~~ )は条の太さ約O‘3α

!立隆帯を付けた中

，1 i/! Iの縄文を付けた中期l

(第229関2964・297t
)i仰のRLの縄文をし， ) ;'. '"ある。(第229図296) 

'， Jý券付けた中期のLいよ-〆いじ，.とj関2966) は路帯"t"'15~1斗i
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?と加曽和UE4式から称名守式土器である。(第230阻3022)は条の太さ約0.2cmのRLの縄文を付け、半載

竹管状工具で縦位に区画した加曽利E4式から弥名寺式土器である。(第230閣3023)は条の太さ約O.Zcm

のLRの縄文を付け、学離竹管状工異で縦位に区屈した加曽利E4式から聴名守式土器である。(第230

図3024)は条の太さ約0.3cmのLRの縄文を付け、学載竹管状工具で横位に区顕した加曽事U.E4式から称

名寺式土器である。〈第230顕3025.)は縄文を付け、学載竹管状工具で横位に沈離を施し、区画した加曽

利E4式から称名寺式土器である。(第230図3026)は条の太き仏4慌のL設縄文を付け、半蔵竹管状工具

で横位に沈繰を施し区画した加曽和UE4式から称名場式土器である。(第230図3027)は縄文を付け半裁

竹管状工具で横位に洗練を施し、区麗した加曽利E4式から称名寺式土器である。(第230留3028)は条

の太さ約0.2cmのLの縄文を付け、半裁竹管状工具で版画した加曽家UE4式から称名寺式土器である。
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第 3i;1 調査の成果
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で区画した中にw 条の太さ0.2cmのLRの縄文を付けた称名寺式土器である。{第231翻3倒的は半裁竹管

状工具の犠位沈j離で区画した中に、条の太君0.2憾のRLの縄文を付けた称名寺式土器である。(第231

閤3065)は半載竹管状工具で縦位沈離を付けた称名寺式土器である。(第231溜3066)は識の太さ0.5慣の

LRの縄文を付け、半裁竹管状工具で弧状沈線を施した中樟式土器である。(第231図3067)は口韓部を

内反させ波状にして、条の太さ0.2cmのRLの縄文を付け、半書生竹管状工具で沈離を施し、半数竹管状

工具で区顧した中にRLの縄文を施した中滞式土器である。(第231臨3068・3073‘3074‘3077)は披状

口縁に沿って半載竹管状工具で洗練を付け、条の太き約0.2舗のLRの縄文を施した中曽式土器である。

(第231図306.9・3072・3075・3076・3081)は波状口融に半載竹管状工具の沈線で区画し?と中に、来の太

さ約O.lcmのLRの縄文を付けた中津式土器である。(第231図3070)は競状口縁の内側に半寄託竹管状工具
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第3意調査の成果

o 1・3
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帯と円形隆帯に鮎り付けた掘之内 I式土器である。(第232図3118)は波状口縁に沿って竹管状工具で弧

状沈線を付けた掘之内 I式土器である。(第232図3119)は議長の太き約O‘2cmのRLの縄文を持け、半載竹

管状工具の横故詑繰で区画した掘之内 I式土器である。(第232函3120・3121)は条の太きO.lcmのLRの

縄文を付け、半載竹管状工具の横位沈鰻で区闘した掘之内 I式土器である。(第お2図3122)は半載竹管

状工具で縦位や現状沈離を付け、一部に条の太きO.3cmの設 Lの縄文を施した掘之内 I式土器である。

(第232図3123・3126)は鯛部に半議案竹管状工具で縦位沈継を性けた林ノ鱒E式土器である。〈第232図

3124)は日韓部を内反させ半韓竹管状工具の沈線を施し、輔の狭い沈鰻内に条の太き約0.1個のRLの縄

文を付けた構図K2式土器である。(第232題3125• 3127)は横位睦帯や半裁竹管状工具の横位枕続、逆

U状沈隷を付けた幹ノ蜂II式土器である。(第232図3128)は口縁部に半裁竹管状工具で楕円形の沈離と
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第 3i;'l 調査の成果
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円 jl:;;~'山相..、... ""‘ a挙u式土器である。

患を品従位に付けたオネ

状工 ナた林ノ峰II式併行

蓄え竹 す管状工具の円形刺

3土器である。(第2

うる。(第2331m3131

守形刺突と横位と弧

ごとド

則前

半の ;3図3132)は波状口 占り、経帯に沿って 7管

I :其で遺構内形紺突司 i)lj川土器である。(第23 I i縁の下に半裁竹管事二

円 l軍基状沈鰻で区闘し、 ):1 I具で剰突を付けたす山、Pl、川 iJ;;IA1る。(第23認3図31臼34引)

;に;と:口縁の頂点を司平忍円7iI L一 1:lj也し一一…………¥…¥バ、¥七口寸刈h円形の瀬刺i突を柑Uιi "~に.~λμ;足Uμtυω(わl心川γム

1土器である。(第23: I ;.'，I 七千!日 Jjt愚化しており、渡tlji ;JJ11/1jil tiにい、:竹管状工島の沈緯ιiji!

突を rt... 一‘市町 b 冗糠を付げ縄文を瓶、 -.一、‘ 内由の波j良部に|サー也、...山一一-五期j

前半 :233図3136)は口唇 寸け、半蔀;竹管状二じ した

後時 (第233図3137)は 芋俄竹管状工具で沈 pら

縦に 内回波頂部にも円 羽前半の土器である ま波

状仁 犬工具で刻みを付け i手に半裁竹管状工具 を施

した後期前半の土器でi也、三 (三 1: 日 1) は渡状口融の口~'， .'..'， I 口縁に半載竹管状二1 " 

11 f静沈綿を施した後Hli、ìir~ り) i' ，てふご)0 (第23路3図3別14羽0)I 状i川i

し7に二中iにこ円形沈織寄悲と材!υi!一I一、引よけ汁げ川?十γ竹ヴ'1卜尺そ工具の沈醸で区鱒訂i「J~引(/ハl ふケゐ U川、ハ1Iパ3倒のR.Lの縄文を3払;包どし

た/←'b期前半の土器であ e山(山、

又を.一..‘ " þ_，.一 υ叫4一‘リ….“.一土崩でで、ある。(掃己ωJ~'一町一h日、 一、...よ.. 今，一島一1旨涼雪求tにi沿仕つて沈総を{付サ.、 一省 、同吋一一一 η沈

線を一 、 土器である。(第23f 一一、 管状工具で円形や弧 句し、

縄7交 の土器である。(第; ft管状工具で弧状iえ やに

条ι 」の縄文を施した後J ， 0 (第233図3145)は き約

O.3( 寸け、半続竹管状]耐iした後期前半の 13図

:; I d5)は口緯部に条の;寺、，ぷj() ::¥lit心')1，じゅ縄文を付け、半裁4ノ i"_i Il>. 線で区踊した後期f!ij、;ヘ

ぴ二器である。(第2331い1j::117)日刊Ii三約0.3仰のRLの縄:¥'f' i、i'(，-;一 1r川lf状工具の横位沈緯

:包鰻で区画した後期 j!f i.じで己(第233圏3148)は1! ト ペ 工 具 で 弧 状 沈 離 を { 川、

こを施した後期前半パ: ' 233図3149)は口縁に l川三 :/)R Lの縄文を付け、下

u 、強.¥:1犬j克招:を施した径一一一.，，"~… ・る。(第2JJ凶::i150) !牛 ーム ~ . -"]0. J 

mO 、半裁竹管状工具て 後期前半の土器で主 )は

条ぴ 」の縄文を付け、半 立にj光線を施した接 る。

(読 )/たさ約O.3cmのしσ 竹管状工具で横位伊 半の

ご|て礼司--- …一一~315:1・:1 154)は条のF 寸司吋ー'一←'一ーの網ーでたきそ付け、半寵.門町一一一一一一でrx:

画L である。(第23:1図3 )条の太さ約O.3cmσ た後

期自 (第233図3156)は仁 ν を付けた後期前半<l 331文1

315 . て半裁竹管状工具寸 前半の土器である。 59)

は仁 i竹管状工具でi光線 η土器である。(第; 部に

コて学載竹管状工具 戸川克線を付け、一部に.，ン '/)υj注文を撫した後期前

二il禁である。(第233関川;j) ! ¥ ト 1-:1縛部の境に幅広の横い i l i-t j !;i皆上部に棒状工具で，

id"けた後期前半の土，:，.) ( :::lgJ3I62)は横位離帯二十i 日，; ! ，計二剰突を付けた後期 ili ; 

七器である。(第2331山ぷ仏 frrけ た 後 期 前 半 の 土 、 ( 1 gJ3164)は口縁部を1;

ー主て、識の太さ約札 ';(:iJi(/) 1，ノ¥じ'"付け、半裁竹管状:l' iり正 Ip九1 〆た後期前半の土器い
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載竹管状工島で雑に鱗状法線安材げた後期前半の土器である。(第234図3222--3224)は半裁竹管状工具

で横泣沈離を材けた綾瀬前半のこと器である。(第234図3225'"3228)は半裁竹管状工具で縦位や斜位に沈

鰻を付けた綾瀬前半の土器である。

(第235図3229"'3235• 3237・3238)は竹管状工其で縦栓洗練や斜位沈鰻を付けた後期前半の土器であ

る。(第235図3236)は縦位沈離を竹管状工兵で付け、櫛歯状工具の斜位沈線を一部に施した後期前半の

土器である。(第235国3239)は条の太さ約0.3畑、長さ約1.5拙のLRの縄文を付けた後期前半の土器で

ある。(第235図3240)は縄文在位けた後期前半の土器である。(第235図3241・3242.3247・3251)は識

の太き約0.3畑のLの縄文を付けた後期前半の土器である。(第235図3243)は粗い沈離を付けたと愚われ

る後期前半の土器である。(第235悶3244)は条の太2予約0.3cm、長さ約1.2砲のLRの縄文を持けた後期
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文を付けた時期不明土器である。(第236臨3290)は縄文を付けた時期不明土器である。(第236閣3291)

は条の太さ約0.4個、長さ約2.2棚のLの縄文を付けた時期不明土器である，0 (第236臨3292)は識の太さ

約0.4cmのLの縄文を千まけた時期不明こと器である。(第236盤3293)は条の太さ約仏4側、長さ約1.8cmのL

Rの縄文を村けた時期不明土器である。(第236図3294・3308・3310・331I}は条の太さ約0.31慌のRLの

縄文を付けた時期不明土器である。(第236阻3295・3304・3306・3316)は条の太さ約0.5cmのLRの縄文

を付けた時期不明土器である。(第236翻3296・3312‘3313・3315)は条の太d約0.4cmのLRの縄文を付

けた時期不明土器である。(第236酪3297)は条の太君約0.5側、長さ約2.1cmのLRの縄文を付けた時期

不明土器である。(第236閤3298)は条のコたさ約0.4側、長さ約2cmのLIミの縄文を付吋た時期不明土舗で

ある。(第236関3299・3309)は条の太さ約0.3cmのLRの縄文を付けた時期不明土器である。(第236歯

317 



ρ山
知
響
噂
欝
鶴
一
鶴

、ue
n

E

r

A

1
j
/

【、
h

q
J
V

‘ーー、，
I
B
-
-
F
1

四

ω

酌削

除

瞬

イ

…
江
川
U仰

向

組

問
ぬ
蹴
鱗
融
輔

、、

r

、-N

健
闘
由
貿
羽
目
指

E
a挺

へ

/

V

O

議
議
最
器
製

門刀

U
附
門
パ
川
ω吋

3

M
同盟
問品
輸
欝

韓一

/
p
m
f
!

民
r
I

JIlt仲
ね

4
i
v
 

F

警

九
川
市
州
側

HNυ
叶

湖

一

麟
勝
一

グ
バ
ザ
仰
す
川
川
柳

…門

ωωω

埼韓関

318 

7離百

l塑1酌 m

g騨 J機 if1

第236図遺構外出土遺物56



第 3i;1. 調査の成果

3300)は条の太き約0.4cm、長さ約1.7cmのRLの縄文を付けた時期不明土器である。(第236図3301・

3305・3317)は条の太さ約0.4cmのRLの縄文を付けた時期不明土器である。(第236図3302・3303)は条

の太さ約0.5cmのRLの縄文を付けた時期不明土器である。(第236図3307)は条の太さ約0.4cm、長さ約

2 cmのRLの縄文を付けた時期不明土器である。(第236図3314)は条の太さ約0.6cmのRLの縄文を付け

た時期不明土器である。(第236図3319・3320)は時期不明の無文土器である。(第236図3321・3322)は

底面に圧痕がある時期不明の土器である。

(第237図3323・3325)は底面に網代痕を付けた時期不明の土器である。(第237図3324・3327"'3331・

3349)は底面に圧痕がある時期不明の土器である。 (第237図3326・3333・3335・3337)は底面に木葉痕

の付いた時期不明の土器である。(第237図3332・3334・3336・3338'"'-'3348・3350'"'-'3356)は底部の破片

で時期不明の土器である。

(第238図3357・3358)は釣手土器の橋部と思われ、半裁竹管状工具で渦巻き沈線を付けた伊那系曽利

II式土器である。(第238図3359)は口縁から横位沈線や蕨手状沈線、逆U字状沈線などで区画した中に、

竹管状工具の刺突で爪形文を付けたミニチュア土器で曽利回式である。 (第238図3360)はミニチュア土

器の破片で口縁部に沿って半裁竹管状工具で横位沈線を付けた加曽利 E4式土器である。(第238図

3361)は無文のミニチュア土器の破片で型式不明である。(第238図3362)は無文のミニチュア土器の底

部破片で、底面に圧痕が付いており中期の土器である。(第238図3363)は台付き土器の台部の破片で、

円形の透かしを施し隆帯を縦位に貼り付けた伊那系曽利H式土器である。(第238図3364・3365)は台付

き土器の台部の破片で、円形の透かしを施し半裁竹管状工具の沈線を縦位に付けた曽利W式土器である。

(第238図3366・3367)は無文の台付き土器の台部破片で時期不明である。

(第238図3368'"'-'3400)は土製円盤である。(第238図3368)は条の太さ約0.4cmのRLの縄文を付けて形

状が円形に近い。中期中葉の土器で周辺の一部を研磨している。(第238図3369)は条の太き約0.2cmのR

Lの縄文を付けて形状が方形に近い。中期中葉の土器で周辺部を研磨している。(第238図3370)は縄文

を付け形状が隅丸方形に近い。中期中葉の土器で周辺全体を研磨している。(第238図3371)は隆帯を貼

り付け区画した中に竹管状工具で三角の連続爪形を施し形状が隅丸方形に近い。勝坂式土器で周辺部を

打ち欠いている。(第238図3372)は半載竹管状工具で刺突を付け、同一工具で沈線を施して形状が不定

形である。曽利II式から曽利回式土器で周辺部を研磨している。(第238図3373)は高い隆帯を渦巻き状

に付けて形状が隅丸方形に近い。曽利回式土器で周辺一部を研磨している。(第238図3374)は低い隆帯

で区画した中に沈線を付けて形状が方形に近い。曽利回式から曽利W式土器で周辺一部を研磨している。

(第238図3375)は低い隆帯で、区画した中に沈線を付けて形状が円形に近い。曽利系土器で周辺一部を研

磨している。(第238図3376)は条の太さ約0.2cmのLの撚糸文を付けて形状が楕円形に近い。曽利皿式土

器で周辺は研磨していない。(第238図3377)は竹管状工具の縦位沈線で区画し、へラ状工具で、ハ状の沈

線を付けて形状が円形に近い。曽利V式土器で周辺一部を研磨している。(第238図3378)は条の太さ約

0.2cmのRLの縄文を付けて形状が円形に近い。中期末の土器で周辺の一部を研磨している。(第238図

3379)は条の太さ約0.4cmのLの縄文を付けて形状が隅丸方形に近い。中期末の土器で周辺一部を研磨し

ている。(第238図3380)は条の太さ約0.2cmのRLの縄文を付けて形状が円形に近い。中期末の土器で周

辺を研磨している。(第238図3381)は隆帯と沈線を付けて形状が楕円形に近い。時期不明土器で周辺一

部を研磨している。(第238図3382)は隆帯を付けて形状が隅丸方形に近い。時期不明土器で周辺部の全

体を研磨している。(第238図3383)は文様不明で形状が円形である。時期不明土器で周辺部全体を研磨

している。(第238図3384)は半載竹管状工具の沈線を付けて形状が楕円形に近い。時期不明の土器で周

辺部の全体を研磨している。(第238図3385)は弧状隆帯を付けて形状が不定形である。時期不明土器で

周辺部の全体を研磨している。(第238図3386)は半裁竹管状工具で沈線を付けて形状が円形に近い。時
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期不明土器で周辺一部を研磨している。(第238図3387)は沈線が付き文様不明で形状が五角形に近い。

時期不明土器で周辺全体を研磨している。(第238図3388)は半載竹管状工具で沈線を付けて形状が隅丸

方形に近い。東鎌塚原式土器で周辺全体を研磨している。(第238図3389)は半裁竹管状工具の沈線を付

けて形状が円形である。時期不明土器で周辺全体を研磨している。(第238図3390・3392)は無文で形状

が五角形に近い。時期不明の土器で周辺一部を研磨している。(第238図3391)は文様不明で形状が円形

に近い。時期不明の土器で周辺全体を研磨している。(第238図3393)は無文で形状が不定形である。時

期不明の土器で周辺一部を研磨している。(第238図3394)は文様不明で形状が楕円形に近い。時期不明

の土器で周辺一部を研磨している。(第238図3395)は文様不明で形状が円形に近い。時期不明の土器で

周辺一部を研磨している。(第238図3396)は無文で形状が円形の一部を平らに研磨している。時期不明

の土器で周辺一部を研磨している。(第238図3397)は条の太き約0.3CIDのLRの縄文を付け形状が楕円形

に近い。時期不明の土器で周辺の一部を研磨している。(第238図3398)は文様不明で形状が楕円形に近

い。 時期不明の土器で周辺を研磨している。(第238図3399)は無文で形状が三角状で角を丸くしている。

時期不明で周辺一部を研磨している。(第238図3400)は無文で形状が楕円形に近い。時期不明で周辺一

部を研磨している。(第238図3401)は縄文が付いており不定形である。時期不明で一部を研磨している。

(第238図3402)は無文で方形に近く 、時期不明で一部を研磨している。

【石器・石製品]石器は、石銀、石槍、石錐、石匙、スクレイパー・二次加工剥片、打製石斧、石錘、

磨石・敵石・凹み石、台石・石皿、石剣、 磨製石斧、石剣、その他が出土している(第239図3403'""

3656)。ここでは器種ごとにまとめて記述する。

( 1 )石鎌(第239図3403--第240図3判4)

B区からの出土が最も多く、次いでD区 .A区からの出土が多い。 C区西半分からは出土しなかった。

実測個体中完形品は19点で、その他は先端部またはかえし部が欠損しているものがほとんどであった。

黒曜石・珪質頁岩製のものが全体の70パーセントを占め、凝灰質頁岩製のものがこれに続く。チャート

製は 6点存在した。使用石材が限られるため、大井川水系に存在する石材をある程度選択して使用 して

いたと見られる。黒曜石は、ほとんどは諏訪星ヶ台産のものが用いられているが、第239図3408は神津

島恩馳島産のものである。黒曜石製のものは2.5cID以下に限られており、小型品に限って黒曜石を用い

ていたとも考えられる。

基部の形態別により、次の 6種類に分類できる。

( 1 )有茎のもの I点(第239図3403)

( 2 )凹基無茎のもの 19点(第239図3404'""3422) 

( 3 )長脚のもの 5点(凹基無茎で脚が器長の1/3に及ぶもの) (第239図3423'""3427)

( 4 )円基のもの 2点(第239図3428、3429)

( 5 )尖基のもの I点(第239図3430)

( 6 )平基無茎のもの 13点(第240図3432'""3444)

有茎・凹基無茎・長脚のものは厚さがO.25cID"'0. 5CIDと薄く、重量はO.3 g '" 1. 6 gの範囲内で比較的小

ぶりのものが大半を占める。一方、円基・平基無茎のものは厚さが0.25cID'"し15cIDと厚いものまで含み、

重量も0.4g '""9. 1 gと範囲が広い。比較的大ぶりなものは扶りのないものに限定きれると言える。

第239図3415は凝灰質頁岩製で風化している。第240図3438・3443は基部の中央付近がやや磨耗してお

り、矢柄の装着痕とも考えられる。

322 



第 3章調査の成果

禽 。 ぬ~ ，~基~ ~，~ 
c>  3404 。 3405 <J  3406 c>  3407 

。 3403 

品~ A ~ ぬ り 議 j
〈二> 3408 

A~ 
c> 3413 

~ 3418 

持l
く二::> 3423 

1¥ 

<:> 

1 
1 

3427 

c:::::::. 3409 

。 3414 

く> 3419 

く〉 3424 

く> 3428 

く> 3410 

<> 3415 

高j
くこ> 3420 

c> 3425 

くつ〉

〈コ， 3411 

~ ~ 
〈こここフ 3416 

<:::> 

ζ〉

3429 

3421 

3426 

1 ¥ ，1 

。3430

0 

第239図遺構外出土遺物59

く:::> 3412 

I 1 

o 3417 

〈二〉 3422 

く〉 3431 

1: 1 3an 

323 



傘 ~ ， ~ 
<> 3432 くこ> 3433 

I ¥ 

くここ〉 3437 て〉

くこフ 3441 

ζ二フ訓4

。 1: 1 3cm 

(3432-3444 ) 

324 

i、

ζ:> 3434 

〈ご> 3435 

3438 
C 

く〉 3442 

ζつ
ζ二二>

第240図 遺構外出土遺物60

3439 

〈ご> 3436 

ζ:> 3440 

ζご〉 3443 

。 2・3 5αn 

(3445) 



第 3'(i 調査の成果

。 3446 
くフ 3447 

ζ〉 3448 

く〉

ζ〉

。
く〉 。 1: 1 3cm 

第241図遺構外出土遺物61

(2 )石槍(第240図3445)

B区H・I8グリッドから出土した黒灰色のチャート製である。先端部はやや湾曲した尖頭状を呈す

るが、基部の形状は判然としない。裏面に原磯面を多く残し、未製品とも考えられる。

( 3 )石錐(第241図3446......3450)

F 5、F• G 11、P26グリッドから出土している。いずれもつまみ状の頭部をもち錐部は短い。第

241図3446はチャート製で先端は欠損のため状態は不明だ、が、 第241図3447"-'3450は珪質頁岩製で錐部の

先端が磨滅しており使用により磨耗したと思われる。

(4 )石匙(第242図3451......第243図3462)

出土位置はばらつきがある。粘板岩、砂質粘板岩、頁岩、珪質頁岩、凝灰質頁岩、凝灰質砂岩が用い

られている。つまみが上部に付く横形のもの10点じ つまみが横~斜め上部に付く斜形の2点に大別で

きる。第242図3451・3454・第243図3461は刃部 とつま み~挟り部分が磨耗している。また、第242図

3456は裏面のつまみ~基部中央にかけて磨滅している。
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( 5 )スクレイパー・二次加工剥片(第243図3463....，第244図3477)

調整が精轍なものをスクレイパー、それ以外を二次加工剥片と称した。使用石材は石匙と類似してお

り、さらに黒曜石とチャートが加わる。①両面を加工した丸形のもの(第243図3463・3464)、②直線的

な二辺を意識して尖頭状に加工したもの(第243図3465)、③二辺を調整してやや緩やかな尖頭状に加工

したもの(第243図3470、3471)、④二辺を調整して刃部としているもの(第243図3466'"'-'3469)、⑤一辺

を調整して刃部としているもの(第244図3472'"'-'3475) とその他に分けられる。第244図3476はチャート

の縦長剥片である。第244図3477は神津島恩馳島産の黒曜石製スクレイパーで、両側辺を加工しである。

( 6 )打製石斧(第245図3478"'"第260図3572)

遺構外からの出土は213点である。A区からの出土は極めて少なく、 出土域は住居の分布域(8区南東

寄りの地域・ C区北東寄りの地域・ C区と D区にまたがる南寄りの地域・ D区北寄りの地域)に近いま

とまりを示していると言える。使用石材は、砂質粘板岩・粘板岩や細粒~粗粒砂岩が大半を占め、凝灰

質砂岩や頁岩製のものが l点ずつ含まれる。いずれも大井川で採取できる石材である。第250図3507の

み天竜川水系で採取される花闘岩であると思われ、残存する頭部断面は円形で厚みがあり乳棒状を想起

させる形状で、他の打製石斧と比較すると石材も形状も異質である。

形態は、①短冊形(第245図3478'"'-'第249図3504)、②接形(第250図3506'"'-'第254図3539)、③分銅形(第

255図3540'"'-'第259図3561)、④不明(第259図3562'"'-'第260図3572)に大別した。さらに、それらの中はfa

両側縁から調整を加え、原磯面を広く残すもの」と fb原磯面をほとんど残きないものJ に二分できる。

援形が最も多く、次いで短冊形、横形と続く。原磯面を広く残すものが圧倒的に多く、全体の約70%を

占める。

短冊形と分銅形には上下に使用痕が見られるもの(第245図3482、3484、第246図3486、3487、第256図

3548、3550、第258図3559、第259図3561)があり、上下とも刃部として使用されたと考えられる。また、

第248図3499、第250図3507、第257図3556は器厚が3cmを超え、側縁または扶り部は敵打による調整が

なされている。第246図3490、第251図3519、第257図3554などには表裏面の中央付近に剥離や変色・磨

耗が見られ、柄の装着痕の可能性も考えられる。
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(7)石鍾(第261図3573"-第263図3608)

出土分布は極端な集中場所はないが、住居の集中域とやや重なる。全て、扇平な礁の両端もしくは側

縁部に縄を掛けるための挟りを有するものである。使用石材の多く は粘板岩で、これに細粒~中粒砂岩

と凝灰質砂岩が混じる。切目石錘3点のほかは、打欠石錘である。

切目石錘(第261図3573"-'3575)は、長軸の両端に擦切により縄掛け部が作り出されている。第261図

3573は両端とも切目の周囲に細かい擦切痕が数本見られ、深い切目を定めるまでに何度か擦切を試みて

しユることがわかる。

打欠石錘は、縄掛け部が長軸又は短軸の両端2ヶ所に作り出されているもの(第261図3576"-'第262図

3601)が大半を占め、縄掛け部が3ヶ所のもの(第263図3602"-'3606)と4ヶ所のもの(第263図3607，

3608)が若干量確認できた。第261図3583は縄掛け部が磨滅している。また、 第262図3600・3601は被熱
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した面に線状の白い部分が残る。これらはいずれも縄掛け痕と思われる。第262図3600の縄掛け部は敵

打の後に擦切を施している。第261図3584は法量・重量共に最大で表裏に磨れた面があるため、磨石の

転用品であろう。また、第263図3608表面に敵打痕があり、敵石の転用と見られる。

(8)磨石 ・敵石(第264図3609"-'第269図3631)

分布は住居域とやや重なるとも考えられ、中でもA区北と B区南東に集中している。B区では台石⑩

石皿の分布域と重なるが、その他ではそのような傾向は薄い。使用石材は中粒砂岩が中心で、細粒・組

粒砂岩や砂質粘板岩も用いられている。扇平な円礁の表裏や周縁を磨面・敵面として使用しているもの

(第264図3609'"'-'第265図3615、第267図3625'"'-'第269図3631) と、棒状礁の周縁や上下面を磨面あるいは

敵面として使用しているものに大別される。第267図3624は立方体に近い厚みのある礁を用いている。

265図3615・第266図3620・第266図3620・3622・3623、第267図3624、第267図3626'"'-'第268図3830は磨る

機能と敵く機能を両方有しており、これらは磨敵石と称した。

多くは調理器具として利用されたと思われるが、第267図3625は磨製石斧製作用のハンマーの可能性

もある。

(9 )台石 ・石皿(第269図3632"-'第270図3640)

磨りにより磨滅した平らな面をもつものを台石、磨滅した窪みをもつものを石皿とした。細粒~組粒

砂岩製で、ほとんどのものが大きく欠損し一部しか残害していない。第269図3634、第270図3636・

3637・3640は表裏に磨面を有し、両面を使用していたと思われる。第270図3639は直方体に近い形状で

あったと考えられ、隣り合う 2面に磨面を有する。

(10)石剣(第271図3641"-'3645)

F 2・G8・L14グリッドから出土した。調査区東寄りに限定される。粘板岩・凝灰質粘板岩・凝灰

質砂岩が使用されている。第271図3641'"'-'3644は一部しか残存しておらず、表面は全体的に研磨が行き

届いている。第271図3643は被熱のため赤色佑している。第271図3645は両先端部に鏑のような稜を有し

研磨痕が顕著である。

(11)磨製石斧(第271図3646"-'3648)

第271図3646・3648は定角式磨製石斧で、両側面と頭部が研磨され主面との聞にはっきりした稜をも

っ。第271図3646は凝灰質粘板岩製で、丁寧に研磨され精巧に仕上げられた小型品で、あるため、儀器あ

るいは装飾品として用いられていた可能性がある。第271図3648は凝灰質粗粒砂岩製で、実用品であろ

つ。

第271図3647は凝灰岩製で、頭部・側面と主面との聞に稜をもたない扇平な小型品で、やはり実用品

であろう。刃部に刃こぼれ状の小さな剥離や使用痕とみられる細かな擦痕が付 く。

(12)石棒(第271図3649)

K20グリッ ドの弥生土坑に混入していた。淡褐灰色の伊豆半島産多孔質安山岩製で、頭部のみの残存

l"ある。

(13)その他の石製品(第272図3650"-'3655) 

第272図3650は、用途不明の軽石で、磨面・竹管のようなもので穿孔された孔・擦切のような溝を数

個所有している。第272図3651は剥片をと るために使用された石材であると思われる。第272図3652'"'-'

3654は耕作土層や撹乱層から出土した砂岩製の持ち砥石で、中世以降のものであろう。

第272図3655は田層上面から出土した石槍である。全体的に細かな調整で形作られるが、表面先端近

くには調整の及ばない部分がこぶ状に残る。風化して灰白色となる。第272図3656はチャート の縦長剥

片で、同じく困層上面から出土している。これら匝層に含まれる石器はごくわずかで、縄文時代草創期

頃のものであろう 。
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駿河山遺跡1I (縄文時代編第 l分冊)
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島田市
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種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

縄文土標(加曽利E3"'E4・曽利
皿"'V・東鎌塚原・咲畑・勝坂・

縄文時代中期前
竪穴住居、土坑 北裏C・北屋敷・称名寺・中津・

集落 墓、風倒木痕、 林ノ峰式)、埋窪、 ヒスイ大珠・ 小
半~後期前半

土坑、小穴 五、石器(磨製石斧、打製石斧、石
織、石槍、石匙、石錐、石錘、磨
石、敵石、凹み石、スクレイパー)

駿河山遺跡は、縄文時代中期前半~後期前半、弥生時代後期~古墳時代前期、平安時代~中世を
主体とする複合遺跡である。本曹は縄文時代の遺構・遺物についての報告書である。

駿河山の台地上に人が定住し始めるのは縄文時代中期前半からで、後期初頭~前半頃までは生活
が営まれていた。加曽利 E3"'E4・曽利回"'V式の土器片が多数出土し、主体となるのは中期末
頃と考えられる。中部・東海・関東地方の土器を包括し、他地域との幅広い交流が窺える。
竪穴住居は40棟存在し、 4"'5本の主柱穴や埋裂、方形の石囲炉などの特徴を有する。中期末に

該当する住居は、不定形ながらある程度円形~馬蹄形を呈して配され、 3"'4か所に集落を成して
いたようである。
土坑墓は調査区東寄りの区域に 4つの群を形成している。南の群ほど後期の土器を含む土坑が若

千増えること・群によって土坑の形状に違いが看取できることなどから、 4群には幅狭ながら時期
差が存在し南の群ほど新しい時期のものになると考えられる。最も北の群からはヒスイ製の大珠2
点・小玉 l点が出土し、被葬者の社会的役割を示唆している。
調査区西端斜面地の包含層には土器片・石器・石屑の集中する一帯があるが、台地上に集落が存

在した時期に長期に渡り土器や石器の破損品・来製品などが廃棄されたゴミ捨て場だと考えられる《
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